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Thesaurus Un
iversitatis

旧
約
聖
書
﹁
詩
編
﹂
１
１
９
編
～
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
詩
編
～
よ
り

華
麗
な
飾
り
文
字
や
植
物
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
巻
頭



だいがくのたから

ラ
テ
ン
語
聖
書B

iblia Latina

│
１
４
７
８
年　

ア
ン
ト
ン･

コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
印
行

　

名
古
屋
学
院
大
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
ゆ
え
、
神
の
言
葉
と
し
て
の
「
聖
書
」
を
教
育
の
基
礎

に
据
え
て
い
る
。
そ
の
精
神
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
、
本
学
の
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
入
口
に
は
、

ド
イ
ツ
の
印
刷
業
者
ア
ン
ト
ン･

コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
「
ラ
テ
ン
語
聖
書
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

印
刷
技
術
の
発
明
者
と
し
て
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
も
同
時
代

に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
印
刷
所
を
開
設
し
た
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
印
刷
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０

０
版
以
上
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
本
書
は
１
４
７
８
年
11
月
10
日
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
初

版
は
１
４
７
５
年
）。
各
ペ
ー
ジ
は
51
〜
53
行
２
段
組
み
で
あ
り
、
巻
頭
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
赤･

青･

緑･
灰
色･

金
色
で
手
彩
色
さ
れ
た
華
麗
な
飾
り
文
字
や
植
物
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。「
本
書
が
元
来
、
バ
イ

エ
ル
ン
の
フ
ラ
ウ
エ
ン
ツ
ェ
ル
に
あ
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
最
初
の
ペ
ー

ジ
に
記
さ
れ
て
い
る
書
き
込
み
か
ら
分
か
る
」（
雪
嶋
宏
一　

早
稲
田
大
学
教
育･

総
合
科
学
学
術
院
教

授
）。
し
か
し
、
19
世
紀
初
頭
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
権
下
に
お
け
る
教
会･

修
道
院
の
世
俗
化
の
影
響
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
財
産
や
多
く
の
書
物
と
共
に
本
書
も
流
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
流
れ
を
汲
む
本
学
が
、
な
ぜ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
典
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
聖
書
を

「
た
か
ら
」
と
し
て
大
切
に
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
本
書
が
宗
教
改
革
以
降
の
「
分
裂
の
５
０
０
年
」
か

ら
「
和
解
と
共
存
の
５
０
０
年
」
に
移
行
す
る
、
い
ま
の
世
界
の
象
徴
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

古
色
を
帯
び
た
聖
書
を
通
し
て
、
多
く
の
学
生
に
、
歴
史
を
顧
み
、
平
和
の
尊
さ
を
ぜ
ひ
学
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

時
移
り
人
変
わ
る
。
だ
が
、
平
和
を
こ
の
世
に
賜
る
神
の
言
葉
は
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
が
な
い
（“V

erbum
 

autem
 D
om
ini m

anet in aeternum
.” 

新
約
聖
書
「
ペ
ト
ロ
の
手
紙
１
」
１
章
25
節
）。

名古屋学院大学



年
頭
所
感 

「
私
立
大
学
の
独
立
性
と
多
様
性
を
保
証
す
る
」
た
め
に�

鎌
田　
薫

10

Thesaurus U
niversitatis

　
だ
い
が
く
の
た
か
ら 

名
古
屋
学
院
大
学

表
紙・

大
学
点
描 

大
東
文
化
大
学

巻
頭
言 

「
学
生
が
つ
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目
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廣
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地
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京
都
発
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地
域
で
の
マ
ル
チ
パ
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ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
担
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人
材
育
成
制
度

―�

内
藤
多
恵
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診
療
所
を
中
核
と
し
た
地
域
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム�

山
本
昭
二

52

技
術
経
営
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ�

～
働
き
な
が
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
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を
学
び
キ
ャ
リ
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生
か
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古
俣
升
雄
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言
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Ｃ
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Ｐ
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岡
本
宣
丈

68

小
特
集
　
大
学
の
緑
地
管
理 

70

深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季�

中
島　
隆

72

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
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教
育
農
場
と
ガ
ー
デ
ン
は
教
育
実
践
の
舞
台
―
命
を
育
み
、
人
を
育
て
る
園
芸
教
育

―�

澤
登
早
苗

82

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

―
立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
事
例
と
し
て

―�

武
田
史
朗

88

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

―
「『
働
き
方
改
革
』
の
意
義
を
考
え
る
」
総
括
（
大
阪
会
場
）�

髙
作
正
博

96

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

基
礎
教
育
の
可
能
性
の
模
索�

和
田
ち
は
る

100

明
日
へ
の
試
み

広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部

地
域
の
人
々
の
健
康
を
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援
す
る�

増
田
尚
史

102

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
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本
の
近
代
化
と
大
学
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史
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」
の
大
学
の
誕
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と
軌
跡・

京
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学�

石
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涼

108
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携・
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携
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～
関
東
学
院
大
学
と
湘
南
信
用
金
庫
の
事
例
か
ら
～・

関
東
学
院
大
学�
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携
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／
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〉
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　全学部から推薦のあった１年生を対象として、「学
生リーダー育成プログラム」を2016年から実施。学
内外の各種活動を牽引するリーダーを、学生の中か
ら育てる試みを開始しました。研修では、課題解決
型のプロジェクトに取り組むことにより、チームビ
ルディングやコミュニケーション能力などを育成し
つつ、自己探究も促しています。学生リーダーは２
年次にも研修を受けるほか、各種イベントに参加し、
他の学生がより能動的に学ぶ後押しを行っています。

〈表紙写真〉

学内外の各種活動を牽引する
「学生リーダー」を育成� （大東文化大学）



　自ら求めなくても、物や仕組みがすべて整った環境で過ごす機会が多いから
こそ、学生にはもっと能動的になってほしい、自ら学びとる気概を育んでほし
い─そうした思いから、大東文化大学ではいくつもの取り組みを行ってお
り、それを統括するコンセプトが「Daito Education + PLUS」である。正課で
専門領域の知識や一般教養を修得するのに加えて、学内外におけるイベント運
営やボランティア活動など全てを学びの場として活用する。学生の自主的な活
動を促し、課題解決能力やリーダーシップ
を育もうという試みだ。
　取り組みを牽引するのは、研修を受けた

「学生リーダー」。学内外のさまざまな活動
に参加し、それぞれのプロジェクトを活性
化している。
　私たちが育てているのは、「社会で飛躍す
る大東人」。高い専門性とコミュニケーショ
ン能力、課題解決能力などを備えた大東人
を、世に送り出すことが本学の使命である。

目指すのは「学生がつくる大学」。
「Daito Education ＋ PLUS」で主体性を育む。

東松山キャンパス板橋キャンパス

大 学 点 描

2018年、創立95周年



東
松
山 

キ
ャ
ン
パス

広大な自然に囲まれた、
進化する郊外型キャンパス。

１
・
２
年
次 

文
学
部
、経
済
学
部
、外
国
語
学
部
、法
学
部
、経
営
学
部
、社
会
学
部

１
～
４
年
次 

国
際
関
係
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部

HIGASHIMATSUYAMA CAMPUS



板
　
橋 

キ
ャ
ン
パス

環境対応・循環型システムを
誇る都市型キャンパス。

３
・
４
年
次 

文
学
部
、経
済
学
部
、外
国
語
学
部
、法
学
部
、経
営
学
部
、社
会
学
部

ITABASHI CAMPUS





　

大
東
文
化
大
学
は
、
２
０
１
８
年
９
月
に
95
周
年
を
迎

え
る
。
東
京
都
板
橋
区
と
埼
玉
県
東
松
山
市
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
ち
、
８
学
部
８
研
究
科
を
有
す
る
総
合
大
学
で
あ

る
が
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
新
た
に
文
学
部
歴
史
文
化

学
科
、
ス
ポ
ー
ツ・

健
康
科
学
部
看
護
学
科
、
社
会
学
部

社
会
学
科
の
３
学
科
が
開
設
さ
れ
る
。

　

な
お
、
現
在
、
学
生
の
主
体
的
な
活
動
を
促
し
、
課
題

解
決
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
に
力
を
注
い
で
お

り
、「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を
目
指
し
て
い
る
。

「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を

目
指
し
て

門
脇 

廣
文
●
大
東
文
化
大
学
学
長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
法
人
な
ら
び
に
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
２
０
６
０
年
に
は
わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
は
現
在
の
半
分
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、「
２
０
１
１
年
に
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
65
％
は
、
大
学
卒
業
後
、
い
ま
は
存
在
し
て
い
な
い

職
業
に
就
く
」「
今
後
10
～
20
年
程
度
で
、
約
47
％
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

急
速
か
つ
大
規
模
に
変
化
し
続
け
、
将
来
予
測
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
る
い
日
本
の
未
来
を
築
い
て
い
く
に
は
、
国
民
一
人
一
人
の
労
働
生
産
性
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
学
歴
と
生
涯
賃
金
の
間
に
は
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
高
等
教
育
に
対
す
る
公
財

政
支
出
は
わ
が
国
の
経
済・

社
会
的
発
展
に
も
た
ら
す
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
若
者
が
高
等
教
育
を
通
じ
て
そ
の
能
力
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
わ
が
国
の
生
産
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
て
の
国
民
の
知
的
水
準
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
少
子
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

家
計
の
教
育
費
負
担
を
軽
減
し
、
経
済
格
差
と
教
育
格
差
の
悪
循
環
を
打
破
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
田 

薫
●
本
連
盟
会
長・

早
稲
田
大
学
総
長

「
私
立
大
学
の
独
立
性
と
多
様
性
を
保
証
す
る
」
た
め
に

2 0 1 8
年頭所感
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「
全
て
の
国
民
の
知
的
水
準
の
底
上
げ
」
と
い
う
面
に
お
い
て
、
学
部
学
生
の
約
８
割
を
擁
し
て
い
る
私
立
大
学
の
役
割
は
重

要
で
す
。
私
立
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
公
的
支
援
の
下
で
、
自
ら
の
経
営
努
力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
進
的
な

学
問
分
野
に
挑
戦
し
、
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
地
方
人
材
の
育
成
、
地
域
産
業
の
発
展
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し
、
第
四

次
産
業
革
命
の
技
術
革
新
やSociety 5.0 

の
実
現
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
は
高
等
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
へ
の
安
定
的
な
財
源
の
確
保
と
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
関
す
る
議
論

を
よ
う
や
く
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
議
論
に
は
、
私
立
大
学
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
公
的
補
助
の
充
実
を
図
り
、

学
生
納
付
金
に
関
す
る
国
私
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
た
上
で
、
設
置
形
態
に
関
係
な
く
、
学
生
一
人
一
人
の
能
力
と
経
済
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
私
間
の
格
差
の
問
題
を
解
決
せ
ず 

に
、
高
等
教
育
の
無
償
化
や
家
計
負
担
の
軽
減
を
議
論
す
る
と
、
国
私
間
格
差
と
納
税
者
間
の
不
平
等
を
固
定
化
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

国
立
大
学
と
、
自
主
性・

自
律
性
を
存
立
の
基
盤
と
す
る
私
立
大
学
と
で
は
、
公
財
政
支
出
の
基
本
理
念
に
一
定
の
違
い
が

あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
全
て
の
国
民
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
や
、
私
立
大
学
に

対
す
る
公
財
政
支
出
が
も
た
ら
す
経
済
的・
社
会
的
効
果
の
大
き
さ
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
現
状
の
不
公
平
で
不
合
理
な
格
差

を
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
連
盟
は
、「
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
各
会
員
大
学
の
独
自
性
と
私
立
大
学
の
多
様
性
を
保
証
し
、
人
類
の
未
来
に
貢
献
す
る

人
間
を
育
成
す
る
た
め
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

こ
の
設
立
の
趣
旨
を
再
確
認
し
、
本
連
盟
の
高
等
教
育
政
策
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。
日

本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
連
盟
へ
の
ご
協
力・

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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は
じ
め
に
―
人
口
減
少
社
会
へ
の
危
惧

　

か
ね
て
「
２
０
１
８
年
問
題
」
と
騒
が
れ
、
18
歳
人
口
が

横
ば
い
状
況
か
ら
ひ
た
す
ら
減
少
に
向
か
う
と
推
計
さ
れ
た

年
を
迎
え
た
。
わ
が
国
の
少
子
化
、
人
口
減
少
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
７
年
６
月
、
２
０
１
６
年
の
わ

が
国
の
出
生
数
が
、
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
初
め
て
１
０

０
万
人
を
割
り
、
97
万
６
９
７
９
人
で
あ
っ
た
と
発
表
。
さ

ら
に
２
０
１
７
年
12
月
、
２
０
１
７
年
の
出
生
数
は
前
年
よ

り
も
さ
ら
に
少
な
い
94
万
１
０
０
０
人
と
の
推
定
数
を
明
ら

か
に
し
た
。
２
年
連
続
し
て
１
０
０
万
人
を
割
り
、
深
刻
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
し
、
少
子
化
が
極
め
て
危
険
な
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
と
し
た
。

　

１
８
６
７
（
明
治
元
）
年
に
わ
が
国
の
人
口
は
約
３
３
０

０
万
人
で
あ
っ
た
が
、
以
後
近
代
国
家
と
し
て
の
発
展
と
と

も
に
増
え
続
け
、
戦
後
、
第
一
次・

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

を
経
て
、
明
治
初
年
頃
の
約
４
倍
に
増
加
し
た
が
、
２
０
０

８
年
頃
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
９
７
４
年
以
降
、
人
口
が
維
持
で
き
る
水
準
で

あ
る
人
口
置
換
水
準
（
２・

０
７
）
を
下
回
り
続
け
、
そ
の

低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
結
婚・

出
産

適
齢
期
と
さ
れ
る
20
歳
か
ら
34
歳
の
者
の
未
婚
率
は
年
々
上

昇
し
、
２
０
０
０
年
に
男
性
68・

２
％
、
女
性
55・

５
％
に

達
し
て
い
る
と
い
う
。
未
婚
率
を
減
ら
し
婚
姻
率
を
上
げ
、

将
来
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の
諸
施
策
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
整
え
る
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
」
支
援
策
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
、
久
し
い
。
し
か
し
、
い
ま
や
減
少
傾
向
は

既
に
か
な
り
の
部
分
で
確
定
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の

人
口
は
今
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
と
さ
れ
て
い
る
。

清
水 

潔
●
皇
學
館
大
学
長

人
口
減
少
（
少
子
化
）
社
会
と
大
学
の
将
来
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歴
史
上
、
戦
争
や
飢
饉
、
疫
病
の
大
流
行
、
異
常
気
象
や

地
殻
変
動
を
伴
う
よ
う
な
大
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
一
時
的
に

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
構

造
的
に
人
口
が
大
幅
に
減
り
続
け
る
と
い
う
今
日
の
情
況
は
、

前
例
を
み
な
い
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
人
口
が
爆
発
的
に
増

加
し
た
が
、
後
期
に
入
り
、
享
保・

天
明・

天
保
の
改
革
が

行
わ
れ
た
頃
は
人
口
停
滞
期
に
転
じ
、
10
～
20
年
タ
ー
ム
で

人
口
減
少
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
主
に
こ
の
時
期

が
世
界
的
な
寒
冷
期
に
あ
た
り
、
大
飢
饉・

飢
餓
が
続
き
、

出
産
制
限
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
今
日
の

よ
う
な
構
造
的
か
つ
継
続
的
な
人
口
減
少
の
先
例
に
は
相
当

し
な
い
。
い
ま
は
ま
さ
に
先
例
な
き
極
め
て
困
難
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
人
口
減
少
が
こ
の
ま
ま
続

け
ば
、
日
本
と
日
本
文
明
が
確
実
に
衰
退
に
向
か
う
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

１　
通
商
国
家
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
衰
亡
の
教
訓

　

か
つ
て
海
洋
小
島
国
で
あ
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
東
西

二
つ
の
勢
力
の
中
間
に
位
置
す
る
立
場
を
巧
み
に
利
用
し
な

が
ら
、
地
中
海
世
界
に
お
け
る
海
洋
国
家
と
し
て
発
展
し
、

13
～
16
世
紀
に
か
け
て
、
海
上
交
易
を
中
心
と
し
て
約
３
０

０
年
に
わ
た
り
繁
栄
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
そ
の
自
由

で
寛
容
な
精
神
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明
の
形
成
に
影
響
を

与
え
、
近
代
商
業
の
基
礎
と
な
っ
た
制
度
の
ほ
と
ん
ど
は
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
貴
族
た
ち
は
、
よ
く
働
き
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
暮
ら
し
、

勤
倹
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
よ
し
と
し
、
自
制
の
精
神
を
美

徳
と
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
１
５
７
０
年
か
ら
３
年
に

わ
た
っ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
い
、
そ
の
結
果
キ
プ
ロ
ス
を

失
い
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
や
英
国
が
地
中
海
に
現
れ
始
め
る

と
、
貴
族
の
生
き
方
に
変
化
が
生
じ
る
。
貿
易
に
従
事
せ
ず
、

自
力
で
国
家
を
護
る
気
概
を
失
い
、
発
展
よ
り
も
安
全
を
求

め
、
過
去
の
蓄
積
に
よ
っ
て
生
活
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
消

極
的
な
生
活
態
度
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、
結
婚
し
な
い
貴
族
の
男
子
が
増
え
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
比
率
は
、
適
齢
期
の
男
子
で
結
婚
し
な
い
人
が
、

17
世
紀
に
は
60
％
に
な
り
、
18
世
紀
に
は
66
％
に
上
昇
し
、

し
か
も
結
婚
し
た
も
の
の
う
ち
40
％
は
子
ど
も
を
作
ら
な
い

か
、
作
っ
て
も
１
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
経
済
発
展
が
止

ま
り
、
生
活
水
準
を
維
持
し
た
い
と
い
う
個
人
主
義
的
気
持

ち
か
ら
、
子
孫
を
増
や
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
共
和
国
の
滅
亡
を
早
め
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る
原
因
と
な
っ
た
。

　

適
齢
期
の
未
婚
率
66
％
と
い
う
数
字
は
、
調
査
範
囲
や
正

確
さ
な
ど
に
考
慮
す
べ
き
点
は
残
る
も
の
の
、
そ
の
数
値
が

示
す
問
題
は
今
日
の
日
本
の
情
況
と
近
似
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
同
じ
海
洋
通
商
国
家
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
衰
亡
の
原
因
は
、
歴
史
の
教
訓
と
し
て
記

憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

わ
が
国
の
人
口
減
少
問
題
に
曙
光
が
射
す
日
の
た
め
に
、

若
者
や
社
会
人
の
人
生
観
や
価
値
観
の
形
成
に
お
い
て
、
高

等
教
育
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。

２　
少
子
化
と
地
方
大
学
の
役
割

　

現
在
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢
化
は
、
特
に
地
方
に
顕
在

す
る
。
首
都
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）

を
除
く
地
域
に
お
い
て
、
若
者
と
出
生
数
の
大
幅
な
減
少
が

続
い
て
お
り
、
２
０
０
０
～
２
０
１
５
年
の
15
年
間
に
、
若

者
（
15
～
29
歳
）
の
人
口
は
、
約
３
割
減
少
（
１
８
３
１
万

人
か
ら
１
２
９
９
万
人
へ
５
３
２
万
人
減
少
）
し
、
出
生
数

は
約
２
割
減
少
（
89
万
人
か
ら
72
万
人
へ
17
万
人
減
少
）
し

た
と
さ
れ
る
。
首
都
圏
と
り
わ
け
東
京
に
、
ま
す
ま
す
人
と

物
と
金
が
集
中
し
、
地
方
の
疲
弊
、
過
疎
、
衰
退
が
進
行
す

る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
や
が
て
東
京
も
減
少
期
に
入
る
が
、

そ
れ
は
し
ば
ら
く
先
の
こ
と
で
あ
る
。

　

皇
學
館
大
学
が
立
地
す
る
伊
勢
志
摩
圏
域
は
、
三
重
県
内

で
少
子
高
齢
化
に
よ
る
衰
退
が
最
も
進
行
し
て
い
る
地
域
の

一
つ
で
あ
り
、
地
域
の
定
住
機
能
の
新
た
な
あ
り
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業
）
と
し
て
２
０
１
４
年
度
に
申
請
し
採
択
さ
れ
た
、
本
学

の
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

如
上
の
問
題
意
識
の
下
に
、
圏
域
の
自
治
体・

産
業
界
と
連

携
協
定
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
学
生
の
成
長
に
連
動
さ

せ
て
、
地
域
の
定
住
機
能
の
新
た
な
あ
り
方
を
自
ら
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
行
動
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

シ
チ
ズ
ン
の
育

成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
と
教
育
実
践
を
通
し
て
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
お

よ
び
地
域
課
題
研
究
体
制
の
構
築
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
伊
勢
志
摩
共
生
学
」（
圏
域
の
歴
史

と
現
況
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
学
ぶ
。
必
修
２
単
位
、
１

年
次
）、
伊
勢
志
摩
圏
域
の
３
市
５
町
が
参
画
す
る
「
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
課
題
を
踏
ま
え
た
総
合
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」（
圏
域
の
歴
史
文
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化
観
光
資
源・

定
住
自
然
環
境
資
源
の
現
況
理
解
と
活
用・

情
報
発
信
な
ど
の
課
題
解
決
を
学
ぶ
科
目
、
圏
域
の
産
業
経

済
の
現
況
と
人
材
育
成
や
雇
用
環
境
の
問
題
解
決
を
学
ぶ
科

目
、
一・

二・

三
次
産
業
基
本
論
お
よ
び
六
次
産
業
化
実
践

論
（
実
践
例
と
実
践
方
法
）
を
学
ぶ
科
目
か
ら
な
る
。
４
科

目
、
各
２
単
位
、
２
年
次
）、「
伊
勢
志
摩
共
生
学
実
習
（
地

域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
Ａ
～
Ｄ
」（
圏
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
定
住
自
立
の
た
め
の
歴
史
文
化
観
光
資
源
、
自
然
環

境
定
住
資
源
、
地
域
経
済・
産
業
、
地
域
福
祉・

教
育
資
源

の
４
領
域
か
ら
な
る
資
源
の
実
態
を
自
治
体
職
員
や
住
民
と

共
に
学
び
、
地
域
社
会
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
経
験
す
る
、

各
１
単
位
、
３
年
次
）、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅰ・

Ⅱ
」（
学

生
各
自
の
専
門
領
域
と
圏
域
の
課
題
を
結
び
付
け
た
卒
業
研

究
、
４
単
位
×
２
、
３・

４
年
次
）
か
ら
な
り
、
地
域
へ
広

が
る
体
系
的
な
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
課
外
活
動
Ｃ
Ｌ
Ｌ
（Com

m
unity Learning 

Labo

）
を
配
し
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人・

企
業・

行
政
団
体・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
対
話
、
連
携
、
協
働
体
験
を

通
じ
て
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
学
び
、

少
子
高
齢
化・

若
者
人
口
減
な
ど
か
ら
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
理
解
し
、
そ
の
課
題
解
決
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
地
域
課
題
学
修
支
援
室
を
中
心
と
し
て
全
学
的

な
教
育
支
援
を
行
い
、
卒
業
時
に
「
地
域
貢
献
活
動
時
間
証

明
書
」
を
発
行
す
る
。

　

こ
の
学
び
全
体
を
支
え
る
の
は
、
学
長
を
本
部
長
と
す
る

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
実
施
本
部
（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、
地
域
連
携

支
援
室
、
地
域
課
題
学
修
支
援
室
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
拠
点
）
で
あ
り
、

「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」
運
営
会
議
が
計
画・

推
進

し
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
毎
年
、
高
い
外
部
評
価
を
得

て
い
る
。（
以
上
、
本
学
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「『
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
』
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
人
材
育
成
」
参
照
）

　

学
生
が
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
か
ら
学
び
、
課
題
意
識
が

芽
生
え
、
行
動
に
移
し
て
喜
び
や
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら

の
志
が
定
ま
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が
学
生
の
目
や
姿
勢
に
現

れ
て
く
る
。
実
質
的
に
授
業
を
開
始
し
た
２
０
１
５
年
か
ら

３
年
を
経
て
、
最
終
年
度
の
２
０
１
８
年
は
学
生
各
自
の
専

門
領
域
と
圏
域
の
課
題
を
結
び
付
け
て
卒
業
研
究
を
行
う
が
、

地
域
再
生
課
題
の
取
り
組
み
中
に
養
わ
れ
た
「
考
え
抜
く
力
」

が
ど
れ
ほ
ど
卒
業
研
究
に
反
映
さ
れ
る
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
学
び
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
地
方
創
生
マ
イ
ン

ド
（
教
養・
視
野
の
広
さ
）、
問
題
発
見・

解
析・

構
成
力
、
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情
報
収
集
力
、
評
価
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
実
行

力
、
課
題
解
決
力
な
ど
は
、
卒
業
後
、
社
会
人
と
し
て
必
ず

生
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
共
公
益

の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
生
観
や
価
値
観
が
磨

か
れ
、
社
会
性
や
倫
理
観・

道
徳
心
も
向
上
す
る
に
違
い
な

い
。
高
い
知
力
も
能
力
も
、
徳
性
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
価
値
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
代
表
的
日
本
人
と
し
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
た

高
い
精
神
性
を
備
え
た
人
物
は
、
地
方
に
お
い
て
、
村
を
起

こ
し
藩
を
立
て
直
し
、
地
方
を
再
生
し
た
人
物
で
あ
り
、
教

育
者
で
あ
り
、
宗
教
家
で
あ
っ
た
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

求
道
者
と
し
て
信
じ
る
道
を
真
っ
す
ぐ
に
突
き
進
む
厳
し
さ

と
激
し
さ
、
誠
実
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

３　
地（
知
）の
特
性
を
生
か
す
―
本
学
の
歩
み

　

本
学
は
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
に
神
宮
祭
主
久
邇
宮

朝
彦
親
王
の
令
達
に
よ
っ
て
、
神
宮
の
学
問
所
で
あ
る
林
崎

文
庫
に
「
皇
學
館
」
が
開
設
さ
れ
た
の
を
源
流
と
す
る
。
開

学
の
前
後
は
、「
文
明
開
化
」
の
名
の
下
に
近
代
国
家
へ
の
発

展
を
急
ぎ
、
急
激
な
欧
化
主
義
に
走
り
、
わ
が
国
固
有
の
文

化
を
顧
み
な
い
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ

の
反
省
か
ら
、
日
本
古
来
の
精
神
文
化
と
主
体
性
を
取
り
戻

す
学
問
教
育
を
行
う
た
め
に
創
立
さ
れ
た
の
が
、
本
学
で
あ

る
。
１
９
０
０
年
に
神
宮
祭
主
で
皇
學
館
総
裁
で
あ
っ
た
賀

陽
宮
邦
憲
王
か
ら
賜
っ
た
令
旨
に
は
「
神
宮
皇
學
館
教
育
ノ

旨
趣
ハ
、
皇
国
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
、
皇
国
ノ
文
学
ヲ
修
メ
、
之

ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
、
以
テ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
、
文
明
ヲ
補

ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
。」
と
あ
る
。「
わ
が
国
の
歴
史
と
伝
統

に
根
ざ
し
た
道
義
と
学
問
を
学
び
、
日
本
人
と
し
て
正
し
い

自
覚
を
確
立
し
、
そ
の
精
神
を
も
っ
て
実
社
会
で
の
運
用
に

つ
と
め
、
広
く
世
界
の
進
運
に
目
を
開
き
、
文
明
の
足
ら
ざ

る
と
こ
ろ
を
補
う
」
と
、
神
宮
皇
學
館
教
育
の
目
指
す
と
こ

ろ
を
明
瞭
に
せ
ら
れ
た
。
こ
の
令
旨
を
建
学
の
精
神
と
仰
ぎ
、

一
貫
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

１
９
０
３
年
に
は
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
と
な
り
、

１
９
４
０
年
に
は
文
部
省
管
轄
の
官
立
大
学
へ
と
発
展
し
、

日
本
古
来
の
古
典
学
や
国
史
学・

国
文
学
を
研
究
す
る
国
の

中
心
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
４
６
年
、
占

領
軍
の
神
道
指
令
に
よ
り
、
公
の
機
関
に
お
い
て
神
道
を
講

ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
廃
学
の
已
む
な
き
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
悲
運
を
乗
り
越
え
、
卒
業
生
の
母
校
再
興
へ
の

強
い
思
い
と
戦
後
の
国
民
思
想
の
混
迷
を
憂
慮
す
る
識
者
の
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後
援
に
よ
っ
て
、
１
９
６
２
年
に
私
立
皇
學
館
大
学
と
し
て

再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
文
学
部・

教
育
学
部・

現
代
日
本
社
会
学
部
の

３
学
部
６
学
科
、
大
学
院
２
研
究
科
、
神
道
博
物
館
、
神
道

研
究
所
、
史
料
編
纂
所
を
束
ね
る
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

か
ら
な
る
。

　

２
０
１
６
年
、
第
42
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）
が
伊
勢
志
摩
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
地
が
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
日
本
の
精
神
文
化

の
源
泉
の
地
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
の

地
の
唯
一
の
大
学
と
し
て
、
し
か
も
伊
勢
神
宮
の
教
学
機
関

か
ら
出
発
し
た
大
学
と
し
て
、
本
学
は
創
立
以
来
ひ
た
す
ら

最
も
古
く
て
最
も
新
し
い
皇
学・

日
本
学
の
拠
点
た
る
べ
く

努
力
を
重
ね
て
き
た
。
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
若
干
の
改

組
改
編
は
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
基
本
的
な
教
学
体
制
に
変

更
が
な
い
こ
と
は
、
２
０
１
７
年
11
月
の
学
内
に
お
け
る
将

来
構
想
委
員
会
の
答
申
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

む
し
ろ
、
今
後
求
め
ら
れ
る
の
は
、
少
子
化
の
進
行
と
も

関
連
し
て
、
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
で
あ
り
、
国
際

化
推
進・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
強
く

意
識
し
て
、
２
０
１
４
年
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
１
４
０
「
中
期

行
動
計
画
」
を
作
成
し
、
１
０
０
項
目
か
ら
な
る
具
体
策
を

実
行・

点
検・

改
善
し
て
３
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
室
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
５
年
間
に
学
生
の
成
長
実

感
度
、
卒
業
満
足
度
は
約
10
％
、
就
職
満
足
度
は
20
％
向
上

し
、
図
書
館
入
館
者
数
は
70
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
善
に
向
け
た
努
力
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で 

あ
る
。お

わ
り
に

　

地
方
文
系
大
学
の
苦
戦
が
報
じ
ら
れ
る
な
か
、
本
学
は
今

後
も
、「
稽
古
照
今
（
古
を
稽
え
、
今
に
照
ら
す
）」（
古
事
記

序
文
）
と
「
元
元
本
本
（
元は

じ
めを
元
と
し
、
本も

と

を
本
と
す
）」

（
倭
姫
命
世
記
）
を
精
神
的
指
標
と
し
て
前
進
し
て
い
こ
う
と

思
う
。
本
学
は
国
家
と
運
命
を
共
に
し
、
敗
戦
廃
学
か
ら
甦
っ

た
大
学
で
あ
る
。
先
学
の
叡
智
に
学
び
、
時
流
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
建
学
の
精
神
に
示
さ
れ
た
本
学
の
使
命
を
全
う

す
る
た
め
、
伝
統
的
学
風
を
継
承
し
、
皇
学・

日
本
学
の
拠

点
と
し
て
、ま
た
地
（
知
）
の
拠
点
と
し
て
、教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
研
鑽
に
励
む
の
み
で
あ
る
。
自
ら
の
個
性
を
堅
持
し
、

特
性
を
生
か
し
切
る
先
に
、
道
は
拓
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
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周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
改
革
や 

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
進
め
る
大
学
も

兼
高　
１
９
４
８
年
の
新
制
大
学
の
発
足
か
ら
60

年
以
上
が
経
過
し
、
１
０
０
周
年
を
超
え
る
大
学

も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
東
京
大
学
は
創
立
１
４
０
周
年
、
私
立
大

学
で
は
龍
谷
大
学
が
３
７
０
余
年
、
私
が
所
属
し

て
お
り
ま
す
日
本
大
学
は
２
０
１
９
年
に
創
立
１

３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
や
整
備
、
学
部
学
科
の
新

設
や
再
編
、
中・

長
期
計
画
の
策
定
な
ど
、
周
年

事
業
を
機
に
変
革
を
進
め
る
大
学
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
年
事
業
の
実
施
に
は
多
額

の
事
業
費
が
必
要
に
な
り
、
寄
附
を
募
る
な
ど
の

募
金
事
業
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

周
年
事
業
に
つ
い
て
考
え
る

―
転
換
と
発
信
の
契
機
に

座
談
会

戸
と
部
べ
順
じゅん
一
いち

成城大学学長

川
かわ
井
い
伸
しん
一
いち

愛知大学理事長、
学長
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課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

本
日
の
座
談
会
で
は
、
既
に
周
年
事
業
を
実
施

し
た
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
予
定
し
て
い
る
大
学
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
創

立
70
周
年
を
迎
え
た
愛
知
大
学
の
川
井
理
事
長・

学
長
。
２
０
１
７
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
成
城
学
園
か
ら
は
、
成
城
大
学
の
戸
部
学
長
。

そ
し
て
２
０
１
８
年
に
創
立
１
０
０
周
年
と
い
う

こ
と
で
ご
準
備
を
な
さ
っ
て
い
る
東
京
女
子
大
学

の
安
藤
部
長
で
す
。

　

で
は
、
各
大
学
の
周
年
事
業
の
目
的
や
成
果
、

課
題
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
周
年
事

業
の
意
義
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

周
年
事
業
の
メ
イ
ン
は
、教
育
環
境
の
整
備
や 

学
生
支
援
、記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

川
井　
愛
知
大
学
は
１
９
４
６
年
創
立
で
あ
り
、

10
年
ご
と
に
周
年
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
70
周
年
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
記
念
事
業
の

運
営
委
員
会
を
１
年
く
ら
い
前
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。
運
営

委
員
会
の
委
員
長
は
私
が
務
め
、
メ
ン
バ
ー
は
ほ

ぼ
大
学
の
執
行
部
と
い
う
構
成
で
す
。
こ
れ
と
は

安
あん
藤
どう
由
ゆ
紀
き
美
み

東京女子大学
大学運営部長司会

兼
かね
高
たか
聖
まさ
雄
お

日本大学芸術学部
教授、総合政策セ
ンター広報 ・情報
部門会議（大学時
報）委員

2017年12月6日　日本私立大学連盟会議室にて

座
談
会
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別
に
、
同
窓
会
や
後
援
会
の
代
表
者
も
参
加
し
た

募
金
委
員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の

組
織
が
、
70
周
年
事
業
の
準
備
を
行
う
主
な
組
織

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
周
年
事
業
の
規
模
は
募
金
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
募
金
に
基
づ

い
た
事
業
展
開
を
考
え
ま
し
た
。

　

周
年
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
名
古
屋・

豊 

橋・

車
道
と
三
つ
あ
る
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
環
境
の
整
備
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
特
に
、

５
年
前
に
新
設
し
た
名
古
屋
駅
近
く
の
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
期
工
事
支
援
が
一
番
の
課
題

で
し
た
。

　

次
に
、
学
生
の
課
外
活
動
や
就
職
活
動
の
支
援

お
よ
び
奨
学
金
と
い
っ
た
学
生
支
援
を
展
開
す
る

こ
と
。
三
つ
目
と
し
て
は
、
70
周
年
を
記
念
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
振
り
返
り
つ
つ
未
来
を
展
望
す
る
と
い
う
考
え

の
下
に
、
一
つ
は
大
学
の
歴
史
的
由
来
に
つ
い
て

前
身
の
東
亜
同
文
書
院
か
ら
の
接
続
の
視
点
か
ら

考
え
る
、
そ
し
て
一
つ
は
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
が

名
古
屋
駅
近
く
の
都
心
部
に
あ
る
の
で
、
そ
う
し

た
地
域
に
お
い
て
大
学
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
か
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
卒
業
生
に
日
本
画
を
代
表
す

る
画
家
平
松
礼
二
氏
が
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
広
報
関
係
で
は
記
念
誌

を
発
行
し
た
り
、
70
周
年
の
マ
ー
ク
を
制
作
し
て

刊
行
物
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
使
用
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

20
年
前
の
50
周
年
の
時
に
は
か
な
り
盛
大
に
行

い
ま
し
た
が
、
60
周
年
は
比
較
的
簡
素
で
し
た
の

で
、
今
回
の
70
周
年
も
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
と
い

う
の
が
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

た
だ
、
70
周
年
募
金
活
動
は
比
較
的
長
期
に
わ

た
っ
て
お
り
、
今
回
の
場
合
は
２
０
０
８
年
に
は

始
め
て
い
ま
し
た
。

兼
高　
事
業
の
元
に
な
る
募
金
事
業
を
、
10
周
年

ご
と
に
行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
そ
う
で
す
ね
、
両
方
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
よ

う
な
形
で
す
。

学
生
の
関
わ
り
方
や
地
域
と
の
連
携
も 

周
年
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

兼
高　
学
生
の
課
外
活
動
や
就
職
活
動
の
支
援
を

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
と
い
う
の
は
、
ど

う
い
っ
た
形
で
す
か
。

川
井　
例
え
ば
課
外
活
動
の
支
援
で
は
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
は
都
心
部
の
比
較
的
狭
い
敷
地
に
立

地
し
て
い
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
校
外
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
確
保
す
る
と
い
っ

た
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

兼
高　
学
生
の
要
望
な
ど
を
受
け
て
、
70
周
年
を

機
に
実
施
し
た
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
学
生
が
周
年
事
業
に
ど
う
関
わ
る
か
が
、

一
つ
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、

そ
れ
を
企
画
の
中
に
組
み
込
ん
で
お
り
、
一
つ
は

記
念
の
講
演
会・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
学
生
が
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
る
「
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
再

開
発
エ
リ
ア
の
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ

こ
に
は
、
本
学
の
ほ
か
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
国
際
セ

ン
タ
ー
や
中
京
テ
レ
ビ
、
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

ホ
テ
ル
、
シ
ネ
コ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
期
工
事
が
２
０
１

７
年
３
月
に
竣
工
し
、
ほ
ぼ
同
時
に
「
さ
さ
し
ま

ラ
イ
ブ
」
の
他
の
建
物
も
完
成
し
た
の
で
、
そ
の

ま
ち
開
き
イ
ベ
ン
ト
と
70
周
年
事
業
を
関
連
付
け

て
学
生
の
企
画
に
よ
る
各
種
の
催
し
物
を
企
画・

実
施
し
ま
し
た
。
学
生
に
対
し
て
は
、
周
年
事
業

の
資
金
の
中
か
ら
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
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兼
高　
地
元
に
対
し
て
開
か
れ
た
大
学
と
い
う
、

地
域
連
携
と
し
て
の
情
報
発
信
の
意
味
合
い
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
当
然
、
そ
れ
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
第
２

期
工
事
竣
工
の
記
念
式
典
が
あ
り
、
70
周
年
と
併

せ
て
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
挙
行

し
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
一

般
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ま
ち

開
き
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
中
京
テ
レ
ビ
等

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
と
関
連
付
け
る
と
い
う
点
で
、
新
し
い
特
徴

だ
と
思
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
を
機
に
、次
の
１
世
紀
に 

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
理
念
を
提
示

兼
高　
戸
部
先
生
、
成
城
学
園
が
１
０
０
周
年
と

う
か
が
い
ま
し
た
が
、こ
れ
は
法
人
の
ほ
う
で
す
ね
。

戸
部　
は
い
、
成
城
大
学
は
１
９
５
０
年
に
新
制

大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
２
０
１

８
年
は
68
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
設
置
母
体
で

あ
る
成
城
学
園
は
澤
柳
政
太
郎
が
１
９
１
７
年
に

小
学
校
を
創
立
し
た
と
き
に
始
ま
り
ま
す
。
現
在
、

幼
稚
園
か
ら
大
学・

大
学
院
ま
で
の
各
校
で
構
成

さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
学
園
は
全
学
を
あ
げ
て
こ

れ
を
祝
お
う
と
い
う
企
画
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

先
の
90
周
年
が
終
わ
っ
て
３
年
後
の
２
０
１
０

年
に
は
、
来
る
１
０
０
周
年
に
向
け
て
話
し
合
う

た
め
の
「
成
城
学
園
第
２
世
紀
プ
ラ
ン
基
本
構
想

検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

理
事
会
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
検
討
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
15
人
で
、
学
園
が
設
置
し
て

い
る
各
学
校
の
園
長
、
校
長
、
大
学
長
、
大
学
各

学
部
長
、
さ
ら
に
、
理
事
と
評
議
員
か
ら
選
任
さ

れ
た
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
年
間
に

11
回
の
会
議
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
建
学
の
精
神
を

も
と
に
「
第
２
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

ま
た
１
０
０
周
年
事
業
の
大
枠
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

翌
２
０
１
１
年
の
夏
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
作
ら
れ
、
よ
り
具
体
的
な
計
画
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
１
０
０
周
年
事
業
の
中
心
に
何
を
置
く

か
を
検
討
し
、
や
は
り
教
育
の
改
革
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
次
の
１
世
紀
を
視
野
に
入
れ

た
新
た
な
理
念
を
構
築
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ

の
根
本
は
創
立
者
の
理
念
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

澤
柳
政
太
郎
は
膨
大
な
著
作
を
残
し
て
い
る
も
の

の
、
実
は
学
園
創
立
の
理
念
を
明
確
な
言
葉
で
は

語
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
残
さ
れ

た
記
録
を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
１
世
紀
に
マ
ッ

チ
す
る
よ
う
な
理
念
を
提
示
す
る
と
い
う
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
成
城
学
園
と
し
て
、
幼
稚

園
か
ら
大
学・

大
学
院
ま
で
の
一
貫
教
育
に
対
す

る
新
た
な
理
念
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
１
０
０
周

年
の
眼
目
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
川
井
先
生
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
成
城
学
園
で
も
１
０
０
周
年
を
目
指
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
「
未
来
募
金
」
と
い
う

名
称
で
募
金
活
動
を
行
い
、
い
ま
も
継
続
中
で
す
。

　

１
０
０
周
年
の
中
心
が
教
育
の
改
革
だ
と
い
う

こ
と
で
、
教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
中
高
一
貫
校

の
新
校
舎
を
建
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７

年
12
月
に
は
初
等
学
校
の
新
校
舎
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。
大
学
の
教
育
環
境
整
備
と
し
て
は
、
既

存
の
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
中
で
す
。

創
立
者
の
澤
柳
が
「
自
学
自
習
」
と
言
っ
て
い 

ま
す
が
、
こ
れ
を
現
代
風
に
言
う
と
ア
ク
テ
ィ 

ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
学
を
中
心
と
し

て
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
20
回
近
く
、
継
続
し
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
や
卒
業
生
、
そ
し
て
地

座
談
会
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域
の
方
々
に
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
か
な
り

盛
況
で
し
た
。

兼
高　
大
学
か
ら
の
知
の
発
信
で
す
ね
。

戸
部　
は
い
。
学
部・

研
究
科
ご
と
に
立
案
し
、

各
分
野
の
第
一
人
者
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
知
の
発
信
も
１
０
０
周
年
事
業
の

一
つ
と
い
う
位
置
付
け
な
の
で
、
講
演
の
記
録
を

冊
子
に
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
０
０
年
史
を
制
作
中
で
す
が
、
こ
れ

は
な
か
な
か
大
変
な
作
業
で
す
。
６
年
く
ら
い
前

に
作
業
を
始
め
て
、
内
容
や
書
き
手
を
決
め
て
、

結
局
、
出
来
上
が
る
の
は
あ
と
４
年
く
ら
い
先
な

の
で
、
ほ
ぼ
10
年
間
か
け
て
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
20
人
く
ら
い
で
編
成
さ
れ
た
編
纂
委
員
会

が
進
め
て
い
ま
す
。

安
藤　
私
ど
も
の
と
こ
ろ
で
も
１
０
０
年
史
を
製

作
し
て
い
ま
す
が
、
事
実
確
認
の
た
め
一
つ
一
つ

古
い
資
料
に
あ
た
る
な
ど
、
編
纂
は
本
当
に
大
変

で
す
ね
。

教
育
改
革
の
三
つ
の
柱
を
策
定
し 

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

戸
部　
理
念
に
つ
い
て
は
、「
独
立
独
行
の
人
を
つ

く
る
」
と
か
「
個
性
尊
重
の
教
育
」
と
い
っ
た
言

葉
が
澤
柳
語
録
の
中
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
う

一
度
解
釈
し
直
し
た
上
で
教
育
改
革
の
三
つ
の
柱

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

語
学
的
教
養
を
通
じ
て
国
際
性
を
強
化
す
る
「
国

際
教
育
」、
数
学
的
教
養
を
通
じ
て
論
理
的
な
思
考

力
を
強
化
す
る
「
理
数
系
教
育
」、
そ
し
て
芸
術
的

教
養
を
通
じ
て
人
間
性
を
強
化
す
る
「
情
操・

教

養
教
育
」
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
国
際
教
育
で
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま

で
一
貫
し
た
英
語
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
既
に
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら
と
い
う
の
は
ほ

か
に
は
あ
ま
り
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、Ｃ
Ａ
Ｎ
―

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
作
っ
て
き
め
細
か
な
指
導
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
で
は
２
０
１
７
年
に
成
城
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（SIEP

：Seijo International 
Education Program

）
を
開
始
し
ま
し
た
。
留

学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
目
標
を
設

定
し
、
そ
の
た
め
の
英
語
力
を
養
う
も
の
で
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
に
は
認
定
証
を
発
行
し
、
成
績

優
秀
者
は
、
大
学
の
費
用
で
留
学
で
き
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

理
数
系
教
育
で
は
、
３
年
前
か
ら
全
学
共
通
教

育
科
目
の
中
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群
を
開

講
し
、
２
０
１
８
年
度
以
降
に
は
科
目
を
増
や
し

充
実
を
図
り
ま
す
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
理
数
的
素

養
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
専
門
と
す
る
学
問
領

域
と
リ
ン
ク
し
て
、
い
ま
ま
で
に
な
い
発
想
を
生

ん
で
い
く
、
そ
う
い
っ
た
学
生
を
育
て
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

川
井 

伸
一
氏

戸
部 

順
一
氏
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初
等
学
校
で
は
、
２
０
２
０
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
が
始
ま
り
ま
す
が
、
成
城
学
園
が
得
意

と
し
て
い
る
情
操・

教
養
教
育
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
中
で
も
学
べ
た
ら
と
、
新
し
い
学
び
の

仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
最
中
で
す
。

兼
高　
そ
う
い
っ
た
教
育
改
革
も
、
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
ね
。

戸
部　
は
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て
事
務
組
織
の
一
部

を
教
育
施
設
に
替
え
る
と
い
っ
た
組
織
改
革
も
行

い
ま
し
た
。

　

３
本
柱
の
三
つ
目
の
情
操・

教
養
教
育
に
つ
い

て
は
、
大
学
の
教
育
と
し
て
は
課
外
活
動
で
具
現

化
し
よ
う
と
、
ピ
ア・

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
つ
く

り
ま
し
た
。
学
生
が
学
び
合
う
だ
け
で
は
な
く
、

教
え
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

学
生
は
、
ピ
ア・

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
教
え
る
た

め
に
30
時
間
の
授
業
講
習
を
受
け
、
２
０
１
７
年

の
10
月
か
ら
実
際
に
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
挑
戦
す
る
知
性
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で 

教
育
の
基
盤
整
備
事
業
を
推
進

兼
高　
安
藤
さ
ん
の
東
京
女
子
大
学
は
、
い
よ
い

よ
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
藤　
創
立
記
念
日
に
当
た
る
４
月
30
日
に
、
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
１
９
１
８
年
の
創
立
以
来
、
基
本
理
念

と
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
女
子
高
等
教
育
」

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
を
掲
げ
、
豊
か
な
教
養

に
基
づ
い
た
広
い
視
野
と
高
い
専
門
性
を
身
に
付

け
た
、
自
立
し
た
女
性
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
土
台
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化・

情
報
化・

多
様
化
す
る
現
代
社
会
に
対
応
す
る
教
育
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
１
０
０
周
年
を
、

本
学
に
委
ね
ら
れ
た
女
子
大
学
と
し
て
の
使
命
と

そ
の
役
割
を
再
認
識
す
る
機
会
と
考
え
、
次
の
１

０
０
年
に
向
け
た
新
た
な
道
筋
を
作
り
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
大
学
の
姿
を
構
築
す

る
時
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
変
え

て
は
な
ら
な
い
も
の
」
は
守
り
続
け
、「
変
え
る
べ

き
も
の
」
は
時
代
に
先
駆
け
て
実
現
し
て
い
く
、

強
い
信
念
と
鋭
敏
な
知
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、「
挑
戦
す
る 

知
性
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
を
定
め
、 

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
の
募
金
は
、
本
学
の
標
語
を
用
い

て
「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
募
金
」
と
名
付
け
、
２
０
１
４
年

に
募
金
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
新
奨
学
金
制
度　

国
際
交
流
の
活
性
化
、
優
秀

な
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。

②
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト・

セ
ン
タ
ー
の
充
実　

女

安
藤 

由
紀
美
氏

兼
高 
聖
雄
氏

座
談
会
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性
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
や
学
び
を
生
涯
に
わ
た
っ
て

サ
ポ
ー
ト
。

③
新
学
寮
建
設　

学
生
の
社
会
性・

国
際
性
の
涵

養
を
目
的
に
新
寮
を
建
設
。

④
景
観
整
備　

本
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
歴
史
的

建
築
物
（
文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財
）
周
囲
の
植

生
を
整
備
。

　

こ
れ
ら
を
次
の
１
０
０
年
を
支
え
る
新
た
な
基

盤
整
備
事
業
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　

周
年
事
業
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
お
二

人
の
先
生
方
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

本
学
で
も
理
事
長
を
委
員
長
と
す
る
創
立
１
０
０

周
年
記
念
事
業
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
下
に
、

役
割
に
応
じ
た
10
の
小
委
員
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
広
報
小
委
員
会
、
記
念
催
事
小
委
員
会
、

１
０
０
年
史
編
纂
小
委
員
会
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

小
委
員
会
、
募
金
小
委
員
会
な
ど
で
す
。

新
入
試
制
度
や
学
科・

専
攻
の
再
編
、 

海
外
研
修
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
ま
で

安
藤　
「
挑
戦
す
る
知
性
」
と
い
う
文
言
に
は
、
変

化
が
激
し
い
社
会
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
考
え
、
行
動
す
る
女
性
を
目
指
す
と
い
う
、
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
卒

業
生
と
し
て
、
本
学
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
年
事
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
生
か

し
て
、
１
０
０
周
年
を
機
に
新
し
い
教
学
制
度
を

い
く
つ
か
つ
く
り
ま
し
た
。

　

多
面
的
総
合
的
評
価
に
よ
る
「
知
の
か
け
は
し

入
学
試
験
」。
こ
れ
は
、
初
代
学
長
新
渡
戸
稲
造
が

東
京
帝
国
大
学
の
入
学
試
験
の
面
接
に
際
し
「
わ

れ
太
平
洋
の
橋
と
な
ら
ん
」
と
そ
の
志
を
述
べ
た

と
い
う
逸
話
か
ら
取
っ
た
言
葉
を
入
試
の
名
称
と

し
た
も
の
で
す
。
講
義
を
受
講
し
、
講
義
の
ノ
ー

ト
を
作
成
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
小
論
文
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
こ
の
入
試
に
合
格 

し
、
希
望
す
る
学
生
に
は
「
挑
戦
す
る
知
性
奨 

学
金
」
と
し
て
、
学
納
金
と
寮
経
費
の
全
額
を
４

年
間
、
授
与
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
度
入

学
者
か
ら
の
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
も

「
挑
戦
す
る
知
性
科
目
」
を
設
け
る
な
ど
、
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
学
内
に
浸
透
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、「
挑
戦
す
る
知
性
科
目
」
に

は
、
女
性
起
業
家
を
育
成
す
る
た
め
の
講
座
も
置

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
１
０
０
周
年
を
機
に
、
半
年
間
の

英
語
圏
へ
の
留
学
を
必
修
と
す
る
国
際
英
語
学
科

を
新
設
し
ま
し
た
。
国
際
志
向
の
意
欲
的
な
学
生

の
入
学
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

周
年
事
業
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
小
委
員
会
が
企
画
し
た
「
挑
戦
す
る

知
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
く

学
長
主
催
講
演
会
「
は
ば
た
け
東
女
生
！
」
や
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
の
海
外
研
修
を
含
む

演
習
、
タ
イ
北
部
で
山
岳
少
数
民
族
の
子
ど
も
た
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ち
が
住
む
メ
ー
コ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
「
タ
イ・

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
」
な
ど
で
す
。

　

あ
と
は
、
広
報
小
委
員
会
が
学
生
か
ら
デ
ザ
イ

ン
と
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
作
っ
た
、
１
０
０
周

年
記
念
の
東
京
女
子
大
学
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン

プ
「
と
ん
じ
ょ
ち
ゃ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。

兼
高　
「
と
ん
じ
ょ
ち
ゃ
ん
」
で
す
か
！

安
藤　
は
い
。
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
配
信
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
募
金
活
動
へ
の
参
加
を
意
図
し

て
、
ス
タ
ン
プ
の
販
売
収
益
の
一
部
は
創
立
１
０

０
周
年
記
念
募
金
（
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
募
金
）
と
し
て
大

学
に
寄
附
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

兼
高　
周
年
の
マ
ー
ク
は
お
つ
く
り
に
な
っ
て
も
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
で
は
な
か
な
か
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
う
ち
も
マ
ー
ク
は
つ
く
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
金
の
お
願
い
に
伺
っ
て
、 

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
重
要
性
を
再
認
識

兼
高　
女
子
大
学
な
ら
で
は
の
ご
苦
労
、
あ
る
い

は
女
子
大
学
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
は
、
何
か
ご
ざ

い
ま
す
か
。

安
藤　
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト・

セ
ン
タ
ー
の
充
実
は
女
子
大
学
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
各
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
外
部
の
方
に
も
広
く
提
供
し
、
女
性
の
社
会
参

画
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
に
つ
い
て
は
、
女
子
大
で
す
か
ら
、
当
初

は
苦
労
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
卒

業
生
か
ら
の
ご
支
援
は
、
大
変
大
き
い
も
の
で
し

た
。
さ
ら
に
在
学
生
ご
父
母
、
教
職
員
、
企
業
、

法
人
等
の
ご
支
援
で
、
目
標
額
10
億
円
に
対
し
て

２
０
１
７
年
12
月
現
在
、
約
７
億
４
千
万
円
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

戸
部　
卒
業
生
か
ら
の
ご
支
援
に
つ
い
て
は
、
私

ど
も
も
色
々
と
働
き
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ 

で
す
。

安
藤　
本
学
は
、
募
金
活
動
に
慣
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
企
業
訪
問
を
始
め
る
に
あ
た
り
事
前
に

日
本
私
立
学
校
振
興・
共
済
事
業
団
に
お
伺
い
し

て
、
仕
組
み
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
政
府
が
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
女
性
の

管
理
職
を
３
割
ま
で
高
め
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

た
こ
と
も
あ
り
、
本
学
の
目
標
と
す
る
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
に
向
け
た
募
金
に
も
、
手
応
え

を
感
じ
ま
し
た
。

　

励
み
に
な
っ
た
の
は
活
躍
す
る
卒
業
生
の
存
在

で
す
。
多
く
の
訪
問
先
企
業
で
、「
わ
た
し
の
と
こ

ろ
に
も
御
校
の
卒
業
生
が
い
て
、
中
心
に
な
っ
て

動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
頂
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
伺
い
し
た
先
で
本
学
の
教
育
理
念・

教
育
内
容
、
募
金
事
業
な
ど
を
ご
説
明
申
し
上
げ

る
と
、
社
員
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
ほ
ど
、
分

野
別
の
専
門
知
識
と
い
う
よ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
養
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
、

経
営
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
上
で
も
、
ま
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
海
外
の
方
々
と
ビ
ジ
ネ
ス
だ

け
で
は
な
い
人
間
関
係・

信
頼
関
係
を
築
く
上
で

も
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
重
要
だ
と
い
う
お
話
を

し
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

兼
高　
東
京
女
子
大
学
の
１
０
０
周
年
に
向
け
た

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
に
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
る
方

が
多
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

安
藤　
は
い
。
企
業
に
お
伺
い
し
て
、
逆
に
元
気

付
け
ら
れ
て
募
金
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

兼
高　
自
分
た
ち
が
向
か
っ
て
い
る
道
は
正
し
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

安
藤　
こ
れ
ま
で
の
歩
み
が
評
価
さ
れ
、
向
か
う

先
に
つ
い
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

兼
高　
周
年
事
業
に
費
用
が
か
か
る
と
い
う
の
は
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ど
ち
ら
も
同
じ
で
、
ご
苦
労
な
さ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
。

戸
部　
校
舎
の
建
て
替
え
な
ど
が
計
画
さ
れ
ま
す

と
、
か
な
り
の
金
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

安
藤　
周
年
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
頂
い
た
寄

附
に
つ
い
て
、
募
金
報
告
書
で
使
途
を
明
確
に
し
、

事
業
の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
手
間
を

か
け
、
き
ち
ん
と
ご
理
解
頂
く
こ
と
が
、
ご
支
援

頂
い
た
方
の
思
い
に
お
応
え
す
る
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
ご
支
援
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
っ
て
み
る
と
、
例
え

ば
周
年
事
業
で
卒
業
生
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
く
に

は
、
何
か
返
礼
品
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

戸
部　
成
城
大
学
で
は
、
御
礼
の
意
味
も
込
め
て
、

「
全
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
学
部
単
位
で
は
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
全
学
で
の
実
施
は
初
め
て
で
し
た
。
成
城
大

学
の
卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
、
成
城
学
園
に
ご
縁

の
あ
っ
た
方
全
員
に
お
声
が
け
を
し
ま
し
た
。

周
年
事
業
を
機
に
、変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え 

守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
る

兼
高　
周
年
事
業
は
お
め
で
た
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
誰
の
た
め
に
や
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

が
意
外
に
難
し
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

川
井　
そ
う
で
す
ね
。
周
年
事
業
を
通
し
て
教
育

環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
の
意
図
と
し
て
は
、
学
内
の
ま
と
ま
り
と

い
い
ま
す
か
、
周
年
を
祝
う
こ
と
に
よ
っ
て
愛
知

大
学
の
一
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

再
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
人
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
の
で
、

募
金
活
動
に
関
し
て
も
結
構
苦
労
し
ま
し
た
。
創

立
70
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
卒
業
生
は
14
万
人
以

上
に
な
る
の
で
、
同
窓
会
が
募
金
活
動
の
中
心
的

な
担
い
手
と
な
り
、
そ
の
方
々
か
ら
の
寄
附
が
一

番
大
き
か
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

兼
高　
周
年
事
業
に
よ
っ
て
教
職
員
が
ま
と
ま
る
、

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
そ
の
点
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
話
を
伺
っ

て
い
る
と
、
教
育
研
究
の
改
革
と
周
年
事
業
を
リ

ン
ク
さ
せ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

本
学
の
場
合
は
教
育
研
究
改
革
の
た
め
の
組
織
が

別
に
あ
り
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
そ
ち
ら
で
展

開
し
て
い
ま
す
。
教
育
研
究
の
将
来
構
想
や
国
際

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
、
地
域
連
携
と
い
っ
た

テ
ー
マ
ご
と
の
部
署
や
委
員
会
が
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
周
年
事
業
と
直
接
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
仕
事

の
範
囲
が
極
め
て
広
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ

ま
で
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

兼
高　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
普
段
あ
ま

り
や
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
を
、
周
年
事
業
に
よ
っ

て
10
年
ご
と
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
本
学
は
10
年
ご
と
に
周
年
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
次
の
10
年
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
発
想
は
当
然
あ
り
ま
す
。
大
き
な
教
育
環
境
の

整
備
、
特
に
建
物
や
施
設
な
ど
に
関
わ
る
新
規
の

も
の
を
周
年
事
業
に
組
み
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
教
育
事
業
の
不
断
の
努
力
を
踏

ま
え
て
、
周
年
事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

安
藤　
本
学
で
は
２
０
１
８
年
に
学
科・

専
攻
を

再
編
し
ま
す
。
組
織
の
変
更
や
、
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
「
挑
戦
す
る
知
性
奨
学
金
」
も
、
毎
年
行
っ

て
い
る
教
育・

研
究
の
自
己
点
検・

評
価
の
結
果

を
受
け
て
出
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
１
０
０

周
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

川
井　
こ
う
い
っ
た
周
年
事
業
は
、
ど
れ
く
ら
い

の
間
隔
で
展
開
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

戸
部　
10
年
ご
と
で
す
ね
。

安
藤　
本
学
も
10
年
ご
と
で
す
が
、
募
金
は
90
周

年
の
時
に
は
行
わ
ず
、
80
周
年
以
来
で
し
た
。
80
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周
年
か
ら
20
年
た
ち
、
職
員
も
入
れ
替
わ
り
、
当

時
の
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
学
内
に
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

川
井　
な
る
ほ
ど
。
間
が
20
年
空
く
と
、
そ
う
な

る
の
で
す
ね
。
し
か
し
、
成
城
学
園
さ
ん
も
東
京

女
子
大
学
さ
ん
も
、
１
０
０
周
年
と
い
う
こ
と
で

だ
い
ぶ
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
な
さ
い
ま
す
ね
。

戸
部　
７
年
も
前
か
ら
委
員
会
を
作
っ
て
始
め
た

と
い
っ
て
も
、
実
は
学
園
内
で
い
ろ
い
ろ
な
改
革

の
気
運
が
高
ま
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
に

当
た
る
の
で
こ
れ
を
機
に
、
と
い
う
面
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
見
直
し
に
し
て
も
国

際
化
に
し
て
も
、
時
代
の
要
請
だ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
や
は
り
１
０
０
周
年
と
い
う
こ
と
で
決
め
た

と
い
う
印
象
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

戸
部　
１
０
０
周
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
思
い
切
っ

て
や
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
教
育
の

改
革
と
い
う
こ
と
で
は
、
変
え
な
く
て
い
い
こ
と

も
絶
対
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
伝
統
と
い

う
も
の
で
す
が
、
伝
統
の
上
に
安
住
し
て
い
て
は

い
け
な
い
。
私
の
高
校
の
先
輩
の
言
葉
で
「
伝
統

と
は
、
改
革
に
改
革
を
接
ぎ
木
し
て
い
く
こ
と
だ
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
立
ち
止
ま
っ
た
の
で

は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
常
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
生
存
の
た
め
の
最
低
条
件
で
す
。

　

教
育
は
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
も
の
を
教

え
る
と
い
う
意
味
で
は
保
守
的
で
す
が
、
将
来
を

見
据
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
こ
う
変
化
す

る
か
ら
、
学
生
に
は
こ
う
い
っ
た
知
識
を
身
に
付

け
さ
せ
よ
う
と
い
う
未
来
的
な
側
面
を
持
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
り
な

が
ら
、
変
わ
る
べ
き
も
の
と
変
え
て
は
い
け
な
い

も
の
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
、
教
え
る
内
容
を
徐
々

に
変
化
さ
せ
て
い
く
の
が
教
育
改
革
で
は
と
思
い

ま
す
。

兼
高　
そ
の
大
学
が
元
々
持
っ
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
改
め
て
見
直
し
て
、
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て
、
変

え
る
べ
き
も
の
と
変
え
な
い
も
の
を
き
ち
ん
と
調

整
す
る
。
そ
の
契
機
と
し
て
は
、
周
年
事
業
が
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戸
部　
そ
う
で
す
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

１
０
０
周
年
の
新
し
い
奨
学
金
制
度
で 

世
界
の
ト
ッ
プ
１
０
０
大
学
に
留
学

安
藤　
本
学
の
場
合
は
、
募
金
事
業
（
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ

募
金
）
活
動
を
通
し
て
、
１
０
０
周
年
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
先
ほ
ど
ご

説
明
し
た
新
奨
学
金
制
度
と
し
て
新
渡
戸
稲
造
国

際
奨
学
金
を
設
け
ま
し
た
。
世
界
ト
ッ
プ
１
０
０

の
大
学
に
留
学
す
る
学
生
に
は
、
留
学
先
の
授
業

料
や
準
備
金
、
渡
航
費
な
ど
、
最
大
６
０
０
万
円

を
授
与
し
ま
す
。

川
井　
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。

兼
高　
い
ま
、
留
学
す
る
学
生
が
減
っ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。

安
藤　
お
か
げ
さ
ま
で
、
マ
ギ
ル
大
学
（
カ
ナ
ダ
）

座
談
会
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に
留
学
し
た
学
生
を
は
じ
め
数
名
に
、
こ
の
奨
学

金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
募

金
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

　

ま
た
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

一
緒
に
生
活
す
る
国
際
寮
と
し
て
の
桜
寮
も
、
募

金
か
ら
の
ご
支
援
も
含
め
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

兼
高　
学
生
は
、
寮
生
活
を
敬
遠
し
ま
せ
ん
か
。

安
藤　
本
学
で
は
教
育
寮
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
現
在
、
桜
寮
に
は
１
７
０
名
の
学
生
が
二

人
部
屋
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
１
０
０

人
規
模
の
個
室
寮
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ
り
、

保
護
者
に
と
っ
て
も
安
心
頂
け
る
と
考
え
て
い 

ま
す
。

兼
高　
そ
れ
は
、
学
生
募
集
に
も
有
効
で
す
か
。

安
藤　
「
知
の
か
け
は
し
入
学
試
験
」
で
入
学
し
た

学
生
に
は
、「
挑
戦
す
る
知
性
奨
学
金
」
の
中
に
寮

費
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
地
方
の
受
験
生
の
獲
得

に
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
を
掲
げ
る
大
学
に
と
っ
て 

周
年
事
業
は
地
域
と
の
連
携
が
非
常
に
重
要

兼
高　
愛
知
大
学
さ
ん
の
周
年
事
業
も
、
ま
ち
づ

く
り
と
い
う
愛
知
大
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
環
で

も
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

川
井　
本
学
の
創
立
に
は
歴
史
的
な
事
情
が
あ
っ

て
、
戦
前
の
上
海
に
設
立
さ
れ
た
東
亜
同
文
書
院

と
い
う
学
校
、
こ
こ
は
45
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
、
中
国
や
台
湾
、
朝

鮮
に
あ
っ
た
高
等
教
育
機
関
が
終
戦
と
と
も
に
日

本
に
引
き
揚
げ
て
き
て
、
そ
れ
ら
の
受
け
皿
と
し

て
愛
知
県
豊
橋
市
に
愛
知
大
学
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

設
立
当
時
、
中
部
地
方
に
は
法
文
系
の
大
学
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
名
古
屋
大
学
は
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
の
頃
は
理
系
の
大
学
で
し
た
。
そ
こ
で
、

国
際
人
育
成
と
地
域
へ
の
学
問・

文
化
の
貢
献
と

い
う
理
念
を
掲
げ
て
愛
知
大
学
が
開
学
し
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
周
年
事
業
と
の
関
係
で
は
、
地
域
と

の
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、「
人・

モ
ノ・

カ

ネ
」
の
全
て
の
面
で
地
域
の
協
力
な
し
に
は
難
し

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
説
明
し

た
よ
う
に
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
２
期
工
事

が
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
の
ま
ち
び
ら
き
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
重
な
っ
た
た
め
に
、
な
お
さ
ら
地
域
と
の
結

び
付
き
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
豊
橋
の
ほ
う
も
同
様
で
、
豊
橋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
あ
る
東
三
河
地
域
や
三
遠
南
信
地
域
の
連

携
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

兼
高　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
さ
さ
し
ま
ラ

イ
ブ
地
区
は
、
再
開
発
な
の
で
す
か
。

川
井　
元
々
は
名
古
屋
市
の
所
有
地
で
、
か
つ
て

「
名
古
屋
市
で
最
後
に
残
さ
れ
た
開
発
地
」
と
報
道

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
10
年
く
ら
い
前
に
名

古
屋
市
が
開
発
コ
ン
ペ
を
行
い
、
本
学
も
採
択
さ

れ
、
２
０
１
２
年
に
開
校
、
よ
う
や
く
ま
ち
全
体

が
完
成
し
た
の
が
２
０
１
７
年
で
し
た
。
そ
れ
が

ち
ょ
う
ど
、
本
学
の
70
周
年
と
重
な
っ
た
わ
け
で
、

非
常
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

戸
部　
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
は
、
成
城
と

い
う
街
自
体
が
成
城
学
園
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
成
城
学
園
が
土
地
を

確
保
し
、
そ
れ
を
売
却
し
て
得
た
資
金
を
学
校
づ

く
り
に
活
用
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
学
園
と
街

は
共
に
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
学

園
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
と
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。

安
藤　
先
生
方
の
お
話
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
本
学
は
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
ま
た

連
携
を
強
め
る
た
め
に
２
０
１
８
年
４
月
に
国
際

社
会
学
科
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
専
攻
を
新
し
く

設
置
し
ま
す
。
こ
の
専
攻
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
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観
光
を
テ
ー
マ
に
自
治
体
や
企
業
な
ど
と
連
携
し

協
働
す
る
実
践
的
な
学
び
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

周
年
事
業
を
機
に
建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り 

そ
れ
を
現
代
の
視
点
で
見
直
し
て
深
化
さ
せ
る

兼
高　
こ
れ
か
ら
周
年
事
業
を
立
案・

実
施
す
る

上
で
、
何
か
気
を
付
け
た
ほ
う
が
い
い
点
は
ご
ざ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

川
井　
大
学
と
し
て
の
教
育
研
究
活
動
を
周
年
事

業
の
中
に
位
置
付
け
て
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
本
学
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
意
識
は
し
ま
し
た
が
、
特
に
周

年
事
業
だ
か
ら
ま
っ
た
く
新
し
い
こ
と
を
、
と
い

う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
従
来
か

ら
継
続
し
て
き
た
教
育
研
究
活
動
の
成
果
と
将
来

の
課
題
を
示
し
、
一
緒
に
考
え
る
と
い
う
位
置
付

け
で
し
た
。
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
る
活
動
が

あ
っ
て
、
そ
の
中
で
特
に
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
的
な

テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
周
年
事
業
と
関
連
付
け
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

周
年
事
業
の
た
め
に
新
し
い
教
育
研
究
の
事
業

を
立
案
す
る
と
い
う
こ
と
は
特
に
な
い
も
の
の
、

周
年
事
業
に
前
後
し
て
新
校
舎
や
新
学
部
の
創
設

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
中
に
位

置
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
当
然
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
の
契
機
と
し
て
周
年
事
業
を
活
用
す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

お
や
り
に
な
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸
部　
そ
う
で
す
ね
、
契
機
で
す
ね
。「
１
０
０
周

年
だ
か
ら
」
と
い
う
の
が
一
つ
の
合
言
葉
の
よ
う

に
な
っ
て
、
そ
れ
で
許
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

兼
高　
「
挑
戦
す
る
知
性
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
、

１
０
０
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
お
つ
く
り

に
な
り
ま
し
た
か
。

戸
部　
特
に
新
し
い
も
の
は
つ
く
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。「
何
々
の
人
材
を
育
て
る
」
と
い
う
言
い
方
が

あ
り
ま
す
が
、
大
学
が
そ
う
い
う
人
材
を
育
て
る

の
で
は
な
く
、「
育
ち
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
学

生
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
大
学
と
い
う
場
に
出
会
っ

た
と
き
に
何
か
成
果
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
育
ち
た
い
と
い
う
積
極
的
な
気
持

ち
を
持
っ
た
学
生
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ま
と

め
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

兼
高　
教
学
の
シ
ス
テ
ム
を
改
革
し
て
育
て
た
い

と
思
っ
て
も
、「
育
ち
た
い
」
と
い
う
学
生
が
来
な

い
こ
と
に
は
話
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

戸
部　
そ
う
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
周
年
事
業
と
直

接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
育
ち
た
い
と
思
っ
た

ら
懸
命
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ち
こ
ち
で
話
し
て
お
り
ま
す
。

安
藤　
１
０
０
周
年
を
機
に
建
学
の
精
神
に
立
ち

返
り
、
そ
れ
を
現
代
の
視
点
で
見
直
し
て
教
育
を

深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

周
年
事
業
は
、
大
学
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
東
京

女
子
大
学
は
い
ま
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の

女
子
教
育
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

兼
高　
特
に
お
二
人
の
学
長
先
生
の
お
話
を
伺
っ

て
い
る
と
、
周
年
事
業
は
い
ろ
い
ろ
な
き
っ
か
け

に
は
な
る
も
の
の
、
や
は
り
日
ご
ろ
の
教
育
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戸
部　
そ
れ
が
一
番
大
事
で
す
。

安
藤　
周
年
事
業
を
機
に
、
そ
の
大
学
の
良
さ
を

見
せ
る
。
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な
く
、
社
会
に

対
し
て
も
「
見
え
る
化
」
を
す
る
、
周
年
事
業
は

そ
の
よ
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

兼
高　
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
意
義
が
あ
る
の
で

す
ね
。
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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18
歳
人
口
の
減
少
や
定
員
管
理
の
厳
格
化
の
中
で
、
各
大
学
に
お
い
て
は
海
外
か
ら
の
入
学
者
と
と
も
に
社
会
人

学
生
の
受
け
入
れ
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
学
び
直
し
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
社

会
的
な
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」
と
し
て
、
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、
国
民
一
人
一
人

が
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
社
会
人
の
学
び
直
し
に
つ
い
て
は
、
社
会
人
と 

な
っ
た
若
者
が
転
職
や
昇
進
の
た
め
に
大
学
な
ど
で
学
び
直
し
を
行
っ
た
り
、
出
産
な
ど
に
よ
っ
て
一
度
離
職
し
た

女
性
が
再
就
職
す
る
こ
と
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、「
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」「
日
本
再
興
戦
略
―JAPAN

 is 
BAC

K

―
（
平
成
25
年
６
月
14
日
閣
議
決
定
）」
に
沿
っ
て
、
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
奨
学
金
制
度
を
弾
力
的
に
運
用

す
る
と
と
も
に
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
が
産
業
界
と
協
働
し
て
、
高
度
な
人
材
や
中
核
的
な
人
材
の
育
成
な
ど
を

行
う
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発・

実
施
を
推
進
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
７
月
に
は
、

特 集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し
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社
会
人
の
学
び
直
し
を
推
進
す
る
「
職

業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
認
定
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
学
士
課
程
へ
の
社
会
人
入

学
者
数
（
推
計
）
は
、
２
０
０
１
年
度

の
約
１・
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０

０
８
年
度
は
約
１
万
人
に
ま
で
減
少
し
、

そ
の
後
増
加
は
し
た
も
の
の
、
２
０
１

０
年
度
以
降
は
再
び
減
少
に
転
じ
た
結

果
、
２
０
１
４
年
度
は
約
１
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
特
集
で
は
、
大
学
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
取
り
組
み
の
中
の
「
社
会
人
の

学
び
直
し
」
に
焦
点
を
絞
り
、
社
会
人

の
学
び
直
し
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
る
大
学
か
ら
、
そ
の
目
的

や
概
要
、
教
育
の
特
色
、
社
会
の
要
望

な
ど
、
生
涯
学
習
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
、

今
後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

社
会
人
の
学
び
直
し
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

若
者
の
自
立
を
支
え
る
夜
間
部
教
育

─
東
洋
大
学
の
場
合

矢
口 

悦
子

●
東
洋
大
学
文
学
部
長
、
教
授

シ
ニ
ア
学
生
学
費
軽
減
制
度

渡
辺 

保

●
新
潟
経
営
大
学
学
長

地
域
職
能
資
格
「
地
域
公
共
政
策
士
」

─
京
都
発
、地
域
で
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
人
材
育
成
制
度

─

内
藤 

多
恵

●
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
務
課　

課
長

診
療
所
を
中
核
と
し
た
地
域
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
本 

昭
二

●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院　

経
営
戦
略
研
究
科
教
授

技
術
経
営
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

～
働
き
な
が
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
）
を
学
び
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
～

古
俣 
升
雄

●
東
京
工
業
大
学
環
境・

社
会
理
工
学
院
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
任
助
教

多
文
化・
多
言
語
環
境
を
生
か
し
た
企
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

─G
lobal C

om
petency Enhancem

ent Program

（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）

横
山 

研
治

●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副
学
長
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１　
「
よ
き
社
会
人
の
育
成
」を
目
指
し
た
夜
間
部
教
育

　

１
８
８
７
年
に
井
上
円
了
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
哲
学
館
を
前

身
と
す
る
東
洋
大
学
は
、
創
設
以
来
、
現
在
の
生
涯
学
習
に
通
じ

る
理
念
を
実
質
化
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
を
目
指
し
て
き

た
。
１
９
４
８
年
新
制
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
新
た
に
動
き
出
し

た
が
、
そ
の
後
ま
も
な
い
１
９
５
０
年
に
は
短
期
大
学
部
に
お
い

て
夜
間
の
授
業
を
開
設
し
て
お
り
、
翌
年
度
か
ら
は
「
文
経
学
部

（
夜
間
）」
の
設
置
認
可
を
取
り
付
け
、
本
格
的
な
夜
間
部
教
育
を

開
始
し
た
（『
東
洋
大
学
百
年
史　

第
４
編
』
77
頁
）。
申
請
書
に

記
さ
れ
た
設
置
の
目
的
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
各
般
の
事
情
に
よ
り
向
学
心
に
燃
え
つ
ゝ
も
昼
間
通
学
不
可
能

な
も
の
ゝ
為
又
短
期
大
学
卒
業
生
に
し
て
猶
研
鑽
を
積
ま
ん
と
志

す
者
の
為
に
大
学
教
育
の
普
及
と
教
育
の
機
会
均
等
と
を
図
り
よ

き
社
会
人
の
育
成
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
。」（『
東
洋
大
学
百
年
史　

資
料
編　

Ⅱ
上
』
30
頁
）

　

こ
こ
に
謳
わ
れ
て
い
る
通
り
社
会
人
の
育
成
、
す
な
わ
ち
生
涯

学
習
の
機
会
と
し
て
向
学
心
の
あ
る
人
々
の
た
め
に
授
業
を
提
供

し
て
き
た
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
支
え
て
き
た

の
が
、
建
学
の
精
神
の
一
つ
で
あ
る
「
独
立
自
活
」
で
も
あ
る
。

竹
村
牧
男
学
長
は
こ
の
「
独
立
自
活
」
の
言
葉
に
は
、「
官
に
頼
ら

な
い
、
安
易
に
特
典
を
あ
て
に
し
な
い
、
自
ら
の
足
で
立
つ
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（『
井
上
円
了　

そ

の
哲
学・
思
想
』
２
０
１
７
年
、
２
５
３
頁
）。
自
ら
の
足
で
立
と

う
と
す
る
人
々
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
東
洋
大
学
が
大
切
に
し
て
き
た
伝
統
で
あ
る
。

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

若
者
の
自
立
を
支
え
る
夜
間
部
教
育
―
東
洋
大
学
の
場
合

矢
口 

悦
子
●
東
洋
大
学
文
学
部
長
、
教
授

322018.1　大学時報



２　
日
本
最
大
の
学
生
数
を
有
す
る
夜
間
部

　

知
識
基
盤
社
会
と
さ
れ
る
21
世
紀
に
お
い
て
は
、
知
識
を
持
た

な
い
こ
と
が
大
き
な
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
々

更
新
さ
れ
る
新
た
な
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
現
代

社
会
は
だ
れ
も
が
何
か
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に

さ
ら
さ
れ
る
社
会
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
昼
間
部
に
お
け

る
高
等
教
育
の
機
会
が
拡
大
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
介

し
て
時
空
を
駆
け
抜
け
る
学
び
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
夜
間
に
通
学
に
よ
っ
て
学
ぶ
た
く
さ

ん
の
学
生
が
東
洋
大
学
に
は
存
在
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
に
よ

る
「
学
校
基
本
調
査
」
の
速
報
値
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
４
月

に
夜
間
部
に
入
学
し
た
学
生
総
数
は
４
４
６
１
名
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
私
立
大
学
は
３
２
２
７
名
で
あ
る
。
東
洋
大
学
に
は
８
４
４

名
（
こ
の
中
に
は
イ
ブ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
80
名
も
含
ま
れ
て
い
る
）

が
入
学
し
て
お
り
、
私
立
大
学
全
体
の
４
分
の
１
、
全
大
学
の
５

分
の
１
近
く
の
夜
間
学
生
が
東
洋
大
生
と
い
う
突
出
し
た
数
値
で

あ
る
。

　

以
下
、
東
洋
大
学
に
お
け
る
夜
間
部
（
第
２
部
あ
る
い
は
イ
ブ

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
呼
ん
で
い
る
が
本
稿
で
は
夜
間
部
と
表
現
す
る
）

の
状
況
を
具
体
的
に
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
は
、
10
年
間
の
入
学
生

数
を
第
１
部
の
学
生
数
と
合
わ
せ
て
表
記
し
た
図
表
１
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。
実
数
お
よ
び
第
１
部
と
の
構
成
比
に
お
い
て
は
や

や
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
毎
年
８
０
０
名
以
上
の
新
入

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図表１　東洋⼤学⼊学者数の推移

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000
（人）

第１部計 夜間部（第２部・イブニングコース計）

２
０
０
５
年
度

２
０
０
６
年
度

２
０
０
７
年
度

２
０
０
８
年
度

２
０
０
９
年
度

２
０
１
０
年
度

２
０
１
１
年
度

２
０
１
２
年
度

２
０
１
３
年
度

２
０
１
４
年
度

２
０
１
５
年
度

２
０
１
６
年
度

２
０
１
７
年
度

特集 生涯学習・社会人の学び直し

33 大学時報　2018.1



　

次
に
、
東
洋
大
学
に
学
ぶ

学
生
た
ち
の
実
相
に
迫
る
た

め
に
、
年
齢
構
成
を
見
て
み

よ
う
。
図
表
２
に
示
し
た
よ

う
に
、
18
歳
～
22
歳
が
85・

６
％
で
あ
り
、
29
歳
以
下
に

広
げ
る
と
、
全
体
の
97・

２
％
を
占
め
て
い
る
。
続
い

て
、
社
会
人
の
比
率
を
み
る

た
め
に
、
２
０
１
６
年
度
の

デ
ー
タ
を
参
照
し
た
。
社
会

人
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る

か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
25
歳
以
上
を

社
会
人
と
し
て
分
析
し
た
と

こ
ろ
、全
体
で
は
６・

２
％
と
な
り
、
第
１
部
の
０・

４
％
に
比
べ

れ
ば
15
倍
以
上
の
比
率
と
な
る
。
学
部
に
よ
っ
て
も
傾
向
は
異
な

り
、
文
学
部
の
９・

３
％
、
経
営
学
部
の
９・

７
％
が
中
で
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
分
析
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
が
、
学
問
の
傾
向
性
が
関
与
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新
入
生
の
年
齢
構
成
は
、
第
１
部
に
比
べ

る
と
年
齢
の
高
い
層
の
比
率
が
高
く
な
る
と
は
い
え
、
29
歳
ま
で

の
「
若
者
」
が
大
半
を
占
め
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
特
徴

と
言
え
る
。

３　
夜
間
部
に
通
う
学
生
た
ち
の
求
め
る
も
の

　

夜
間
部
に
通
う
学
生
た
ち
の
傾
向
を
、
東
洋
大
学
が
独
自
に
実

施
し
て
い
る
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト
と
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。

①
　
新
入
生
の
入
学
動
機
に
見
ら
れ
る
特
徴

　

入
学
動
機
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
第
１
部
と
夜
間
部

と
で
大
き
な
開
き
の
あ
る
項
目
順
に
並
べ
た
も
の
が
図
表
３
で
あ

る
。
差
の
あ
る
項
目
の
第
１
位
は
「
学
費
が
適
当
で
あ
っ
た
」
と

い
う
点
は
予
想
通
り
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
続
く
、
２
項
目
「
建
学

の
精
神
に
共
感
し
た
」
お
よ
び
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

教
育
制
度
が

魅
力
的
だ
っ
た
」
に
つ
い
て
は
、
夜
間
部
の
学
生
の
ほ
う
が
や
や

高
く
な
っ
て
お
り
、
学
習
の
場
と
し
て
の
大
学
に
寄
せ
る
期
待
が

高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
じ
こ
と
は
大
学
時
代
に
力
を
入
れ
た
い
事
を
問
う
項
目
に
つ

い
て
も
見
い
だ
さ
れ
る
。「
幅
広
い
知
識
の
習
得
」
を
選
ん
だ
学
生

が
第
１
部
と
夜
間
部
で
共
に
第
１
位
で
あ
る
が
、
そ
の
比
率
が
、

夜
間
部
は
60
％
以
上
で
あ
り
、
第
１
部
の
47・

２
％
よ
り
も
高
い
。

図表２　東洋⼤学夜間部学生年齢別構成（2017年度秋学期）

※年齢は2017年10月１日現在

年　齢 人 数 比 率
18～22歳 2865 85.6%
23～29歳 387 11.6%
30～39歳 43 1.3%
40～49歳 33 1.0%
50～59歳 10 0.3%
60歳～ 9 0.3%
計 3347 100.0%

18～22歳

23～
29歳

30～39歳
40～49歳

60歳～
50～59歳
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ま
た
、
入
試
に
お
け
る
志
望
順
位
で
も
第
１
位
に
挙
げ
て
い
る

学
生
の
比
率
が
第
１
部
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
夜
間
部
を
廃
止
す
る
大
学
も
多
く
、
選

択
肢
が
狭
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
の
反
映
と
も
い
え
よ
う
。

②
　
卒
業
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
大
学
生
活
の
振
り
返
り

　

本
学
夜
間
部
の
学
生
は
か
つ
て
の
勤
労
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

図表３　2017年度新入生アンケート（志望理由）

図表５　2016年度卒業時アンケート（サークル・部活動／１週間）

図表４　2016年度卒業時アンケート（アルバイト時間／１週間）

0% 50% 100%
学費が適当であった

カリキュラム・教育制度が魅力的だった
建学の精神に共感した

知名度・イメージがよかった
留学・国際交流が盛んだった

周囲からのアドバイスがあった
奨学金制度が充実していた
施設・設備が魅力的だった

就職実績がよかった
教員が魅力的だった

課外活動が充実していた
キャンパスの立地・アクセスがよかった

入試方式・科目が自分にあっていた
難易度が自分にあっていた

希望する資格が取得できそうだった
学問分野・研究内容に興味があった

第１部
夜間部

31時間～

30～26時間

25～21時間

20～16時間

15～11時間

10～6時間

5～1時間

0時間

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

第１部
夜間部

31時間～

30～26時間

25～21時間

20～16時間

15～11時間

10～6時間

5～1時間

0時間

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

第１部
夜間部
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や
や
異
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
の
学
生
と
、
年
齢
も
生
活
実
態
も

あ
ま
り
差
異
は
な
い
。
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
期
待
も
同
様
で
あ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
も
、
昼・

夜
間
を
問
わ
ず
80
％
以
上
の
学

生
が
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
、
細
部
を
見
る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト

し
て
か
ら
授
業
へ
と
い
う
パ
タ
ー
ン
と
授
業
に
出
て
か
ら
ア
ル
バ

イ
ト
へ
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
違
い
に
由
来
す
る
違
い
が
み
ら
れ
る
。

１
週
間
の
生
活
時
間
に
関
す
る
質
問
に
そ
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
に
費
や
し
た
時
間
が
週
31
時
間
以
上
の
夜
間
部
学
生

は
25
％
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
へ
の
参
加
の
二
極
化
傾
向
は
第
１
部
夜
間
部
共
に
差
は
な
い
が
、

夜
間
部
の
半
数
の
学
生
が
全
く
コ
ミ
ッ
ト
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

４�　
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
夜
間
部
の
役
割
の
多

様
化

　

文
部
科
学
省
が
求
め
て
い
る
社
会
人
の
学
び
直
し
の
イ
メ
ー
ジ

を
分
析
し
て
み
る
と
、
現
役
会
社
員
に
対
す
る
知
識
の
高
度
化
即

ち
最
先
端
の
知
識
提
供
の
場
と
し
て
夜
間
の
コ
ー
ス
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
東
洋
大
学
の
夜
間
部
は
そ
う
し
た
場
と
は

か
な
り
異
な
る
役
割
を
実
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
学
び
直

し
」
は
中
高
年
の
現
役
会
社
員
に
限
ら
ず
、
若
者
に
も
必
要
で
あ

る
。
ニ
ー
ト・

フ
リ
ー
タ
ー
問
題
に
対
す
る
理
解
の
深
ま
り
に�

よ
っ
て
、
非
正
規
雇
用
に
よ
る
若
者
の
雇
用
の
不
安
定
化
に
は
、

10
代
後
半
で
既
に
教
育
的
な
資
源
の
差
に
よ
る
学
習
歴
の
差
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

社
会
人
と
し
て
の
半
歩
を
歩
み
始
め
た
若
者
が
、
大
学
卒
の
学
位

を
目
指
し
て
夜
間
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
若
者
た
ち
の
独
立
自

活
へ
の
意
欲
の
具
体
化
で
あ
る
。
そ
の
自
立
支
援
と
し
て
、
学
習

機
会
の
提
供
者
と
し
て
の
役
割
が
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

そ
う
し
た
自
覚
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
東
洋
大
学
に

お
け
る
「
独
立
自
活
」
支
援
入
試
制
度
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
「
余
資
な
く
優
暇
な
き
者
（
あ
り
余
る
財
も
暇
も
な
い

者
）
の
た
め
に
学
び
の
門
戸
を
開
い
た
本
学
の
創
立
者　

井
上
円

了
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
意
欲
の
あ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
開
始
し
た
本
学
独
自
の

奨
学
金
制
度
で
す
。
在
学
中
は
大
学
事
務
局
で
働
き
な
が
ら
、
勉

学
と
経
済
的
自
立
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
学
生
の

学
費
を
減
免
す
る
制
度
」
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
東
洋
大

学
Ｈ
Ｐ
平
成
29
年
度
奨
学
生
証
授
与
式
紹
介
記
事
）。

　

合
格
す
れ
ば
、
本
学
の
事
務
局
に
フ
ル
タ
イ
ム
型
ま
た
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
型
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
夜
間
の
授
業
に
出
席
す
る
こ
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と
が
で
き
、
ま
さ
に
自
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
夜
間

部
を
有
す
る
全
９
学
科
各
１
名
の
募
集
に
対
し
て
２
０
１
７
年
度

は
30
名
以
上
の
応
募
が
み
ら
れ
た
。

　

東
洋
大
学
に
お
け
る
夜
間
部
は
、
現
役
勤
労
者
で
知
識
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
す
社
会
人
や
、
現
役
後
の
生
活
に
知
的
な
刺

激
を
求
め
る
高
齢
の
人
々
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
よ
う

に
若
者
の
自
立
を
支
え
る
学
び
の
場
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
大
量
退
職
を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
社
会
人
の
学
習
機
会
提
供
を
模
索
す
る
中
で
は
、
夜
間
の
通
学

制
は
交
通
機
関
の
問
題
や
体
力
的
な
課
題
な
ど
か
ら
、
必
ず
し
も

歓
迎
さ
れ
な
い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆

使
し
た
教
育
方
法
論
の
革
新
に
よ
る
学
習
機
会
提
供
の
仕
組
み
づ

く
り
が
、
他
大
学
同
様
、
東
洋
大
学
で
も
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

東
洋
大
学
の
夜
間
部
教
育
は
多
様
な
動
機
を
持
つ
人
々
が
互
い

に
顔
を
突
き
合
わ
せ
、
議
論
し
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
学
修
す
る

場
と
し
て
「
不
易
流
行
」
を
堅
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

�

（
＊
図
表
は
東
洋
大
学
高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
作
成
）
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は
じ
め
に

　

新
潟
経
営
大
学
は
、
１
９
９
４
年
４
月
、
新
潟
市
と
長
岡
市
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
加
茂
市
に
開
学
し
た
。
高
等
教
育
に
対
す

る
機
会
均
等
を
求
め
る
地
域
住
民
の
強
い
要
望
は
、
１
９
９
１
年

に
お
い
て
近
接
地
域
の
自
治
体
と
そ
の
住
民
代
表
が
大
学
設
立
期

成
同
盟
会
を
設
置
す
る
に
至
り
、
新
潟
県
お
よ
び
県
央
18
市
町
村

会
議
の
決
議
を
経
て
、
公
私
協
力
方
式
の
大
学
が
誕
生
し
た
。
運

営
は
短
期
大
学
と
高
等
学
校
を
擁
す
る
学
校
法
人
加
茂
暁
星
学
園

に
委
ね
ら
れ
た
。
人
口
２
万
７
０
０
０
人
の
加
茂
市
は
越
後
の
小

京
都
と
呼
ば
れ
、
伝
統
的
な
風
情
を
も
ち
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
い
る
。

　

建
学
の
精
神
は
、
意
欲
と
能
力
を
も
っ
た
一
人
で
も
多
く
の
人

に
進
学
の
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
公
私
協
力
方
式
の
大
学
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
が
つ
く
っ
た
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

本
学
教
員
に
よ
る
夜
間
公
開
講
座
（
無
料
）
を
月
１
～
２
回
実
施

し
て
お
り
、
特
別
聴
講
制
度
と
し
て
複
数
の
指
定
科
目
を
無
料
開

放
し
て
い
る
。

　

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
の
１
学
部
１
学
科
で
の
ス
タ
ー

ト
は
、
入
学
定
員
１
９
０
名
に
対
し
て
約
２
４
０
０
名
の
応
募
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
県
内
に
幾
つ
か
の
大
学
が
誕
生
し
、

少
子
化
の
進
展
も
あ
い
ま
っ
て
応
募
は
右
肩
下
が
り
を
続
け
、
現

在
は
約
６
５
０
名
が
学
ぶ
。

　

２
０
０
５
年
度
に
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
入

学
定
員
40
名
、
現・

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）
を
設
置
し
、

さ
ら
に
２
０
１
６
年
４
月
に
は
、
観
光
経
営
学
部
観
光
経
営
学
科

（
入
学
定
員
60
名
）
を
開
設
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

シ
ニ
ア
学
生
学
費
軽
減
制
度

渡
辺 

保
●
新
潟
経
営
大
学
学
長
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１　
観
光
経
営
学
部
設
置
の
趣
旨

　

わ
が
国
で
は
２
０
１
２
年
度
に
新
た
な
「
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
観
光
を
国
の
重
要
な
成
長
戦
略
の
一

つ
と
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
活
性
化
の
機
会
と
し
て
捉
え
て

お
り
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
観
光
立
県
と
し
て
の
方
向
性
を
「
観

光
立
県
推
進
行
動
計
画
」
に
よ
っ
て
発
表
し
て
い
る
。
新
潟
県
の

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
、
新
鮮
で
お
い
し
い
食
べ
物
、
数
多
く

の
温
泉
、
文
化
、
歴
史
、
海
、
島
、
そ
の
他
、
観
光
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
資
源
が
集
積
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
本
県
は
ま

た
、
北
陸・

関
越
高
速
道
、
上
越
新
幹
線
、
北
陸
新
幹
線
な
ど
、

首
都
圏
、
東
北
、
北
陸
を
結
ぶ
交
通
の
拠
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

北
東
ア
ジ
ア
交
流
圏
の
表
玄
関
で
あ
り
、
観
光
立
県
の
実
現
の
可

能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

今
日
、
観
光
は
多
様
化
し
、
農
業
や
食
、
産
業
観
光
や
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
テ
ー
マ
性
の
強
い
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
台

頭
も
あ
っ
て
、
観
光
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。
豊
富

な
観
光
資
源
を
活
用
す
る
に
は
、
地
域
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

リ
ー
ダ
ー
（
人
材
）
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
県
の
大

学
に
観
光
系
の
学
部・

学
科
が
な
い
た
め
に
、
観
光
を
学
び
た
い

者
は
県
外
の
大
学
へ
進
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
新
潟
県
に
お
け
る
観
光
系
学
部
の

設
置
は
時
代
と
地
域
の
要
求
で
も
あ
っ
た
。

　

学
び
の
領
域
と
人
材
の
育
成
と
し
て
、
観
光
経
営
学
部
で
は
本

学
の
強
み
で
あ
る
経
営
学
を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、
観
光
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
研
究
し
教
育
を
行
う
。
卒
業
後
は
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
観
光
、
語
学
の
知
識
を
基
盤
と
し
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
観
光
産
業
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
。
２
年
次
か
ら
以
下
の
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
学
ぶ
。

⑴�　

レ
ジ
ャ
ー・

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
（
地
域
振
興
と
ま
ち
づ
く

り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
）

⑵�　

ア
グ
リ・

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
（
儲
か
る
農
業
と
食
を

観
光
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
追
求
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
）

⑶�　

英
語・

ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
（
語
学
と
観
光
を
学
び
、
国
際

的
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
目
指
す
。
通
訳
案
内
士
を
は
じ
め
、

旅
行
関
連
の
資
格
取
得
も
目
指
す
）

⑷�　

ホ
テ
ル・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
（
宿
泊・

ブ
ラ
イ
ダ
ル

産
業
に
お
け
る
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
も
っ
た
人
材
の
育

成
）
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２�　
観
光
経
営
学
部
シ
ニ
ア
学
費
軽
減（
社
会
人
特
待

生
）制
度
の
趣
旨

　

少
子
化
の
進
展
は
、
特
に
地
方
の
小
規
模
大
学
に
お
い
て
定
員

割
れ
な
ど
の
厳
し
い
状
況
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
打
破
す
る
に

は
、
地
道
で
は
あ
る
が
、
日
頃
の
魅
力
あ
る
授
業
の
推
進
が
第
一

で
あ
る
。
当
然
、
学
生
の
自
己
実
現
確
立
の
支
援
、
ハ
ー
ド・

ソ

フ
ト
両
面
の
充
実
も
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
昨
今
は
社
会
人
の
学
び
直
し
あ
る
い
は
リ
タ
イ

ア
後
の
人
生
に
お
け
る
新
た
な
学
び
な
ど
、
政
府
の
推
進
策
と
は

関
わ
り
な
く
、
特
に
都
市
部
で
は
多
く
の
社
会
人
が
大
学
や
大
学

院
に
進
ん
で
い
る
実
態
が
あ
る
。

　

地
方
の
小
さ
な
町
に
あ
る
本
学
で
も
社
会
人
特
別
入
試
制
度
を

設
け
て
は
い
る
も
の
の
、
入
学
者
は
開
学
以
来
ゼ
ロ
の
状
況
が
続

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
受
験
科
目
の
み
を
軽
減
す
る
入
試
制
度
を

採
用
し
、
社
会
人
が
通
学
し
や
す
い
夜
間
や
土
日
開
講
制
度
を
設

け
て
い
な
い
こ
と
が
主
要
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。
過
去
に
も
夜
間

コ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
人
的
資
源
や
経
済
的

側
面
か
ら
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
も
、
シ
ニ
ア
対
象
の
学

費
軽
減
の
新
制
度
を
つ
く
っ
て
も
、
や
は
り
応
募
者
が
ゼ
ロ
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
不
安
は
漂
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
２
年
に
新
科
目
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
論
」

「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
論
」
の
無
料
聴
講
制
度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
現

役
履
修
学
生
を
上
回
る
多
く
の
意
欲
あ
る
社
会
人
の
聴
講
を
み
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
と
、
中
高
年
齢
層
や
リ
タ
イ
ア
層
の
増
加
が
進

ん
で
い
る
実
態
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
も
本
腰
を
入
れ
た
社
会
人

向
け
の
入
試
お
よ
び
学
び
の
環
境
等
整
備
を
行
う
こ
と
が
必
須
と

な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
建
学
の
精
神
に
も
合
致
す
る
も
の
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
７
年
度
に
は
、
前
年
度
に
新
設
し
た

も
の
の
定
員
割
れ
が
顕
著
な
観
光
経
営
学
部
に
お
い
て
、
ま
ず
は

シ
ニ
ア
層
の
入
学
推
進
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

今
回
、
と
り
わ
け
シ
ニ
ア
層
の
入
学
制
度
（
３
年
次
編
入
学
を

含
む
）
の
充
実
を
図
り
、
一
人
で
も
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
が
地

域
貢
献
と
大
学
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
学
納
金
の
画
期
的
な
軽
減
制
度
を
設
定
し
、
経
済
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
が
重
要
な
柱
と
の
方
針
に
至
っ
た
。

　

シ
ニ
ア
学
生
が
入
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。

①�　

本
県
は
観
光
立
県
を
標
榜
し
て
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に
県

民
の
観
光
に
対
す
る
関
心
は
低
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
シ
ニ
ア

学
生
を
取
り
込
ん
だ
観
光
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
力
強
い
発
信
と

Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る
。
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②�　

若
い
学
生
と
シ
ニ
ア
学
生
の
多
面
的
な
活
動
に
よ
り
、
本
県

の
観
光
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

③�　

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
シ
ニ
ア
学
生
が
授
業
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
般
学
生
や
教
員
に
も
緊
張
感
と
刺
激
が
生
ま
れ
、

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

④�　

シ
ニ
ア
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
は
あ
る

が
入
学
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
在
学
中
は
地
域
に
お
い
て
教
員
や
一
般
学
生
と
共
に
活

動
し
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
後
も
地
域

の
良
き
リ
ー
ダ
ー
あ
る
い
は
協
力
者
と
し
て
の
活
躍
と
、
本
学
卒

業
に
よ
り
同
窓
生
、
あ
る
い
は
本
学
の
支
援
者
（
応
援
団
）
と
し

て
も
期
待
で
き
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

県
内
で
観
光
に
関
す
る
学
部・

学
科
を
設
置
す
る
大
学
は
本
学

の
み
で
あ
り
、
本
学
の
設
立
経
緯
に
鑑
み
て
、
観
光
を
学
ぶ
機
会

を
、
観
光
経
営
学
部
の
開
設
を
機
に
新
し
く
社
会
人
特
別
入
試
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

３�　
シ
ニ
ア
学
生
学
費
軽
減（
社
会
人
特
待
生
）入
試
の

あ
ら
ま
し

　

本
制
度
を
制
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
「
新
潟
経
営
大
学
観
光
経

営
学
部
社
会
人
入
学
者
の
学
納
金
等
の
減
免
に
関
す
る
規
程
」
を

作
成
し
、
教
授
会
の
議
を
経
て
、
２
０
１
７
年
９
月
の
理
事
会
で

承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

な
お
、
規
程
第
１
条
（
目
的
）
は
、「
こ
の
規
程
は
新
潟
経
営
大

学
（
以
下
、
本
学
）
観
光
経
営
学
部
観
光
経
営
学
科
の
社
会
人
特

別
入
学
試
験
に
よ
り
入
学
す
る
満
40
歳
以
上
の
者
（
以
下
、
シ
ニ

ア
学
生
）
に
つ
い
て
学
納
金
等
の
減
免
（
以
下
、
減
免
）
を
行
う

こ
と
で
修
学
を
支
援
し
、
地
域
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

通
じ
て
本
学
建
学
の
理
念
を
実
現
し
、
あ
わ
せ
て
観
光
経
営
学
部

の
設
置
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
条
に
お
い
て
減
免
の
条
件
を
挙
げ
て
お
り
、「
修
学

に
つ
い
て
目
的
意
識
を
持
ち
、
学
習
意
欲
が
旺
盛
で
誠
実
な
人
格

で
あ
る
こ
と
や
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と
」
な
ど

と
定
め
た
。

　

学
納
金
に
つ
い
て
は
、
入
学
金
20
万
円
免
除
、
授
業
料
67
万
円

の
半
額
33
万
５
０
０
０
円
免
除
、
施
設
設
備
資
金・

維
持
費・

実

験
実
習
費
の
計
37
万
円
を
全
額
免
除
し
、
初
年
度
は
33
万
５
０
０

０
円
納
付
、
２
年
次
以
降
も
33
万
５
０
０
０
円
と
す
る
。
さ
ら
に
、

減
免
を
受
け
る
期
間
は
８
年
（
３
年
次
編
入
学
は
４
年
間
）
と
し

て
、
長
期
間
履
修
な
ど
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

　

⑴
募
集
定
員
は
若
干
名
と
し
、
⑵
出
願
資
格
は
２
０
１
８
年
４

月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
り
、
本
学
を
専
願
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す
る
者
と
し
た
。
な
お
、
入
学
検
定
料
は
９
０
０
０
円
。
⑶
出
願

書
類
は
①
入
学
志
願
票
等
②
調
査
書
等
③
履
歴
書
④
志
望
理
由
書

⑤
課
題
小
論
文
⑥
各
種
資
格
取
得
証
明
書
（
写
）。

　

⑤
の
課
題
小
論
文
は
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
出
願

時
の
提
出
書
類
と
し
て
求
め
た
。
試
験
日
は
11
月
18
日
㈯
、
合
格

発
表
11
月
27
日
㈪
、
入
学
手
続
締
切
日
12
月
８
日
㈮
と
し
た
。
⑷

選
抜
方
法
は
面
接
を
重
視
し
、
志
望
理
由
書
、
課
題
小
論
文
を
含

め
て
総
合
的
に
判
断
し
、
合
否
を
決
定
し
た
。
面
接
は
個
人
面
接

と
し
て
、
一
人
30
分
を
め
ど
と
し
た
。

　

な
お
、
３
年
次
編
入
学
者
も
試
験
の
概
要
は
同
じ
で
あ
る
が
、

出
願
資
格
は
大
学・

短
期
大
学
卒
業
者
（
見
込
み
者
含
む
）
や
、

大
学
に
２
年
以
上
在
学
し
、
62
単
位
以
上
修
得
し
た
者
で
あ
る
。

４　
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
シ
ニ
ア
入
試
説
明
会
の
実
施

　

新
た
な
入
試
制
度
を
地
域
社
会
や
受
験
対
象
者
に
告
知
す
る
た

め
に
、
９
月
７
日
に
は
県
内
の
新
聞
社
を
は
じ
め
、
メ
デ
ィ
ア
に

一
斉
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
９
月
12
日
に
記

者
会
見
を
行
っ
た
。

　

紙
面
の
扱
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
地
元
紙
２

社
、
地
方
紙
１
社
、
全
国
紙
２
社
（
県
内
版
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

な
お
、
近
隣
自
治
体
の
「
お
知
ら
せ
広
報
誌
」
に
は
、
原
稿
締
め

切
り
の
関
係
上
、
地
元
加
茂
市
の
み
の
掲
載
と
な
り
、
次
年
度
へ

の
反
省
点
と
な
っ
た
。

　

10
月
９
日
（
月・

祝
）
に
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
説
明
会
を

行
っ
た
。
説
明
会
の
出
席
教
員
は
学
部
長
、
学
科
主
任
以
外
は
出

席
可
能
者
と
し
た
が
、
観
光
経
営
学
部
専
任
教
員
11
名
が
全
員
出

席
し
、
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。
受
験
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
当
日
申
し
込
み
３
名
の
希
望
者
も
加
わ
り
、

合
計
10
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
（
当
日
都
合
が
悪
く
、
１
名
は
後

日
夜
間
に
学
部
長
、
学
科
主
任
が
説
明
し
た
）。
現
役
高
校
生
と
異

な
り
、
シ
ニ
ア
と
も
な
る
と
学
校
の
学
び
か
ら
相
当
な
時
間
経
過

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
社
会
人
の
不
安
や
疑
問
に
応
え
る
こ
と
と

本
学
の
シ
ニ
ア
入
試
に
対
す
る
考
え
や
教
育
方
針
を
示
す
必
要
性

か
ら
入
試
説
明
会
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
は
受
験
者
の

必
須
要
件
と
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
学
長
か
ら
本
学
の
教
育
方
針
、
新
入
試
制
度
誕

生
の
背
景
や
趣
旨
を
説
明
の
後
、
学
部
長
か
ら
学
部
活
動
の
現
状

を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
も
用
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
学
科
主
任
か
ら
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
資
格
取
得
な
ど
を
含
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明

と
出
願
書
類
の
書
き
方
な
ど
、
詳
細
か
つ
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
は
質
疑
応
答
と
な
り
、「
合
格
者
は
若
干
名
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
際
は
何
名
程
度
を
予
定
し
て
い
る
か
」、「
課
題
小
論
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文
の
文
字
数
」、「
英
語
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
か
」
と
い
っ
た
質

問
が
あ
っ
た
。
な
お
、
予
想
さ
れ
る
質
問
を
あ
ら
か
じ
め
説
明
の

中
に
織
り
込
ん
で
い
た
た
め
、
質
問
は
多
く
は
な
か
っ
た

　

ま
た
、
説
明
会
の
後
日
、
個
人
的
な
相
談
も
２
名
あ
り
、
学
部

長
と
学
科
主
任
が
相
談
に
応
じ
た
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
入
試
制
度
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
、
本
学
に
通
学
可

能
な
９
市
町
村
の
40
～
79
歳
の
高
卒
者
人
口
を
、
新
潟
県
統
計
（
２

０
１
６
年
度
）
か
ら
推
定
し
た
と
こ
ろ
、
55
万
１
０
０
０
人
と
、

数
字
の
上
で
は
申
し
分
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
が
も
て

た
（
２
０
１
７
年
３
月
の
県
内
高
卒
者
は
約
２
万
人
）。

　

最
終
的
に
、
説
明
会
参
加
者
11
名
の
う
ち
７
名
が
受
験
し
、
７

名
が
合
格
し
て
入
学
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
数
字
が
多

い
か
少
な
い
か
は
判
断
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
学
問
へ
の
向
上
心
と
観
光
に
関
わ
る
問
題
意
識
は
か
な
り
高
く
、

数
字
で
は
測
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
が
大
い
に
期
待
で
き
、

意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　

な
お
、
合
格
者
７
名
の
内
訳
は
60
代
が
５
名
、
40
代
が
２
名
、

平
均
56・

４
歳
で
あ
る
。
学
歴
は
大
卒
３
名
、
大
学
中
退
１
名
、

短
大
卒
１
名
、
高
卒
２
名
で
あ
り
、
７
名
中
女
性
は
１
名
で
あ
っ

た
。
現
在
の
職
業
は
会
社
員
２
名
、
会
社
役
員
１
名
、
公
務
員
２

名
、
自
営
１
名
、
無
職
１
名
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
度
で

定
年
を
迎
え
る
シ
ニ
ア
が
２
名
い
る
。
学
び
の
志
向
は
ま
ち
づ
く

り
が
多
く
、
ア
グ
リ・

フ
ー
ド
、
英
語
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
７

名
の
う
ち
、
３
年
次
編
入
学
予
定
者
は
４
名
で
あ
る
。
全
員
が
何

ら
か
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
教
員
免
許
、
行
政
書
士
、
秘
書
、

簿
記
、
販
売
士
、
宅
建
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
活
動・

経
歴
の
一
部
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

シ
ニ
ア
入
学
生
は
、
入
学
後
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
不
安
材
料

や
訊
ね
た
い
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
学
側
と
し
て
も
、
ス

ム
ー
ズ
な
学
生
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
１
月
８
日
（
月・

祝
）
に

入
学
前
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
カ
レ
ッ
ジ
）
を
実
施
し
た
。

　

最
後
に
、
地
域
の
大
学
と
し
て
の
使
命
を
守
り
、
今
回
の
シ
ニ

ア
特
待
生
試
験
を
今
後
も
継
続
し
、
シ
ニ
ア
学
生
に
対
し
て
質
の

高
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
シ
ニ
ア
学
生
の
活
躍
が

本
学
の
活
性
化
と
発
展
、
地
域
や
本
県
の
観
光
の
振
興
に
つ
な
が

れ
ば
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に
―
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
て

　

社
会
人
な
ど
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
系
的
な
教

育・

学
習
機
会
の
提
供
を
促
進
す
る
た
め
に
、
２
０
０
７
年
の
学

校
教
育
法
改
正
（
第
１
０
５
条
）
に
よ
り
、
大
学
は
、
一
定
の
ま

と
ま
り
の
あ
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
総
時
間
数
１
２
０
時
間
以
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
履
修
証
明
書
を
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
龍
谷
大
学

大
学
院
政
策
学
研
究
科
修
士
課
程
で
は
、
２
０
１
１
年
の
設
置
当

初
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指
す
現
職
社

会
人
に
対
し
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
動
し
た
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
度
専
門
職
業
人
養
成
を
目
的

と
し
た
三
つ
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
地
域
政
策
形
成
能
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
②
「〈
つ
な
ぎ・

ひ
き
だ
す
〉
対
話
議
論
能
力
プ

ロ
グ
ラ
ム
」、
③
「
環
境
ま
ち
づ
く
り
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
加
え

て
、
学
習
成
果
の
実
習
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
認
証
に
よ

る
地
域
職
能
資
格
「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
が
取
得
で
き
る
よ

う
整
備
し
た
。

１　
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

　

本
学
政
策
学
研
究
科
修
士
課
程
で
開
講
す
る
三
つ
の
履
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
目
的
を
紹
介
す
る
。

①　
「
地
域
政
策
形
成
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
地
域
社
会
と
政
策

に
つ
い
て
の
理
論
を
学
び
、
そ
の
動
向
を
実
務
の
視
点
か
ら
分
析

し
、
実
践
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
課
題
解

決
に
向
け
た
政
策
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

地
域
職
能
資
格
「
地
域
公
共
政
策
士
」

―
京
都
発
、
地
域
で
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
人
材
育
成
制
度
―

内
藤 

多
恵
●
龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
務
課　

課
長
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②　
「〈
つ
な
ぎ・

ひ
き
だ
す
〉
対
話
議

論
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
地
域
公
共

人
材
に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
主
体
と
の

連
携・

協
力
関
係
の
構
築
の
必
要
性
や

そ
の
背
景
に
つ
い
て
理
論
を
学
び
、
対

話
や
議
論
、
理
解
や
共
有
を
引
き
出
す

技
術
を
修
得
し
、
地
域
社
会
の
課
題
解

決
に
向
け
た
連
携・

協
力
の
基
盤
を
形

成
し
得
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

③　
「
環
境
ま
ち
づ
く
り
能
力
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く

り
に
求
め
ら
れ
る
要
件
と
政
策
に
つ
い

て
の
理
論
を
学
び
、
環
境
政
策
を
中
心

と
し
た
事
例
調
査・

分
析・

研
究
を
通

じ
て
、
そ
れ
を
評
価
す
る
能
力
や
、
実

践
に
お
け
る
政
策
を
立
案
し
、
活
動
す

る
た
め
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
学
習
ア
ウ
ト
カ
ム
（
プ
ロ
グ
ラ

◆地域政策形成能力プログラム
　学習アウトカム（プログラム修了時に獲得することが期待される能力）

到 達 目 標 知　識 技　能 職務遂行能力
地域社会に関する様々な理論・政策・
地域活動を活用し、再構成すること
ができる
地域社会の改革や発展のための計画
やプログラムを、責任を持って策定
し実行することができる

持続型社会の構築に
向けた、地域社会に
おける様々な活動と
活動を担う主体の再
構成を理解すること
ができる

地域における複
雑な課題群を一
般化し、それに
対する普遍的な
解決策を提示す
ることができる

地域社会におけ
る政策提言およ
びプログラム運
用を企画・調
整・主導するこ
とができる

◆修了要件
科　　　目　　　群 必要ポイント

必　修 「地域公共人材特別演習」 １科目　１ポイント
◎科目群 主として地域政策および地域社会の理論、知識、動向を学ぶ

科目
２科目　４ポイント

□科目群 主として地域政策の理論、知識、動向、事例を実務の視角を
もって学ぶ科目

２科目　４ポイント

※科目群 実践または実践の経験を共有する科目 １科目　２ポイント
計 11ポイント

社会人または地域政策の実践経験がない履修者は、※科目群のうちインターンシップ科目を選択
することを推奨します。
◆開講科目一覧

科　目　名 ポイント 科　目　名 ポイント
必　修 地域公共人材特別演習 １ポイント － －

◎科目群
公共政策学研究 ２ポイント 地域政策研究 ２ポイント
都市政策研究Ⅰ ２ポイント 都市計画研究 ２ポイント
財政学・地方財政学研究 ２ポイント 農村政策研究 ２ポイント

□科目群
地方行政実務演習 ２ポイント まちづくりとコミュニティ研究 ２ポイント
非営利組織研究 ２ポイント まちづくりと法研究 ２ポイント

※科目群
地域リーダーシップ研究 ２ポイント 協働ワークショップ実践演習 ２ポイント
先進的地域政策研究 ２ポイント 実践インターンシップ ２ポイント

図表１　地域政策形成能力プログラム
「龍谷大学政策学研究科修士課程 履修要項」から抜粋
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ム
修
了
時
に
獲
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
能
力
）、
修
了
要
件
お

よ
び
開
講
科
目
を
設
定
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、
図
表
１
に
「
地

域
政
策
形
成
能
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
概
要
を
示
す
。

　

い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
受
講
者
は
、
職
業
と
す
る
、
し
な

い
に
関
わ
ら
ず
地
域
の
政
策
課
題
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

を
目
指
す
就
業
前
の
大
学
院
生
と
、
実
践
に
お
い
て
地
域
の
課
題

や
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
人
大
学
院
生
、
科
目
等
履

修
生
で
あ
り
、
毎
年
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
３
～
５
人
の
修
了
者

が
輩
出
し
て
い
る
。

２　

�「
地
域
公
共
政
策
士
」資
格
に
つ
い
て�

―
資
格
制
度
開
発
の
目
的
と
設
計

　

近
年
、
日
本
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
経
済
危
機
に
伴

う
雇
用
の
不
安
定
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
社
会
的
活

力
の
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
重
要
課
題
を
解
決
し
、

「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
地
域
社
会

の
全
て
の
セ
ク
タ
ー
（
自
治
体・

Ｎ
Ｐ
Ｏ・

企
業・

市
民
な
ど
）

が
公
共
的
活
動
を
通
じ
た
社
会
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
セ
ク
タ
ー
を
横
断
し
た
活
動
（
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

を
担
う
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
学
に
は
、
社
会
と
連

携
し
た
人
材
の
育
成
と
供
給
、
社
会
的
課
題
の
政
策
的
な
研
究
、

高
等
教
育
機
関
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
社
会
活
性
化
へ
の
貢
献

と
い
う
、
新
た
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
社
会
的
要
請
を
受
け
て
、
各
セ
ク
タ
ー
に
属
す
る
人
材

に
対
す
る
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、

か
つ
、
地
域
に
関
す
る
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
今
般
、
京
都
府
内
の
大
学
、
自
治
体
等
の
連
携
に
よ
る

「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
お
よ
び
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
た
。

　

開
発
に
当
た
っ
て
は
、
龍
谷
大
学
地
域
公
共
人
材・

政
策
開
発

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）
で
採
択
さ
れ
た
文
部
科
学
省

「
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
オ
ー
プ
ン・

リ
サ
ー
チ・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
『
地
域
に
お
け
る
公
共
政
策
と
人
的
資
源
の

開
発
シ
ス
テ
ム
の
研
究

―
参
加
型
政
策
形
成
か
ら
認
証
制
度
ま

で

―
』」（
２
０
０
３
～
２
０
０
７
年
度
）、
お
よ
び
「
私
立
大
学

戦
略
的
研
究
基
盤
整
備
形
成
支
援
事
業
」（
２
０
０
７
～
２
０
１
０

年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
た
。
同
時
に
「
大
学
院

教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
学
院
Ｇ
Ｐ
）『

―
分
権
型
社 

会
を
担
う
地
域
公
共
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
共
同
運
営
プ
ロ
グ
ラ

ム

―
』」（
２
０
０
７
～
２
０
０
９
年
度
）
に
よ
っ
て
、
既
存
の

修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

地
方
行
政
研
究
コ
ー
ス
内
で
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
装
化
し
、
最
終
的
に
、
京
都
府
内
の
８
大
学
お
よ
び
自
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治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
経
済
団
体
な
ど
の
連
携
ス
キ
ー
ム
に
よ
る
「
戦

略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
『
地
域
公
共
人
材
の
た
め
の
京
都
府
内

に
お
け
る
教
育・

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
資
格
認
定
制
度
の
開

発
』」（
２
０
０
８
～
２
０
１
０
年
度
）
に
つ
な
げ
、「
地
域
公
共
政

策
士
」
資
格
お
よ
び
修
士
課
程
に
お
け
る
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
、
産
官
学
民
の
マ
ル
チ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
地
域
公
共
人
材
開
発

機
構
（
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｕ
）
を
設
立
し
、
京
都
市
伏
見
区
の
龍
谷
大
学

内
施
設
に
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
（
現
在
は
、
京
都
市
下
京
区
の

京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
内
に
移
転
）。

　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｕ
の
役
割
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
資
格

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
地
域
公
共
政
策
士
」
の
育
成
に
資
す
る
こ

と
を
評
価
（
質
保
証
）
す
る
た
め
の
「
社
会
的
認
証
」
で
あ
る
。

評
価
の
視
点
は
、
目
的
、
教
育
目
標
、
学
習
ア
ウ
ト
カ
ム
（
学
習

効
果
）、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
、
学
習
ア
ウ
ト
カ
ム
の
測
定
、
実
施

体
制
、
教
員
な
ど
の
構
成
、
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
役
割
は
、
社
会
的
認
証
を
受
け
た
資
格
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
を
対
象
と
し
た
「
特
別
講
義
」
の
実
施
と
「
地

域
公
共
政
策
士
」
資
格
の
付
与
で
あ
る
。
資
格
取
得
を
目
指
す
者

は
、
各
大
学
が
提
供
す
る
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
キ
ャ
ッ
プ
ス

ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｕ
が
提
供
す
る
特
別
講
義
を
受

講
し
て
修
了
要
件
を

満
た
し
た
後
、
自
ら

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｐ
Ｕ
に
資
格

申
請
を
行
う
（
図
表

２
参
照
）。

　

現
在
は
、
京
都
産

業
大
学
、
京
都
府
立

大
学
、
同
志
社
大
学
、

佛
教
大
学
、
龍
谷
大

学
が
、
合
わ
せ
て
10

の
「
地
域
公
共
政
策

士
」
資
格
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
講
し
、

京
都
産
業
大
学
、
京

都
府
立
大
学
、
京
都

府
立
林
業
大
学
校
、

同
志
社
大
学
、
龍
谷

大
学
が
５
の「
キ
ャッ

プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
開
講
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
れ

第 1種プログラム（学部レベル）
・法政策基礎プログラム
・「文化コーディネーター」養成プログラム
・政策能力プログラム（基礎）
・環境政策基礎能力プログラム
・都市政策基礎能力プログラム
・地域公共政策士基礎力養成プラグラム

第 2種プログラム（修士レベル）
・政策能力プログラム（応用）
・自治体行財政システム革新能力プログラム
・「地域公共マネジメント」履修証明プログラム
・「食農政策士」履修証明プログラム
・〈つなぎ・ひきだす〉対話議論能力プログラム
・環境まちづくり能力プログラム

キャップストーン（修士レベル）
・自治体協働ルールづくり
・地域再生プロジェクトにおける自治体との協
働事業
・バリアフリー観光

＊ 3　 「欧州共通資格フレームワーク（European Qualifications Framework）」のこと。EUにおける普通教育と職業教育の資格の共通枠組みで、1～ 8レベルに
分類されています。EU各国は、EQFを参照しながら自国のフレームワークを改訂あるいは開発することによって、国を越えて参照することを可能とし、
人材の流動化を目指す画期的なシステムです。

＊ 4　 欧米で発達しているこの制度は、日本では 2007年 6月に創設されました。大学が提供する生涯学習の取り組みの一つで、体系的な学習・研修（120
時間以上）に対して、履修証明書を発行し、そこで学んだ能力を可視化するものです。

プログラム実施機関（大学・NPOなど）

A科目

B科目

C科目

D科目

E科目

地域公共政策士
第1種プログラム
【10ポイント】

A科目

B科目

C科目

D科目

E科目

地域公共政策士
第2種プログラム
【10ポイント】

特別講義（2ポイント）

キャップストーン
（8ポイント）

地域公共政策士
共通プログラム
【10ポイント】

履
修
証
明

一
般
財
団
法
人

　地
域
公
共
人
材
開
発
機
構

学

　
　
　
　
　習

　
　
　
　
　者

履
修
証
明

証
明

（学部レベル）

明

（修士レベル）

（修士レベル）

①履修

①履修

②履修

③申請（履修証明書・修了証明書・成績証明書等）

質保証（社会的認証）

「地域公共政策士」認定

質保証（社会的認証）

質保証（社会的認証）

「地域公共政策士」のフレームワーク

プログラムの一例

※ これらのプログラムは 2011年度に開講されたものです。
 （2012年 2月現在）

2    共通プログラム
「キャップストーン」と
「特別講義」を履修
・  「キャップストーン」とは、それま
でに学んできたことを実社会で活用
し、実践力を身につけるものです。
・  「特別講義」は、地域公共人材開発機
構が担います。

1 大学や NPOなどが提供する
「地域公共政策士」資格教育プ
ログラムを履修
・  資格教育プログラムには、学部レ
ベル（EQF＊ 3レベル 5～ 6）と修士
レベル（EQFレベル 7）があります。
・  学部レベル 1、修士レベル 1の

2プログラムを履修します。（修士レベ
ル 2プログラムでも可）

・  資格取得に必要な取得ポイント数は
原則 10ポイント（5科目に相当）
です。
　 （ほとんどの大学で履修証明制度
＊ 4と連動しています。）

3    地域公共人材開発
機構に申請・認定

「地域公共政策士」取得
に必要なすべてのプログ
ラムを履修した学習者は、
地域公共人材開発機構に申
請し認められれば「地域公共
政策士」としての資格が認定
されます。

「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
取
得

第 1種プログラム

キャップストーン

第 2種
プログラム

「キャップストーンプログラム」は、米国の多くの公共政策系大学院などで実施されている「大学院での研究の総
仕上げのプログラム」である。インターンシップとは異なり、複数の学生たちがチームを組み、地域社会から提示
される具体的な課題解決のプロジェクトに、在学中に学んだ様々な知識や分析力を駆使してコンサルタントの立場
で取り組むプログラムである。

図表２　「地域公共政策士」資格取得の流れとキャップストーン
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ま
で
に
21
人
に
対
し
て
「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
が
付
与
さ
れ

た
。（
２
０
１
７
年
11
月
現
在
）

３　

�
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴�

―
資
格
制
度
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
制

度
が
欧
州
資
格
枠
組
み
「
Ｅ
Ｑ
Ｆ
（European Q

ualification 
Fram

ew
ork

）」
を
参
考
に
開
発
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
ア

ウ
ト
カ
ム
が
Ｅ
Ｑ
Ｆ
に
準
拠
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
Ｅ
Ｑ
Ｆ
と
は
、

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
資
格
に
関
す
る
共
通
枠
組
み

で
あ
り
、
高
等
教
育
と
職
能
教
育
間
に
お
け
る
資
格
の
互
換
性
と

国
際
的
通
用
性
の
強
化
を
目
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
レ
ベ
ル
が

８
段
階
に
分
類
さ
れ
、
資
格
保
有
者
の
知
識
、
技
能
（
ス
キ
ル
）、

職
務
遂
行
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
）
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
か
、

国
を
越
え
て
比
較
可
能
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
レ
ベ
ル
６
が

学
士
レ
ベ
ル
、
レ
ベ
ル
７
が
修
士
レ
ベ
ル
、
レ
ベ
ル
８
が
博
士
レ

ベ
ル
に
相
当
す
る
が
、「
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格
制
度
は
、
学
習

ア
ウ
ト
カ
ム
を
大
学
院
修
士
レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
７
）
に
定
義
付
け

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
（
図
表
３
参
照
）。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
の
二
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
系
大
学

院
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学
習
成
果
の
実
証
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
キ
ャ
ッ

プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
協
働
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
け

る
個
人
レ
ベ
ル
の
学
習
成
果
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
同

時
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
そ
の
も
の
に
、
大
学
の
地
域
連
携
の

一
形
態
と
し
て
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
京
都
市
内
お
よ
び
近

隣
地
域
に
立
地
す
る
大
学
が
、
大
学
の
立
地
が
乏
い
た
め
に
地
域

公
共
人
材
の
育
成
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
京
都
府
北
部
地
域
を
中

心
に
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
学
の
人
材
育
成
機
能
を
通
じ
た
地
域
課
題
へ
の
対
応
と
地

域
人
材
の
育
成
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
実
践
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
、
そ
れ
ま
で
に
修
得
し
た
知
識
や
分
析
力
を
駆
使
し
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
で
地
域
社
会
か
ら
提
示
さ
れ
る
具
体
的
な
課

題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。
例
え
ば
、
都
市
づ
く
り
、

地
方
行
政
、
環
境
問
題
、
公
共
福
祉
な
ど
を
専
攻
し
た
学
生
が
、

具
体
的
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
調
査
や
政
策
提
案
の
依

頼
を
受
け
、
チ
ー
ム
を
形
成
し
て
実
態
を
分
析
し
、
提
言
を
ま
と

め
、
地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
。

　

実
際
に
、
本
学
政
策
学
研
究
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う

な
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
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レベル６ レベル７

総
合
的
な
到
達
⽬
標

6－0－0
職務を主体的判断で遂⾏できる能⼒

7－0－0
プロジェクトを主導的に発動し遂⾏できる能⼒

6－0－1
地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動
を適切に組み合わせて活⽤することができる

7－0－1
地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動
を活⽤し、再構成することができる

6－0－2
地域社会の改⾰や発展のための計画やプログラ
ムの策定を、主体的に実⾏することができる

7－0－2
地域社会の改⾰や発展のための計画やプログラ
ムを責任を持って策定し実⾏することができる

6－0－3
地域社会における様々な課題に対応するために
必要な知識・技能・実践⽅法を主体的に選択し
実⾏することができる

7－0－3
地域社会における様々な課題に対応するために
必要な知識・技能・実践⽅法に習熟するととも
に、それらが地域社会に与える影響を適切に判
断することができる

知　
　
　

識

6－1－0
地域社会における様々な課題の背景や⽂脈の理解

7－1－0
課題を創造的に解決するために必要な地域社会
の再構成についての理解

6－1－1
グローバル化する世界と地域社会の関係を理解
している

7－1－1
グローバル化する世界における⾃治体の国際戦
略を理解している

6－1－2
様々な政策や地域の活動を対象とする客観的な
分析と評価を理解している

7－1－2
複雑な背景や⽂脈からなる課題に対して、様々
な理論・技術・活動の再構成による新たな知⾒
を獲得している

6－1－3
対象となる課題群の相互関係を把握し分析する
ことができる

7－1－3
様々な理論・政策・情報を組み合わせた客観的
な分析と評価による既存の概念の修正を理解す
ることができる

6－1－4
地域社会における様々な活動と、活動を担う主
体との関係の実践的把握

7－1－4
持続型社会の構築に向けた、地域社会における
様々な活動と活動を担う主体の再構成を理解す
ることができる

技　
　
　

能

6－2－0
複雑な課題に対して具体的な解決⽅法を提起し
実⾏できる技能

7－2－0
地域社会における課題をめぐる状況を判断し、
⾃らの⼒で状況を改善できる技能

6－2－1
地域における複雑な課題群について、その解決
に必要な要素の特定と解決のためのプログラム
の提⽰および適⽤ができる

7－2－1
地域における複雑な課題群の⼀般化とそれに対
する普遍的な解決策の提⽰

6－2－2
対象となる政策・事業に関する事後評価⼿法の
設計ができる

7－2－2
問題の解決に必要な様々な⽅策や技術および知
⾒の特定と、それらの組み合わせ・最適化・実践

6－2－3
対象となる業務の進⾏に必要な利害関係者間の
調整と協働関係の構築ができる

7－2－3
対象となる業務の進⾏に必要な、地域社会にお
ける合意形成と地域的連帯の形成

6－2－4
対象となる政策・事業に関する事後評価⼿法の
詳細な設計ができる

7－2－4
対象となる政策・事業に関する中⻑期的な社会
的意義の評価ができる

職
務
遂
行
能
力

6－3－0
特定の課題・プログラムについて、業務を主体
的に管理運⽤することができる能⼒

7－3－0
特定の分野における責任者として業務を遂⾏す
ることができる能⼒

6－3－1
地域社会における特定の計画やプロジェクト策
定を主導することができる

7－3－1
地域社会における政策提⾔およびプログラム運
⽤を企画・調整・主導することができる

6－3－2
特定の計画・事業の全プロセスを責任を持って
推進し、構成員を組織的に活⽤することができ
る

7－3－2
実務におけるリーダーとして業務の発展と組織
の改⾰に取り組むとともに、構成員を組織的に
活⽤することができる

6－3－3
課題の解決のために必要な社会的資源を調達す
ることができる

7－3－3
課題の解決のために必要な社会的資源を必要に
応じて再構成することができる

6－3－4
業務の遂⾏における管理・運営への補助的な責
任を分担することができる

7－3－4
業務の管理・運営に関する特定分野を統括する
ことができる

図表３　地域公共政策士育成のための資格教育プログラムに求められる学習アウトカムの定義一覧
「2017年度版 地域公共政策士資格制度と社会認証のハンドブック」

（一般財団法人地域公共人材開発機構） から抜粋

特集 生涯学習・社会人の学び直し
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⑴�　

亀
岡
市
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

―
亀
岡
市
役
所
「
市
民
協
働
推
進
事
業
」

―

　

亀
岡
市
か
ら
、
①
京
都
庁
内
横
断
型
組
織
研
修
の
整
備・

実
施・

指
導
、
②
協
働
ル
ー
ル
づ
く
り
、
③
か
め
お
か
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
機
能
強
化
の
仕
組
み
づ
く
り
の
三
つ
に
つ
い
て
業
務
委
託

を
受
け
た
。
大
学
院
生
と
科
目
等
履
修
生
、
教
員
が
チ
ー
ム
を
形

成
し
、
他
の
自
治
体
の
事
例
調
査
や
共
同
研
究
を
行
い
、
最
終
的

に
亀
岡
市
役
所
へ
の
企
画
提
案
を
行
っ
た
。

⑵�　

宮
津
市
に
お
け
る
福
祉
観
光
ま
ち
づ
く
り
促
進
の
た
め
の
調
査

　
　

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
推
進
協
議
会

―

　

宮
津
市
内
の
①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の
経
済
効
果
測
定
、
②
観

光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
③
観
光
政
策
提
言
の
依
頼
を
受
け
、
大
学
院

生
、
教
員
、
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
チ
ー
ム
を
形
成
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
事
業
所
調
査
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
へ
の
同
行

調
査
を
実
施
。
最
終
的
に
、
調
査
結
果
を
報
告
し
、
観
光
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
。

⑶�　

久
御
山
町
の
農
産
品
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
増
加
策
提
言

　
　

―
久
御
山
町
交
流
促
進
会
議

―

　

久
御
山
町
交
流
促
進
会
議
か
ら
依
頼
を
受
け
、「
久
御
山
町
交
流

写真１　キャップストーンプログラム
チームでのフィールド調査の様子

写真２　キャップストーンプログラム
自治体とのワークショップの様子
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促
進
ア
ク
シ
ョ
ン・

プ
ラ
ン
」
へ
の
提
言
を
行
っ
た
。
大
学
院
生

と
教
員
が
久
御
山
町
交
流
促
進
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
、
先
進
地
域
の
視
察
と
調
査
を
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
て
「
久
御
山
町
に
お
け
る
食
を
活
用
し
た
交
流
人
口
増
加

の
た
め
の
政
策
」
を
提
案
し
た
。

４　
社
会
か
ら
の
要
請
に
対
す
る
対
応
と
今
後
の
展
開

　

政
策
学
研
究
科
修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

地
方
行
政
コ
ー
ス
で
は
、

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
資
格
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
各
セ
ク
タ
ー

に
属
す
る
人
材
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
と
し
て
、
ま
た
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
形
成
の
た
め
の
教
育・

研
修
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
よ
り

一
層
機
能
す
る
よ
う
に
、
現
在
、
関
西
地
域
を
中
心
と
す
る
40
の

自
治
体
、
49
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

経
済
団
体
な
ど
お
よ
び
二
つ
の
地
方
議

会
と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、
連
携
団
体
の
推
薦
を
受
け
た
職

員
を
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
毎
年
10
人
程
度
政
策
学
研
究
科
修

士
課
程
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
社
会
人
大
学
院
生
は
、
１
年
で
の

修
了
を
可
能
と
し
て
い
る
が
、
修
士
課
程
修
了
ま
で
に
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
修
了
で
き
な
い
社
会
人
大
学
院
生
は
、
そ
の
後
も
科
目
等

履
修
生
と
し
て
学
習
を
継
続
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
資
格
制
度
の
裾
野
を
広
げ
、
大
学
院
進
学
者
を
増
や
す

た
め
に
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
京
都
府
内
の
９
大
学
が
連
携
し
、

学
士
レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
６
）
の
「
初
級
地
域
公
共
政
策
士
」
資
格

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
学
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携

し
た
地
域
公
共
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
学
び
直
し
た
い
社
会
人
に
開
放

し
て
い
る
。（
２
０
１
７
年
11
月
現
在
で
１
４
６
人
が
資
格
取
得
）

　

２
０
１
６
、
２
０
１
７
年
度
に
は
、
内
閣
府
が
進
め
る
地
方
創

生
の
事
業
展
開
に
必
要
な
人
材
の
育
成
と
確
保
を
目
的
と
し
た
、

実
践
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
修
得
す
る
た
め
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講

座
「
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
「
初
級
地
域
公
共

政
策
士
」
資
格
の
認
定
科
目
を
提
供
し
、
資
格
制
度
と
の
リ
ン
ケ
ー

ジ
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
今
後
、「
地
域
公
共
政

策
士
」
資
格
が
、
全
国
規
模
の
職
能
資
格
と
な
り
得
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
単
位
互
換
な
ど
に
よ
る
資
格
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
キ
ャ
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
汎
用
性
を
さ

ら
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
資
格
保
有
者
と
大
学
、

自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
よ
び
企
業
な
ど
と
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
層
強
化
し
、
地
域
社
会
活
性
化
の
具
体
的

成
果
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

本
学
が
、
経
済
産
業
省
の
産
学
連
携
サ
ー
ビ
ス
経
営
人
材
育
成

事
業
に
申
請
し
て
採
択
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１
５
年
で
あ
っ
た
。

専
門
職
大
学
院
経
営
戦
略
研
究
科
の
経
営
戦
略
専
攻
（
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
）
に
は
、
病
院
管
理
に
関
す
る
コ
ー
ス
の
設
定
は
あ
っ

た
が
、
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
上
で
、
診
療
所
の
役
割

に
対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
２
０

１
６
年
度
開
始
予
定
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な

形
を
取
る
の
か
、
ま
だ
議
論
が
錯
綜
し
て
い
る
中
で
の
船
出
で�

あ
っ
た
。

　

確
か
に
、
病
院
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
質
が
高
く
、

充
実
し
た
検
査
機
器
が
揃
っ
て
い
る
な
ど
多
く
の
患
者
を
引
き
つ

け
て
は
い
る
が
、
高
騰
す
る
医
療
費
を
抑
え
た
り
高
齢
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
身
近
な
医
療
機
関
の
充
実
が
望
ま
れ
て

い
る
。

　

診
療
所
の
経
営
力
を
高
め
、
安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
な
け
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
維
持

で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
病
院
の
持
つ
質
の
高
い
資
源
を

連
携
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
医
療
機

関
の
経
営
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
は

不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

当
該
事
業
へ
の
申
請
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
地
域
の
医
療
機
関

や
関
連
組
織
と
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
教
育
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど

う
か
を
議
論
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

１　
申
請
へ
の
準
備
段
階

　

こ
の
事
業
で
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
段
階
に
お
け
る

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

診
療
所
を
中
核
と
し
た
地
域
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
本 

昭
二
●
関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
　
経
営
戦
略
研
究
科
教
授
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パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
、
兵
庫
医
科
大
学
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病

院
、
上
田
公
認
会
計
士
事
務
所
、
池
岡
診
療
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
各
組
織
か
ら
は
、
教
育
上
の
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
講
師
の

派
遣
も
お
願
い
し
て
新
し
い
科
目
群
の
策
定
に
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
兵
庫
医
科
大
学
と
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
は
本
学
と
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
連
携
関
係
に
あ
る
。

　

連
携
協
定
で
は
学
生
の
交
流
や
講
師
の
派
遣
な
ど
が
想
定
さ
れ

て
い
た
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
社
会
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
協
力
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
意
見
で
は
、
多
く

の
病
院
や
診
療
所
、
介
護
施
設
や
関
連
す
る
企
業
は
、
従
業
者
の

教
育
の
必
要
性
を
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、
時
間
的
な
制
約
な
ど

か
ら
ま
だ
教
育
の
機
会
を
提
供
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
多
数
の
病
院
、
診
療
所
、
関
連
企
業
と
連
携
し

て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
置
し
、
地
域
の
病
院
や
診
療
所
の
教
育

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
経
営
全
般
に
わ

た
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
想
定
通
り
の
内
容

で
あ
っ
た
が
、
診
療
所
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ
導
入
率
の
低
さ
や

税
理
士
事
務
所
に
経
営
を
相
談
し
て
い
る
実
態
な
ど
も
よ
く
理
解

で
き
た
。

　

新
た
に
作
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
社
会
性
の
高
い

経
営
課
題
に
直
面
す
る
組
織
の
経
営
、
診
療
所
の
事
業
承
継
を
扱

う
科
目
、
地
域
医
療
に
関
わ
る
医
療・

介
護
等
の
各
組
織
の
経
営

に
関
す
る
科
目
、
各
地
域
医
療
に
関
わ
る
組
織
の
よ
り
深
い
事
例

を
検
討
す
る
科
目
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。

２　
採
択
か
ら
運
営
へ

　

申
請
作
業
は
、
関
西
学
院
大
学
の
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
社

会
連
携
セ
ン
タ
ー
が
事
務
担
当
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
他
機
関
と

の
連
携
作
業
を
進
め
る
上
で
も
、
熟
練
し
た
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
が

有
効
で
あ
り
、
各
種
会
合
の
設
定
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
組
成
な

ど
で
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
科
目
の
設
定
は
申
請
時
に
は

計
画
段
階
で
あ
る
の
で
、
講
師
の
確
定
に
は
採
択
後
も
時
間
を
か

け
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
義
な
ど
も
行
っ
て
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
７
年
度
に
本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
用
を

始
め
る
頃
に
は
、
か
な
り
安
定
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
間
に
、
文
部
科
学
省
の
職
業
実
践

力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ
Ｐ
）
の
認
定
も
受
け
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
は
、
ケ
ー
ス

の
開
発
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
構
想
し
た

科
目
は
、
全
く
存
在
し
て
い
な
い
科
目
や
、
類
似
科
目
も
大
学
院
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で
の
講
義
科
目
と
し
て
は
実
際
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

理
論
的
な
検
討
や
実
務
へ
の
応
用
の
可
能
性
な
ど
、
か
な
り
幅
広

く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

次
の
段
階
で
、
担
当
講
師
の
選
定
や
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
に
進
み
、

概
ね
１
年
目
に
こ
う
し
た
作
業
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
各
科
目
で

必
要
な
ケ
ー
ス
教
材
の
作
成
が
企
画
さ
れ
、
ケ
ー
ス
対
象
の
選
定

が
行
わ
れ
た
。
地
域
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る
医
療
機
関
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
、
事

業
承
継
に
関
す
る
事
例
な
ど
が
優
先
的
に
集
め
ら
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
度
に
か
け
て
、
内
容
に
関
す
る
議
論
を
重
ね
、
診

療
所
を
巡
る
環
境
が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
た
。
ま
た
、

電
子
化
が
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
当
初
考
え
て
い
た
デ
ー
タ
分
析

に
関
す
る
講
義
は
、
あ
ま
り
多
く
の
内
容
を
組
み
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　

実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
や

連
携
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
の
で
、
必
ず
し
も
簡
単
に
ま
と
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
社
会
人
向
け
の
実
践
的
な
新
し
い
科
目
の

設
定
は
お
お
よ
そ
こ
う
し
た
過
程
を
通
っ
て
い
く
。
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
や
組
織
も
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。
第
２
期
は

26
名
が
受
講
す
る
こ
と
と
な
り
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指

す
受
講
生
は
９
名
で
あ
る
。
募
集
は
口
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
で
の
働
き

か
け
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
、
あ
ま
り
費
用
の
掛
か
ら
な
い

方
法
に
よ
っ
て
い
る
。

３　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の

科
目
を
新
設
す
る
の
で
は
な
く
、
基
礎
的
な
科
目
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
の
「
経
営
戦
略
講
座
」
と
い
う
既
存
の
公
開
講
座
（
有
料
）

を
、
展
開
科
目
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
正
規
科
目
を
選
択
に
よ

り
履
修
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
加
え
て
４
科
目
を
新
た
に
開
発

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
比
較
的

容
易
に
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
異
な
る
種
類
の
科
目
群
の

組
み
合
わ
せ
で
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
履
修
手
続
き

な
ど
が
煩
雑
に
な
り
、
こ
の
解
消
が
現
在
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
期
生
に
お
い
て
も
、
新
設
の
４
科
目
は
無
料
で
提
供
し
て
い

る
の
で
、
試
行
的
に
申
し
込
む
受
講
者
も
い
る
。
特
に
、
医
療
機

関
の
承
継
問
題
を
取
り
扱
う
科
目
は
公
認
会
計
士
事
務
所
に
対
応

を
お
願
い
し
て
お
り
、
承
継
問
題
に
悩
む
医
療
機
関
の
経
営
者
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
受
講
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の

点
は
将
来
の
大
き
な
市
場
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
を
行
っ
て
き
た
が
、
２
０

１
７
年
度
も
近
江
八
幡
市
の
ヴ
ォ
ー
リ
ス
記
念
病
院
の
事
例
を
追
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加
し
、
２
０
１
８
年
度
も
新
し
い
ケ
ー
ス
の
投
入
を
行
う
計
画
で

あ
る
。４　

社
会
人
の
学
び
直
し

　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
は
初
め
て
で
は
な
い
が
、
受
講
生
を
集
め
て
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
関
西
学
院
大
学
は
大
阪
梅
田
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
し
て
お
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
隣
接
し
た
立
地

の
た
め
に
利
便
性
が
高
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
も
、
そ
こ
で
多

く
の
講
義
を
展
開
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
こ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
利
用
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
社
会
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
上
で
は
決
定
的
に
有
利
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
土

日
も
利
用
可
能
で
あ
り
、
開
講
で
き
な
い
日
は
年
間
30
日
程
度
、

夜
間
は
22
時
ま
で
利
用
可
能
で
あ
る
（
土
日
は
21
時
ま
で
）。
社
会

人
の
受
講
を
可
能
に
す
る
た
め
の
施
設
や
設
備
が
な
け
れ
ば
、
ネ
ッ

ト
上
の
講
義
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

働
き
な
が
ら
学
ぶ
た
め
に
は
、
時
間
的
な
制
約
が
大
き
い
。
今

回
の
診
療
所
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
受
講
生
は
時
間

を
や
り
く
り
し
て
学
ぶ
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
解
消

す
る
た
め
に
、
来
年
度
か
ら
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
導
入

を
考
え
て
い
る
。

　

夜
間
コ
ー
ス
を
持
た
な
い
大
学
や
大
学
院
が
、
社
会
人
向
け
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
か
ら
策
定
し
実
施
す
る
に
は
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。
ま
し
て
、
費
用
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
す
る
と
受

講
料
と
中
身
が
釣
り
合
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
社
会
人

は
、
費
用
対
効
果
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
の
水
準
を
期
待
し
て
お

り
、
そ
の
点
を
実
施
者
が
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
実
施
主
体
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
以
外
に
、

学
内
外
の
支
援
体
制
、
卒
業
生
や
関
連
医
療
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
が
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
段
階
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。�
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１　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
は

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
以
下
、
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
は
、
東
京

工
業
大
学
社
会
人
ア
カ
デ
ミ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
環
境・

社
会
理
工
学
院
技
術
経
営
専
門
職
学
位
課
程
が
実
施
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ

（
技
術
経
営
）
に
関
す
る
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
平
日
夜
、
週
１
回
の
通
学
な
ど
、
社
会
人
が
働
き
な
が
ら

Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
学
び
を
通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
こ
と
を
支
援
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
事
業
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
10
年
間
で
１
０
０
０
名
を
超
え
る
社
会
人
が
学
ん
で
い

る
（
図
表
１
）。

　

受
講
対
象
者
は
、
主
に
「
次
世
代
の
企
業
経
営
を
担
う
社
会
人
」

と
し
て
お
り
、「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｔ
」
や
「
知
的
財
産
戦

略
」
な
ど
、
コ
ー
ス・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
趣
旨
に
合
っ
た
社
会
人

が
働
き
な
が
ら
受
講
し
て
い
る
。
受
講
者
は
20
～
50
歳
代
ま
で
幅

広
い
が
、
主
に
40
歳
前
後
が
多
く
、
多
様
な
業
界・

業
種
か
ら
、

経
営
者
、
管
理
職
、
研
究
者
、
技
術
者
、
若
手
な
ど
、
多
く
の
社

会
人
が
受
講
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

受
講
希
望
者
は
、
学
歴
、
職
務
経
歴
、
コ
ー
ス
に
関
す
る
学
習

経
験
、
志
望
理
由
な
ど
を
記
載
し
た
願
書
（
必
須
）
と
推
薦
状
（
任

意
）
を
提
出
し
、
受
講
審
査
を
経
て
受
講
に
至
る
。
受
講
料
は
コ
ー

ス
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
８
万
～
24
万
円
（
消
費
税
別
）
と
自
己

投
資
が
可
能
な
料
金
設
定
を
し
て
い
る
。

　

学
習
環
境
は
、
社
会
人
が
働
き
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
点
に
配
慮

し
、
受
講
場
所
は
首
都
圏
の
社
会
人
が
通
学
し
や
す
い
田
町
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
徒
歩
１
分
）、
開
講
は
平
日
の
夜
19
時
か
ら

21
時
（
２
時
間
）
を
基
本
と
し
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
短
期
集
中
、

週
末
な
ど
を
使
っ
て
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
上
で
意
見

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

技
術
経
営
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

～
働
き
な
が
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
）
を
学
び
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
～

古
俣 

升
雄
●
東
京
工
業
大
学
環
境・

社
会
理
工
学
院
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
任
助
教
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図表２　CUMOT受講者属性分類
※受講者数1023名（2017年12月現在）の願書等に基づいて筆者が集計

図表１　CUMOTプログラム一覧と修了実績（2017年10月現在）
コース名称 回数・時間 開催期間　日時 募集人数/受講料 修了者数

エッセンシャルMOT 36回/72時間 4月～翌年3月
水曜19時～21時 24名/259,200円 170名

エッセンシャルMOT秋季 24回/48時間 10月～翌年3月�
水曜19時～21時 24名/216,000円 157名

知的財産戦略 14回/28時間 5月～8月
水曜19時～21時 20名/194,400円 138名

サービスイノベーション集中 8回/16時間 7月（土曜、4日間） 20名/86,400円 65名

CUMOT×STAMP連携プログラム 9回/18時間 11月～翌年2月
木曜19時～21時 20名/86,400円 10名

スタートアップデザイン 10回/20時間 12月～翌年3月
水曜19時～21時 20名/86,400円 7名

クラウドソーシング入門・実践 8回/16時間 5月～6月
木曜19時～21時 20名/86,400円 8名

エグゼクティブMOT集中 4日/24時間 ※現在は未開催 20名/129,600円 111名

アドバンストMOT 16回/32時間 ※現在は未開催 12名/162,000円 19名

ストラテジックSCM春期／秋期 18回/36時間

※�現在は「公益社団法
人日本ロジスティク
ス シ ス テム協会
（JILS）」にて実施

24名/189,000円 244名

経営者
9.0%

管理職
38.0%

研究者
6.9% 一般

13.0%

その他
1.7%

専門職
31.4%

新規・その他
11.4%

大手
63.0%

中堅・中小
12.4%

外資
13.1%

女
13.7%

男
86.3%

20～29歳
8.1%

40～49歳
36.0%

30～39歳
39.3%

50～59歳
14.8%

60歳～
1.9%

製造
50.2%金融 2.6%

運輸物流 3.8%
建設 0.4%

卸・小売 1.9%

コンサルタント
11.5%

公的機関
4.1% その他 2.2%

サービス 3.1%
専門サービス

5.7%

情報通信
14.5%

職種別比率

企業規模別比率 男女別比率 年代別比率

業種別比率
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交
換
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
課
題
の
取
り
組
み
な
ど
、

社
会
人
に
と
っ
て
調
整
が
難

し
い
時
間
的
、
空
間
的
制
約

を
緩
和
し
て
い
る
。
教
室
の

レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
講
師
と
受

講
者
が
対
面
す
る
ス
ク
ー
ル

形
式
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
机
を
囲
ん
で
、
講
師・

受
講
生
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

２　
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
特
徴

　

Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
は
、
産
業
界
で
活
躍
す
る
人
々
が
必
要
と
す
る

大
学
院
レ
ベ
ル
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
に
関
す
る
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｏ
Ｔ
に
関
す
る
学
術
的
な
知
識
や
理
論
を
修
得
す
る
だ
け
で
な

く
、
実
務
家
に
よ
る
実
践
的
な
考
え
方
や
手
法
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
課
題
の
発
見・

分
析
や
多
様
な
考
え
方
を
学
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

図表３　CUMOTプログラムの位置付け
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
多
様
な
企
業
か
ら
参
加
す
る
受

講
生
同
士
の
学
び
合
い
の
場
が
形
成
さ
れ
、
交
流・

人
脈
作
り
に

も
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
必
要
な

グ
ル
ー
プ
課
題
の
設
定
や
、
受
講
者
数
は
最
大
24
名
で
１
グ
ル
ー

プ
５
名
前
後
と
す
る
な
ど
、
受
講
者
が
主
体
的
に
学
ぶ
環
境
を
作
っ

て
い
る
。

　

講
師
は
、
本
学
の
教
員
に
加
え
、
外
部
か
ら
も
大
学
教
員
や
実

務
家
な
ど
各
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
方
を
講
師
と
し
て
招
聘

し
て
い
る
。
講
師
は
知
識
を
伝
達
す
る
「
先
生
」
と
い
う
立
場
だ

け
で
な
く
、
実
務
に
お
い
て
社
会
人
が
必
要
な
学
び
を
理
解
し
、

学
習
テ
ー
マ
の
理
解
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ
課
題
を
設
定
し
た
り
、

受
講
生
と
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
「
学
び
の
伴
走
者
」

と
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
師
と
受
講
生
を
つ
な
ぐ
役

割
と
し
て
、「
コ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
ど
の
コ
ー
ス
に
も

必
ず
配
置
し
て
い
る
。
コ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
や
実
施
、
運
営
、
評
価
と
い
っ
た
役
割
を
担
い
、
知
的

財
産
戦
略
な
ど
高
度
な
専
門
性
を
要
す
る
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
学

外
の
専
門
家
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
運
営
は
、
２
０
０
８
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち

上
げ
時
は
、
文
部
科
学
省
「
社
会
人
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
０
０
７
～
２
０
０
９
年
度
）」
の
受
託
に
よ

り
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
」
を
開
発
し
た
が
、
２
０

１
０
年
度
か
ら
は
受
講
料
収
入
を
原
資
と
し
て
独
立
採
算
で
実
施

し
て
い
る
。
大
学
に
は
「
教
室
設
備
」「
広
報
機
能
」「
決
済
機
能

（
受
講
料
徴
収
、
収
支
管
理
）」「
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
を
中
心
と
し
た
ハ
ー
ド
面
の
学
習
資
源
と
、「
研
究
や
教

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」「
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の

学
習
資
源
が
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
の
学
習
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
事

業
運
営
に
必
要
な
経
費
を
抑
え
て
受
講
者
が
自
己
投
資
が
で
き
る

受
講
価
格
の
設
定
も
可
能
と
な
る
。
コ
ー
ス
に
よ
り
割
合
は
異
な

る
が
、
た
と
え
ば
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
」
で
は
、

約
６
割
の
受
講
生
が
自
己
負
担
で
受
講
し
て
い
る
。
一
方
、
ソ
フ

ト
面
の
学
習
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
社
会

人
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
コ
ー
ス
や
科
目
の
提
供
を
実
現
し

て
い
る
。

３�　
受
講
生
の
評
価
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
影
響

　

Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
は
、
コ
ー
ス
の
終
了
後
に
必
ず
受
講
生
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
満

足
度
や
、
学
習
内
容
の
自
身
の
業
務
へ
の
役
立
ち
度
合
い
の
評
価
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
要
望
、
改
善
点
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ス
」
で
は
、
受
講
生
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の
評
価
に
お
い
て
重
視
し
て
い

る
業
務
へ
の
役
立
度
、
満
足
度

い
ず
れ
も
平
均
で
５
段
階
評
価

の
４
以
上
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
へ
の
評
価
に
お
い
て
も
高

影
響
を
与
え
て
い
る
（
図
表

４
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答

で
は
、「
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
講
義
が
面
白
く
な
っ
て
き
た
」

「
東
京
工
業
大
学
な
ら
で
は
の
先

端
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
一
般
論
だ
け
で
な
く
、
実
際
の

事
例
と
結
び
付
け
て
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
仕
事
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

で
き
た
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
密
度
の
濃
い

議
論
が
で
き
て
、
効
果
的
に
結

論
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、
今

後
の
課
題
も
出
て
き
た
」「
職
種

の
違
う
方
か
ら
の
意
見
が
自
分
の
視
野

を
広
げ
る
の
に
役
立
ち
、
大
変
満
足
し

て
い
る
」
と
い
っ
た
、
前
節
「
Ｃ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
の
特
徴
」
で
紹
介
し
た
成
果
を
示

す
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
筆
者

が
過
去
に
実
施
し
た
受
講
生
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
一
例
を
紹
介
す
る
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
意
識
や
行
動
に
変
化
を

も
た
ら
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

特
に
「
学
習
」
と
「
仕
事
」
に
お
い
て

変
化
が
生
じ
て
い
た
（
図
表
５
）。

　

実
際
に
学
習
行
動
に
お
い
て
は
、
本

学
の
技
術
経
営
専
門
職
学
位
課
程
に
進

学
し
た
受
講
生
も
15
名
以
上
お
り
、
筆

者
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
他
大
学

を
含
め
る
と
35
名
を
超
え
る
方
が
大
学

院
に
進
学
し
て
い
る
。
ま
た
、
仕
事
に

お
い
て
は
、「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
受
講
が
企
業
内

で
知
ら
れ
た
こ
と
で
職
務
が
変
わ
っ
た
」

図表４　エッセンシャルMOTコース終了後のアンケート結果（５段階評価）
エッセンシャルMOTコース n =141

 「エッセンシャルMOT」で学んだことを総合的に理解し自信がつきましたか 3.80
受講後も「エッセンシャルMOT」の授業テーマに関して興味を継続していますか 4.41
今後も「エッセンシャルMOT」の授業テーマに関する学習を継続していきますか 4.56
「エッセンシャルMOT」の授業で学んだことが今後自分の業務に役立つと考えていますか 4.28
「エッセンシャルMOT」授業の総合的な満足度はどのくらいですか 4.16
キャリアアップMOTとして働きながら技術経営を学ぶことは、ご自身のキャリア形成に影響
があったと思いますか 4.38

図表５　受講による変化の一例
学習意識 通ってみてもっと深く勉強したいという思いも生じてきた
学習行動 プログラムでの学びがなければ進学することもなかったと思う

仕事意識
それまでは何となく技術企画という仕事をやりたいということでかかわっていたの
が、今の職務を含めて、以前よりも自分のキャリアに対して前向きにしっかり考え
て取り組むようになった

仕事行動 批判的に見たり、深く考えたりすることが習慣になった
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「
受
講
を
通
じ
た
意
識
の
変
化
に
よ
り
、
転
職
し
た
」
と
い
っ
た

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
影
響
が
出
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

４�　
新
規
コ
ー
ス
開
発
に
よ
る
社
会
の
学
習
ニ
ー
ズ
の

顕
在
化

　

Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
は
、
新
し
い
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
２
０
１
６

年
度
に
開
講
し
た
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」
は
、

主
に
20
～
30
歳
代
を
対
象
と
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
研
究
者
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業

家
）、
社
会
事
業
に
お
け
る

実
務
家
な
ど
、
多
分
野
か

ら
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
人
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
人

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
に

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
コ
ー
ス
で
実
績

も
少
な
く
、
ま
だ
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
顕
在
化
さ
れ
て
い
な
い

分
野
で
も
あ
る
た
め
、
受
講
生
集
め
で
苦
労
す
る
一
面
も
あ
る
が
、

問
題
意
識
を
高
く
持
ち
、
熱
心
に
取
り
組
む
受
講
生
が
参
加
し
て

い
る
。
現
在
、
会
社
勤
務
な
ど
の
本
業
を
し
っ
か
り
と
持
ち
な
が

ら
、「
本
業
以
外
に
社
会
活
動
を
行
う
新
し
い
生
き
方
」
を
す
る
パ

ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
１
６
年
度
の
受

講
者
に
は
、
受
講
に
よ
る
学
び
と
講
師
の
紹
介
を
通
じ
て
、
パ
ラ

レ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
実
際
に
社
会
活
動
に
参
加
し
た
実
績
も
あ

る
。
２
０
１
７
年
度
の
受
講
生
は
男
性
よ
り
も
女
性
が
多
く
、
平

均
年
齢
も
28
歳
前
後
と
受
講
対
象
者
と
し
て
期
待
し
て
い
る
層
が

集
ま
っ
た
。
今
後
も
、
既
存
の
コ
ー
ス
の
改
善
に
加
え
て
、
新
た

な
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
す
る
コ
ー
ス
開
発
を
継
続
す
る
こ
と

が
、
社
会
人
の
学
び
の
場
の
提
供
と
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
事
業
の
継
続

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
講
師
お
よ

び
大
学
関
係
者
、
そ
し
て
受
講
い
た
だ
い
た
社
会
人
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
活
動
、取
り

組
み
を
多
く
の
大
学
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
機
会
が
広
ま
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。�

東
京
工
業
大
学
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

　

http://w
w
w
.academ

y.titech.ac.jp/cum
ot/
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は
じ
め
に

　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
は
、「
自
由・

平
和・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」「
国
際
相
互
理
解
」「
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
未
来

創
造
」
を
基
本
理
念
と
し
て
２
０
０
０
年
に
開
学
し
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
け
ん
引
役
た
る
べ
く
、
経
済

界
か
ら
も
幅
広
い
支
援
を
受
け
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
本

格
的
な
国
際
大
学
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
部
と
国
際
経
営
学
部
の
２
学
部
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
と
経
営
管
理
研
究
科
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
の
２
研

究
科
で
構
成
さ
れ
、
学
生
約
５
８
０
０
名
の
半
数
が
国
際
学
生
（
Ａ

Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
留
学
生
の
呼
称
）
で
あ
り
、
開
学
以
来
、
１
４
８

カ
国
の
国・

地
域
か
ら
国
際
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
国
際
学

生
の
受
入
国・

地
域
は
90
に
上
る
（
２
０
１
７
年
11
月
現
在
）。
教

員
の
半
数
も
海
外
出
身
者
で
国
籍
は
25
カ
国・

地
域
に
及
ぶ
。
日

本
人
教
員
の
約
半
数
は
海
外
大
学
で
学
位
を
取
得
し
、
教
員
構
成

も
多
岐
に
わ
た
る
。
日
常
的
に
多
文
化・

多
言
語
が
入
り
混
じ
る

稀
有
な
環
境
を
生
か
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
は
、
正
課
内
外
で
多
文
化

協
同
に
よ
る
学
習
を
推
進
し
て
き
た
。

　

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
モ
デ
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
の
中

で
、
２
０
１
６
年
８
月
に
は
、
国
際
経
営
学
部
と
経
営
管
理
研
究

科
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
担
う
ス
ク
ー
ル
の
認
証 

評
価
機
関
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
（T

he A
ssociation to A

dvance  
Collegiate Schools of Business

）
の
国
際
認
証
を
取
得
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
機
関
と
し

て
も
認
め
ら
れ
、
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

た
交
流
、
教
育・

研
究
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
。

特
集

生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

多
文
化・

多
言
語
環
境
を
生
か
し
た
企
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

―G
lobal C

om
petency Enhancem

ent P
rogram

（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）

横
山 

研
治
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副
学
長
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１�　
「
社
会
で
働
く
人
材
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）の
取
り
組
み

　

企
業
の
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
へ
の
事
業
展
開
の
加
速
や
、

海
外
か
ら
の
旅
行
者
誘
致
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
事
業
に
お
け
る
多

国
籍
顧
客
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
国
や
地
域
の
多
様
性
を
理
解
し
、

十
分
な
言
語
運
用
能
力
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成・

確

保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
企
業
で
も
、
留
学
生
の
採
用
や
、

日
本
人
社
員
向
け
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
な
ど
、
多
様
な
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
、
先
進
的
な
多
文
化
環
境
を
生
か

し
た
教
育
実
践
を
進
め
て
き
た
到
達
点
を
踏
ま
え
、「
社
会
で
働
く

人
材
（
社
会
人
）
向
け
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（Global Com

petency Enhancem
ent Program

）

を
２
０
１
１
年
に
開
始
し
た
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
は
、
春
と
秋
に
２
回
入
学
で
き
、
１
年
間
を
４
タ
ー

ム
に
分
け
る
本
学
の
特
長
的
な
学
年
歴
（
１
ク
オ
ー
タ
ー
２
カ
月
）

を
生
か
し
て
設
計
さ
れ
た
。
企
業
な
ど
の
社
員
が
、
企
業
派
遣
研

修
生
と
し
て
２
カ
月
間
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
在
籍
し
、
多
様
な
国
際
学
生
な

ど
と
混
じ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
系
の
講
義
や
、
集
中
的
な
英
語
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
受
け
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
適
応
す
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、

「
言
語
運
用
能
力
」
を
鍛
え
、

「
多
文
化
適
応
力
」
を
養
い
、

「
経
営
ス
キ
ル
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
（
図
表

１
）。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
新
入
社
員
教

育
、
中
堅
社
員
教
育
、
海
外
赴

任
前
教
育
と
幅
広
く
設
定
し
、

20
代
か
ら
30
代
の
年
齢
層
の
参

加
者
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
派

遣
元
の
企
業
の
業
界
は
、
運
輸
、

金
融
、
電
気・

機
械
、
通
信・

サ
ー
ビ
ス
、
メ
ー
カ
ー
、
Ｉ
Ｔ
、

商
社
、
卸・

小
売
な
ど
で
あ
り
、
１
タ
ー
ム
あ
た
り
５
～
15
名
程

度
を
受
け
入
れ
る
。

２　
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
特
徴

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
国
際
学
生
が

多
数
入
居
す
る
国
際
教
育
寮
（
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
）
へ
の
入
寮
の
義
務

付
け
で
あ
る
。
研
修
生
は
52
カ
国・

地
域
の
約
１
３
０
０
人
の
寮 図表１　GCEPプログラムのねらい

実践的な言語能力 対話による「コミュニケーション能力
の向上」、ビジネスに生きる「多様な
国の背景・考え方への理解」

言語、世界に対する意識の変化、価値観の再構築、
グローバル化するビジネス環境への対応

国際認証AACSB取得による世界
水準の教育

グローバル人材

言語運用能力 多文化適応力+ 経営スキル+

▼

2カ月・4カ月単位でプログラムを提供
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生
と
生
活
を
共
に

す
る
。
二
つ
目
は
、

英
語
で
開
講
さ
れ

て
い
る
国
際
経
営

学
部
の
専
門
科
目

の
履
修
で
あ
る
。

本
人
の
語
学
力
も

考
慮
し
、
学
部
の

講
義
よ
り
も
レ
ベ

ル
の
高
い
大
学
院

の
講
義
も
受
講
で

き
、
同
時
に
ビ
ジ

ネ
ス
に
必
要
な
経

営
ス
キ
ル
面
の
向

上
を
目
指
す
。
そ

し
て
三
つ
目
が
、

Ａ
Ｌ
Ｌ
（A

ctive 
L

a
n

g
u

a
g

e 
Learning

）
と
呼

ば
れ
る
多
国
籍
の

国
際
学
生
と
の
集

中
的
な
英
会
話
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。
学
内
で
選
抜
さ
れ

た
学
部
生
、
大
学
院
生
が
Ｔ

Ａ
（T

eaching A
ssistant

）

と
な
っ
て
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
英
語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

実
践
的
な
英
語
力
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
さ
ら
に
研
修
生
と

学
生
と
の
テ
ー
マ
別
の
セ
ミ

ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
う
取
り
組
み
も
多
く
あ
る
。

　

研
修
生
は
派
遣
元
企
業
の

人
事
部
担
当
者
の
同
席
の
下

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
間
時
点

と
終
了
直
前
の
２
回
、
英
語

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
。
教
員
に
よ
る
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ジ
ン

グ
や
、
本
学
で
開
発
し
た
学

び
の
可
視
化
の
評
価
指
標
と

図表２　研修生時間割

写真１　多国籍の学生との集中英会話写真２　英語での最終プレゼンテーション

GCEPグローバル
リーダーセミナー

【参考：時間割例（1クオーター（2カ月）：英語開講科目（①/②）10単位の場合】
=プレゼンテーション準備・レポート作成など = ALL（Act ive Language Learning ）

ALL（韓国人）

ALL（タイ人） ALL（米国人） ALL（ウズベキスタン人）

ALL（中国人）

ALL（インド人）

ALL（ベトナム人） ALL（インドネシア人）

=講義

Principles of
Marketing ①

Principles of
Marketing ②

Hospitality
Marketing ①

Hospitality
Marketing ②

Brand
Management ①

Business
Ethics ①

Strategic
Management ①

Strategic
Management ②

Business
Ethics ②

Brand
Management ②
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な
る
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
活
用
し
て
、
多
文
化

適
応
力
の
測
定
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
う
な
ど
、
研
修

生
は
２
カ
月
間
に
わ
た
り
、
濃
密
な
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
と
な
る
（
図
表
２
）。

　

な
お
、
２
カ
月
間
の
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
以
外
で
は
、
企
業
の
研

修
目
的
や
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
研
修
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
「
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
―

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
短

期
間
（
週
末
を
利
用
し
た
３
日
間
な
ど
）
で
実
施
し
て
い

る
。
取
り
扱
う
内
容
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
日
本
企
業
の
海
外
現
地
法
人
の
従
業
員
を
対
象
と
し

た
日
本
語
運
用
能
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
年
間
２
０
０
名
近
く
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

３　
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
効
果

　

研
修
生
が
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
期
待
す
る
こ
と
は
、「
言
語
運
用

能
力
」
と
「
多
文
化
適
応
力
」
の
２
点
に
集
約
さ
れ
る
（
図

表
３
）。
研
修
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
国
際
学
生
と

の
交
流
や
授
業
で
多
用
さ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、「
言

語
や
異
文
化
へ
の
壁
が
取
り
除
か
れ
た
」「
日
常
会
話
や
ビ

図表３　多文化適応力・交渉力向上の目安

図表４　言語運用能力の変化（TOEIC 2016年度実績）

言語運用能力や多文化適応能力の変化を研修の前後で測定。
受講生や国際学生の TA（Teaching Assistant）のフィードバックをまとめた実施報告書も作成する。

多文化適応能力・交渉力向上の目安
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ジ
ネ
ス
英
語
に
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
コ
メ

ン
ト
や
、「
お
互
い
の
考
え
や
利
益
に
つ
い
て
共
有
し
交
渉
で
き
る

自
信
を
身
に
つ
け
た
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
真
の
異
文
化
交
流
と

は
何
か
が
わ
か
っ
た
」「
自
分
の
基
盤
Ｏ
Ｓ
（operating system

）

が
入
れ
替
わ
っ
た
」
な
ど
、
多
文
化
適
応
力
や
交
渉
力
に
関
す
る

満
足
度
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
修
生
の
言
語
運
用
能
力
の
伸
び
はT

O
EIC Reading &

  
Listening

お
よ
びT

O
EIC Speaking &

 W
riting

で
測
定 

す
る
（
図
表
４
）。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
事
業
を
推
進
す
る
一
般
財
団
法
人

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）
か
ら

は
、
他
の
一
般
的
な
企
業
研
修
と
比
較
し
て
も
、
ス
コ
ア
の
伸
び

率
が
高
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
研
修
生
や
Ａ
Ｌ
Ｌ
担
当
の

国
際
学
生
か
ら
は
、
短
期
間
に
集
中
し
て
、
か
つ
能
動
的
に
英
語

を
使
う
な
か
で
、
積
極
性
や
継
続
性
な
ど
、
ス
コ
ア
を
も
っ
て
測

定
し
づ
ら
い
点
も
向
上
し
た
、
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
期
間
中
、
研
修
生
は
異
な
る
業
界・

企
業
の
研
修
生

と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
言
語
運
用
能
力
や
多
文
化
適
応
力
の
向
上
の
み

な
ら
ず
、
社
会
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
機
会
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

研
修
生
が
、
学
生
と
共
に
生
活
と
学
習
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
る
学
生
へ
の
教
育
効
果
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
本
学
が

所
在
す
る
別
府
市
は
、
就
職
活
動
前
に
学
生
が
企
業
関
係
者
と
日

常
的
に
交
流
し
た
り
、
日
本
で
働
く
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
り
す

る
機
会
は
、
首
都
圏
な
ど
と
比
べ
れ
ば
決
し
て
多
く
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
研
修
生
と
学
生
が
、
授
業
や
寮
で
の
交
流
を
通
じ
て
、

リ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
の
意
見
交
換
を
し
た
り
、
身
近
な
社
会

人
の
先
輩
と
し
て
働
き
方
の
相
談
を
す
る
な
ど
は
、
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
面
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
研
修
終
了
後
も
、
引
き

続
き
研
修
生
と
学
生
と
の
間
で
交
流
が
継
続
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
、
就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
な
ど
、
学
生
と
研
修
生・

派
遣
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
、
効
果
的
な
就
職
や
採
用
に
つ
な
が

る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
研
修
生
の
海
外
赴
任
に
際
し
て
、

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
海
外
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
な
ど
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
後
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
る
副
次
的
な
効
果
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

順
調
に
拡
大
し
た
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
で
あ
る
が
、
一
部
に
課
題
も
残
さ

れ
て
い
る
。
連
携
企
業
の
新
規
開
拓
や
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作

り
、
日
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
な
ど
を
、
国
際
経
営
学
部
や
Ｍ
Ｂ

Ａ
の
教
員
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
の

教
員
や
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
担
当
職
員
に
よ
る
教
職
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

662018.1　大学時報



よ
っ
て
進
め
て
い
る
。
現
在
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
意
義
な
ど
に
賛
同

し
た
メ
ン
バ
ー
の
自
発
的
か
つ
積
極
的
な
関
わ
り
や
、
教
職
員
間

の
適
切
な
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡

大
と
い
っ
た
企
業
の
ニ
ー
ズ
も
か
な
り
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
入
増
加
に
応
じ
た
人
員
な
ど
の
体
制
強
化
を
迅
速
に
進
め
、
持

続
的
発
展
の
可
能
性
を
担
保
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

企
業
の
人
事
な
ど
担
当
者
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
時
間
と

コ
ス
ト
を
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ
て
も
、
研
修
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
や
成
果

の
可
視
化
が
困
難
で
あ
る
、

と
い
っ
た
悩
み
を
聞
く
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
は

そ
の
よ
う
な
課
題
解
決
に
、

さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
一
石

を
投
じ
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
。
そ
れ
は
「
半
径
３

メ
ー
ト
ル
以
内
の
日
常
的
な

異
文
化
体
験１」
が
、
日
常
的

な
場
と
し
て
存
在
し
て
い
る

と
い
う
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
強
み
を
存
分
に
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
着
実
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
企
業
で
は
、
英
語
が
で
き
る
人
材
だ
け
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
業
務
に
携
わ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
語
以
外
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
多
様
性
を
生
か
す
力
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
社
員
の
総
合
的
な
資
質
向
上
が
、
企
業
の
組
織
力
を

高
め
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
自
然
に
身
に
付
け
、

成
長
を
う
な
が
す
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
と
教
育
の
仕
組
み
は
、

他
大
学
に
は
無
い
強
み
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
企
業

と
の
密
な
連
携
に
よ
っ
て
、
多
文
化
環
境
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
計・

具
体
化
し
、
共
に
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
は
、

２
０
３
０
年
を
め
ど
と
し
た
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
学
ん
だ
人
た
ち
が
世
界

を
変
え
る
」
こ
と
を
目
指
す
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

も
合
致
す
る
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
。
今
後
も
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
日
本
社
会
や
企
業
の
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。�

●
注

１　

中
原 

淳
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
科
学
す
る
」（http://

diam
ond.jp/articles/-/111912

）

写真３　グループワークの様子
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事
務
局
長
在
任
中
、
新
採
用
の
教
員
の
方
々

か
ら
、
建
学
の
理
念
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的

な
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。

も
う
四
半
世
紀
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
本
学
は
、
学
部
学
科
の
改
組
転
換
を
成

し
遂
げ
、
学
外
か
ら
多
く
の
教
員
を
招
い
た
時

期
で
あ
っ
た
。
本
学
の
基
幹
で
あ
っ
た
仏
教
学

部
を
廃
止
し
、
人
間
学
部
を
創
設
し
た
こ
と
か

ら
、
必
要
な
人
材
を
外
部
に
求
め
た
た
め
に
説

明
す
る
機
会
が
生
じ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
大
乗

仏
教
思
想
に
基
づ
く
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」

を
建
学
の
理
念
と
し
て
創
立
さ
れ
た
大
学
で
あ

る
。
こ
の
建
学
の
理
念
に
つ
い
て
、 〝
智
慧
〟
と

は
、
単
な
る
知
識
の
修
得
で
は
な
く
、
人
と
し

て
生
き
て
い
く
う
え
で
の
心
根
を
持
つ
こ
と
。

〝
慈
悲
〟
と
は
、「
仏
心
と
は
、
大
慈
悲
是
れ
な

り
」（『
観
無
量
寿
経
』）
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
他
人
を
慈
し
み
労
る
心
根
を
持
つ
こ
と
で

あ
る
。
心
を
育
て
育
む
教
育
に
仏
心
を
覆
い
か

ぶ
せ
、
豊
か
な
学
び
へ
と
繋
げ
て
ほ
し
い
、
と

先
生
方
に
説
明
し
た
。
ま
た
、
仏
心
を
育
て
育

む
教
育
に
は
、
心
を
見
つ
め
、
心
を
見
守
り
、

心
に
思
い
を
い
た
す
、
そ
ん
な
確
か
な
手
が
か

り
が
あ
り
、
単
な
る
手
法・

手
段
で
は
な
く
、

目
指
す
べ
き
目
標・

目
的
と
な
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
と
も
説
明
し
た
。

　

こ
の
時
の
教
育
改
革
を
契
機
に
、
本
学
は
大

き
な
変
貌
期
を
迎
え
た
。
創
立
時
か
ら
の
主
目

的
で
あ
っ
た
、
設
立
仏
教
四
宗
派
（
天
台
宗・

真
言
宗
豊
山
派・

真
言
宗
智
山
派・

浄
土
宗
）

の
後
継
者
養
成
を
堅
持
し
つ
つ
、
社
会
に
開
か

れ
た
大
学
を
目
指
し
、
ソ
フ
ト・

ハ
ー
ド
両
面

の
改
革
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
２
０
１
５
年
、
創
立
90
周
年
の

区
切
り
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
学
を

取
り
巻
く
現
在
の
厳
し
い
状
況
下
、
当
面
は
１

０
０
周
年
に
向
け
て
、さ
ら
な
る
展
開・

発
展
を

図
る
べ
く
、
学
生
中
心
の
視
点
に
立
っ
た
教
育

の
実
践
に
、
学
内
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
常
時
心
に
留
め
て
い

ず
いそう

「智慧と慈悲の実践」
を目指して
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る
こ
と
、
職
責
を
果
た
す
上
で
の
強
い
思
い
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　

一
つ
に
は
、
中・

長
期
的
な
諸
課
題
と
喫
緊

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
仕
分
け
を

し
て
、
十
全
に
意
を
尽
く
し
得
る
か
対
応
す
る

こ
と
。
二
つ
に
は
、
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て

は
大
雑
把
に
、
し
か
も
柔
軟
に
粗
筋・

概
要
の

全
体
的
な
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
細
か
い

ミ
ス
や
遺
漏
の
生
じ
な
い
よ
う
、
委
細
に
及
ん

で
気
配
り・

目
配
り
し
て
、
い
か
に
配
慮
す
る

か
と
い
う
こ
と
。
三
つ
に
は
、
そ
う
し
た
場
面・

状
況
に
応
じ
た
適
宜
適
切
な
舵
取
り
の
難
し
さ

を
、
実
際
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と

―
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
学
生
諸
君
も
明
る
く
元
気

な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
謳
歌
し
て
い
る
と
確

信
し
て
い
る
。
仏
教
精
神
の
行
き
渡
っ
た
学
風

の
中
で
、
学
生
一
人
一
人
が
、
社
会
人
と
し
て

わ
き
ま
え
る
べ
き
基
本
的
な
素
養
を
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
を
、
強
く
願
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
教
職
員
が
学
生
の
視

点
に
立
っ
た
配
慮
を
心
掛
け
る
こ
と
と
肝
に
銘

じ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
教
職
員
と
温
か

く
心
を
交
わ
し
、
手
を
取
り
合
っ
て
和
合
精
神

を
発
揮
し
、
努
力
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
こ

に
自
ず
か
ら
建
学
の
理
念
で
あ
る
仏
教
精
神
を

よ
り
よ
く
活
用
し
、
前
向
き
な
歩
み
と
し
て
い

く
道
筋
が
開
け
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

本
学
は
い
ま
、
開
設
２
年
目
の
地
域
創
生
学

部
と
、
そ
の
前
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
構

想
研
究
所
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
地
域
社
会
と
の

連
携・

交
流
に
強
く
心
を
向
け
て
い
る
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」
で
あ

る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
そ
の
具
現
化
の
た

め
に
、
他
学
部
の
学
生
を
含
め
、
学
生
諸
君
が

地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
で
、
地
域
の
人
々
と
語

り
合
い
、
心
を
結
び
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
と
の
絆
を
深
め
、
学

生
自
身
の
社
会
人
力・

人
間
力
の
育
成
に
結
び

付
け
ら
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

岡本 宣丈●学校法人大正大学理事長
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大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
広
場
や
並
木
道
な
ど
豊
か
な
緑
地
を
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
近
隣
地
域
を
も
含
め
て
景
観
管
理
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
入
場
を
許
可
す
る
大
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
庭
園
を
開
放
す
る
な

ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
大
学
に
対
す
る
印

象
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
大
学
の
緑
地
管
理
に
は
、
総
合
的
な
施
設
維
持
管
理

計
画
の
企
画・

運
用
に
基
づ
く
多
く
の
手
間
や
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
全
国
の
自
治
体
に

は
緑
化
助
成
補
助
金
な
ど
の
支
援
補
助
制
度
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
だ
け
で
は
十
分
と

は
言
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
大
学
の
緑
地
を
と
り
ま
く
状
況
を
踏
ま
え
、
本
小
特
集
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
緑
地
管
理・

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
緑

地
の
位
置
付
け
や
そ
の
管
理
、
成
果
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
大
学
の
緑
地
管
理
に
関

す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

小特集

大
学
の
緑
地
管
理
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深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季

中
島 

隆

●
駒
澤
大
学
深
沢
校
舎
事
務
室
課
長

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
を
活
用
し
た
緑
地
管
理

山
本 

功
一

●
立
正
大
学
管
財
部
熊
谷
管
財
課
課
長

教
育
農
場
と
ガ
ー
デ
ン
は
教
育
実
践
の
舞
台

─
命
を
育
み
、
人
を
育
て
る
園
芸
教
育

─

澤
登 

早
苗

●
恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

─
立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
事
例
と
し
て

─

武
田 

史
朗

●
立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授
、 

　
学
校
法
人
立
命
館
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
副
室
長
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は
じ
め
に

　
「
三
越
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
」。
近
隣
で
は
今
で
も
そ
う
呼
ぶ
方
が

多
い
。
昔
の
面
影
を
多
く
残
し
て
い
る
た
め
「
駒
澤
大
学
深
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
」
よ
り
も
旧
名
の
ほ
う
が
な
じ
み
深
い
よ
う
だ
。

１　
現
在
に
至
る
経
緯

　

こ
の
敷
地
は
、
本
学
が
１
９
９
９
年
に
百
貨
店
の
株
式
会
社
三

越
（
現
株
式
会
社
三
越
伊
勢
丹
）
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

敷
地
面
積
は
約
１
万
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
が
、
第

一
種
低
層
住
居
地
域
が
84
％
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
存

す
る
建
物
（
洋
館・

日
本
館・

茶
室
）、
庭
園
な
ど
を
存
続
さ
せ
、

地
域
貢
献
に
寄
与
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
条
件
緩
和
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
都
か
ら
現
状
の
認
可
を
受
け
て
校
地
と
し

て
使
用
し
て
い
る
。

小
特
集

大
学
の
緑
地
管
理

深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季

中
島 

隆
●
駒
澤
大
学
深
沢
校
舎
事
務
室
課
長深沢キャンパス全体図
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か
つ
て
、
こ
の
土
地
は
大
正
時
代
に
三
越
が
社
員
の
福
利
厚
生

施
設
と
し
て
開
発
し
た
場
所
で
あ
っ
て
、
体
育
や
文
化
活
動
の
拠

点
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
運
動
場
の
ほ
か
、
三
越
駒
沢
体
育
館
や
プ
ー

ル
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
１
９
７
２
年
に
三
越
創
業

３
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
迎
賓
館
と
し
て
の
「
三
越

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
」
や
庭
園
が
完
成
し
、
同
じ
く
茶
室
が
三
越
本

店
か
ら
移
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
１
９
８
２
年
に
日
本
館
が
開
設

さ
れ
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

用
地
取
得
後
は
、
建
設
当
時
の
姿
を
残
し
つ
つ
大
学
の
施
設
と

し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
洋
館
に
は
耐
震・

改
修
工
事
を
、
日
本

館・

茶
室
に
は
改
修
工
事
を
施
し
た
。

２　
施
設
紹
介

　

こ
こ
で
、
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
主
な
施
設
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
。

⑴
　
洋
館
（
旧
三
越
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
）

　

昭
和
を
代
表
す
る
建
築
家
で
あ
り
、
新
興
数
寄
屋
造
り
の
大
家

と
評
さ
れ
る
吉
田
五
十
八
の
作
品
で
あ
る
。
他
の
作
品
と
し
て
は
、

外
務
省
飯
倉
公
館
、
旧
歌
舞
伎
座
、
日
本
芸
術
院
会
館
、
大
和
文

華
館
、
岸
信
介
邸
、
第
17
世
中
村
勘
三
郎
邸
、
作
家
の
吉
屋
信
子

邸
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

当
時
の
図
面
は
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

依
頼
者
が
外
務
省
飯
倉
公
館

（
ゴ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
）
を
見
て
吉
田

に
設
計
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
類
似
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。

作
品
は
三
越
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
の

名
称
で
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

飯
倉
公
館
の
装
飾
な
ど
の
金
物
が

金
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
銀
色
を
基
調
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に

由
来
し
て
い
る
。
大
小
二
つ
の
広
間
や
ロ
ビ
ー
を
有
し
、
当
時
の

調
度
品
は
現
在
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
庭
　
園

　

元
は
三
越
の
運
動
場
で
あ
っ
た
場
所
で
、
樹
木
は
な
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
周
辺
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
、
吉
田
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
そ
の
庭
園
の
構
成
に
お
い
て
、

借
景
を
計
算
に
入
れ
て
起
伏
の
ゆ
る
や
か
な
平
安
朝
の
絵
巻
物
を

思
わ
せ
る
芝
生
の
庭
園
と
し
た
。
こ
の
大
ら
か
な
の
び
の
び
し
た

雰
囲
気
を
持
つ
庭
は
、
大
宮
人
が
蹴
鞠
で
も
し
て
い
る
図
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
近
代
的
で
す
ら
あ
る
。
ゆ
る
や
か
な
起 洋館正面玄関

小特集●大学の緑地管理
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伏
の
芝
生
の
小
山
は
ま
た
、
敷
地

外
か
ら
の
借
景
で
あ
る
樹
木
へ
の

視
線
を
ス
ム
ー
ス
に
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
番
外
側
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
は
じ
め
と
す
る
桜
。
小
山
に

沿
っ
て
松
、
ツ
ツ
ジ
や
モ
ミ
ジ
な

ど
が
植
え
ら
れ
、
四
季
折
々
の
風

情
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
池
も
併
設
さ
れ
、
鯉
が
優
雅
に
泳
い
で
い
る
。
静
か
な
環
境

に
さ
ま
ざ
ま
な
小
鳥
や
カ
ル
ガ
モ
、
時
に
は
ア
オ
サ
ギ
や
野
生
化

し
た
イ
ン
コ
ま
で
遊
び
に
来
る
。

⑶
　
而に

今こ
ん

庵あ
ん

（
茶
室
）

　

１
９
５
７
年
に
三
越
本
店
６
階

に
茶
室
「
樹じ

ゅ

庵あ
ん

」
と
し
て
開
設
さ

れ
、
１
９
７
２
年
に
当
地
に
移
築

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
茶
室
は
本
学

移
管
後
の
２
０
０
０
年
に
補
修
し
、

当
時
の
松
田
文
雄
総
長
に
よ
り

「
而
今
庵
」
と
改
名
さ
れ
た
。
禅
語

で
「
過
ぎ
去
っ
た
時
」、「
こ
の
瞬
間
」
は
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
、

「
今
」
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
願
い

か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑷
　
日
本
館

　

１
９
８
２
年
に
純
和
風
の
日
本

館
が
開
設
さ
れ
た
。
当
時
は
結
婚

式
場
や
宴
会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
、

美
し
い
庭
園
を
な
が
め
な
が
ら
懐

石
料
理
を
賞
味
で
き
る
美
と
味
覚

の
館
で
あ
っ
た
。
広
い
舞
台
が
設

置
さ
れ
て
い
る
１
１
５
畳
の
大
広

間
は
、
会
議
の
規
模
に
よ
り
３
部

屋
に
分
割
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、「
桜
」「
菖
蒲
」「
紅
葉
」
と

名
付
け
ら
れ
、
か
た
わ
ら
に
８
畳
の
茶
室
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

⑸
　
深
沢
校
舎

　

日
本
館
を
中
心
と
し
た
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
室
が
あ
る
だ
け
で

あ
っ
た
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ
れ
た
新
校
舎
は
、
２
０
０
６

年
10
月
に
完
成
し
、
翌
年
４
月
に
使
用
を
開
始
し
た
。
地
上
６
階・

地
下
１
階
の
校
舎
は
、
延
べ
床
面
積
約
１
万
２
３
０
０
平
方
メ
ー

築山から庭園・洋館を望む

日本館から而今庵を望む

日本館正面玄関
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ト
ル
を
有
し
て
い
る
。
大
学
院
の
研
究
室・

教
室
、
大
学
設
置
の

各
研
究
所
、
さ
ら
に
国
際
セ
ン
タ
ー
も
日
本
館
か
ら
移
転
し
、
幅

広
い
国
際
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
開
講
座
な
ど

の
生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
と
の
連
携
協
力
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
現
在
、
深
沢
校
舎
の
施
設
利
用
は
年
間
１
０
０

０
件
を
超
え
て
お
り
、
学
内
外
を
問
わ
ず
有
効
利
用
が
な
さ
れ
、

利
用
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る
。

３　
庭
園
開
放

　

特
筆
す
べ
き
は
、
庭
園
開
放
で
あ
る
。
桜
と
紅
葉
の
時
期
に
、

２
週
間
程
度
で
は
あ
る
が
一
般
の
方
々
に
庭
園
を
開
放
し
、
柔
ら

か
な
芝
生
を
踏
み
し
め
な
が
ら
散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。
告
知
は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
公

共
施
設
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
駒
沢
大
学
駅
構
内
の
本
学
専

用
掲
示
板
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。
来
園
者
は
春・

秋
と
も
７
０
０

人
～
１
０
０
０
人
を
数
え
、
深
沢
地
域
の
名
物
催
事
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
の
秋
か
ら
日
曜・

祝
日
も
開
放
し
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

４�　
駒
澤
大
学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
を
管
理
す
る
と
い
う

こ
と

　

管
理
に
つ
い
て
、
悩
み
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
庭
園
や
樹
木

の
維
持
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
池
の
衛
生
管
理
な
ど
の
特
殊
な
業

務
が
発
生
す
る
。
ビ
ル
管
理
会
社
と
定
期
的
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
つ
つ
、
管
理
業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
に
と
っ
て
は
後
発
の
建
築
物
で
あ
る
校
舎
や
改
修
後
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
な
じ
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
近
隣
へ
の
配
慮
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
ビ
ル
風
や
日
照
問
題
、
落
葉
対
策
な
ど
は
、
説
明

会
を
重
ね
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
は
い
る
も
の
の
、
キ
ャ
ン
パ
ス

を
管
理
す
る
側
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
連
携
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
快
感
を
与
え
な
い
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。

　

庭
園
を
は
じ
め
、
洋
館
、
日
本
館
や
茶
室
の
維
持
保
全
は
重
要

で
あ
る
。
吉
田
茂
邸
の
焼
失
、
歌
舞
伎
座
の
解
体
な
ど
に
よ
っ
て

吉
田
五
十
八
の
作
品
が
徐
々
に
数
を
減
ら
し
て
い
る
今
日
、
洋
館

は
ま
す
ま
す
貴
重
な
建
物
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

閑
静
な
住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
大
学
と
し
て
、
地
域
の
理
解
や
協

力
な
く
し
て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
不

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
駒
澤
大
学
深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

今
後
と
も
地
域
と
の
懸
け
橋
と
な
る
よ
う
、
こ
の
校
地
を
維
持
管

理
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。�

小特集●大学の緑地管理
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は
じ
め
に

　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
公
益
財
団
法
人
都
市
緑
化
機
構

（
以
下
、
都
市
緑
化
機
構
）
の
社
会・
環
境
貢
献
緑
地
評
価
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
：Social and Environm

ental Green  
Evaluation System

）
の
認
定
を
取
得
す
る
に
至
っ
た
背
景・

経

緯
、
活
動
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
き
た
か
、
ご
紹
介
し
た
い
。

１　
背
景『
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
』

　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
埼
玉
県
熊
谷
市
郊
外
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
た

め
、
建
物
の
配
置
や
競
技
施
設
な
ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
配
慮
し
、

多
く
の
樹
木
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
て
い
る
。
約
35
万
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
そ
の
う
ち
約
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
緑
地
面
積
を
維
持
し
て
い
て
、
近
隣
に
は
森
林
が
多
く
、
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
が
埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
の
一
部
に
指
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
樹
木
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
緑

地
帯
の
下
刈
り
と
植
栽
剪
定
に
追
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
広
大
な
緑

地
の
植
栽
管
理
の
費
用
増
加
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
課
題
で
あ
り
、

構
内
全
体
の
樹
木
を
全
て
均
等
に
管
理
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ

て
い
た
。

　

植
栽
維
持
管
理
費
の
内
訳
は
、
人
件
費
（
作
業
費・

機
材
費
）

と
処
分
費
に
大
別
で
き
る
。
構
内
で
焼
却
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、

法
規
制
に
よ
っ
て
構
内
処
理
が
で
き
な
く
な
り
、
処
分
費
が
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
手
始
め
と
し
て
処
分
費
の
削
減

か
ら
始
め
た
。
伐
採
し
た
樹
木
を
構
内
の
柵
や
土
留
め
な
ど
に
利

用
し
、
簡
易
的
な
集
積
場
所
を
構
内
に
定
め
、
雑
草
や
落
葉
な
ど

を
分
別
し
て
学
内
処
理
を
推
進
し
、
処
分
費
を
削
減
は
し
た
も
の

の
、
そ
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
た
。

小
特
集

大
学
の
緑
地
管
理

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
を
活
用
し
た
緑
地
管
理

山
本 

功
一
●
立
正
大
学
管
財
部
熊
谷
管
財
課
課
長
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２�　
熊
谷
再
開
発
計
画
と
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
認
定
の�

位
置
付
け

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
学
生
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
と
耐
震
工
事
、
設
備
の
改
善
な
ど
が
必
要
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
開
設
当
初
か
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
「
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
「
自
然
と
の
共
生
」
を
よ
り
強
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
計
画
を
検
討
し
た
結
果
、
先
進
的
キ
ャ
ン
パ
ス
を

創
造
す
る
五
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
①
学
び
（
新
た
な
知
を
育

む
キ
ャ
ン
パ
ス
）
②
環
境
（
エ
コ・

キ
ャ
ン
パ
ス
）
③
健
康
（
ス

ポ
ー
ツ
＆
ヘ
ル
ス
フ
ル・

キ
ャ
ン
パ
ス
）
④
憩
い
（
ア
メ
ニ
テ
ィ・

キ
ャ
ン
パ
ス
）
⑤
社
会
（
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
掲
げ
た
。

再
開
発
計
画
で
は
、
開
発
を
行
う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」
と
豊

か
な
自
然
を
残
す
「
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
」
を
、
水
景
池
を

境
に
明
確
に
分
け
、「
自
然
」
と
「
ひ
と
」
と
「
建
築
」
が
美
し
く

融
合
し
た
風
景
を
描
い
た
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
計
画
が
進
む
中
、
２
０
０
８
年
に
、

都
市
緑
化
機
構
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
「
緑
の
認
定
」
を
大
学
と
し

て
初
め
て
受
け
た
。
大
学
の
方
針
と
し
て
「
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
守
る
姿
勢
を
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
、
未
だ
、
ど
の
大
学
も
受
け
て
い
な
い
「
緑
の
認

小特集●大学の緑地管理
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定
」
を
立
正
大
学
が
受
け
て
学
生
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
経
営
戦
略
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

都
市
緑
化
機
構
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
の
考
え
方
は
、
従
来
の

緑
地
整
備・
管
理
の
目
標
で
あ
る
「
工
場
立
地
法
や
自
治
体
条
例

な
ど
の
法
規
制
対
応
」「
環
境
保
全
、
防
災
、
防
音
な
ど
の
社
会・

近
隣
対
策
」「
緑
地
面
積
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
」
で
は
な
く
、「
緑
が

生
み
出
す
効
果
は
個
々
に
は
小
さ
い
も
の
で
も
、
環
境
、
社
会
、

経
済
面
に
お
い
て
多
機
能
な
効
果
を
提
供
す
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
は
、
こ
う
し
た
緑
地
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

優
れ
た
効
果
の
評
価
、
認
定
を
行
い
、
企
業
緑
地
の
「
価
値
の
見

え
る
化
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年
１
回
、
行
わ
れ

る
審
査
に
は
、
①
大
学
の
緑
地
の
優
れ
た
点
、
改
善
す
べ
き
点
の

提
案
②
緑
の
取
り
組
み
が
正
し
い
か
③
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
緑
化
の
効
果
、
価
値
な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
進
め
て
い
る
再
開
発
計
画
の
方
向
性
が
正

し
い
か
ど
う
か
は
、
外
部
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
、
大
学
と
し
て

ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

３　
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
に
よ
る
植
栽
維
持
管
理
へ
の
効
果

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」
に
は
、
自
然
を
感
じ
る
エ
リ
ア
と
し
て

人
工
的
な
空
間
を
造
っ
た
。
例
え
ば
、
建
物
間
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

野球部・ラグビー部寄宿舎

サッカー部寄宿舎

エネルギーセンター
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キ
ン
グ
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
利
用
し
、
人
工
的
で
は
あ
る
が
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
暖
色
系
で
温
も
り
の
あ
る
素
材
を
使
っ
た
広
場
を

数
多
く
設
け
た
。
設
計
の
段
階
か
ら
、
記
念
樹
や
現
存
す
る
植
栽

を
活
用
し
、
新
た
な
植
栽
を
選
定
す
る
際
に
は
武
蔵
野
の
景
観
や

生
態
系
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
ま
た
、
高
木・

低
木
の

他
に
地
被
類
を
多
用
、
樹
木
の
生
長
に
伴
う
管
理
作
業
を
低
減
す

る
よ
う
に
し
、
屋
外
通
路
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

を
置
き
、
長
い
期
間
、

少
な
い
手
間
で
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
植
栽
を
選
定・

配

置
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
緑
の
印
象
を
強

く
打
ち
出
し
つ
つ
、

作
業
労
力
を
削
減
す

る
効
果
的
な
演
出
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

全
体
の
管
理
方
法

と
し
て
は
、
植
栽・

樹
木
年
間
作
業
計
画

表
を
作
成
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
構
内
清

掃
要
員
が
作
業
を
行

い
、
成
果
な
ど
を
聴

き
取
り
調
査
し
て
作

業
の
効
率
化
を
図
っ

た
。
な
お
、
計
画
表

の
変
更
は
、
そ
の
つ

ど
行
っ
た
。
構
内
を

細
か
く
エ
リ
ア
分
け

し
、
学
生
の
利
用
頻

度
や
学
内
行
事
に
合

わ
せ
た
植
栽
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
無
駄
な
作
業

時
間
を
削
減
し
、
ブ
ロ
ア
ー
（
庭
専
用
の
強
力
な
電
機
掃
除
機
）

作
業
を
取
り
入
れ
て
作
業
時
間
を
短
縮
し
た
。
こ
の
よ
う
に
軽
微

な
清
掃
を
基
本
と
す
る
植
栽
維
持
管
理
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

い
ま
ま
で
専
門
業
者
に
委
託
し
て
い
た
業
務
を
、
構
内
清
掃
員
の

作
業
範
囲
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
植
栽
維
持
管
理

の
経
費
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
方
、
台
風
前
の
枯
木
伐
採
な

ど
、
危
険
を
伴
う
作
業
は
従
来
ど
お
り
専
門
業
者
に
委
託
し
、
キ
ャ

小特集●大学の緑地管理
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ン
パ
ス
の
安
全・

安
心
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
た
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ
レ

ス
ト
」
は
緑
の
保
全
エ
リ

ア
と
し
て
景
観
を
楽
し
む

憩
い
の
空
間
を
造
っ
た
。

再
開
発
計
画
を
通
し
て
新

設
し
た
修
景
池
に
は
カ
エ

ル
や
タ
ニ
シ
、
カ
ワ
エ
ビ

な
ど
が
生
息
し
、
水
辺
を

求
め
て
カ
モ
や
サ
ギ
な
ど

が
多
く
飛
来
す
る
憩
い
の
空
間
を
演
出
し
た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
武

蔵
野
の
原
風
景
の
保
存
を
狙
い
と
し
て
い
る
た
め
、
植
栽
維
持
管

理
も
必
要
以
上
に
人
の
手
を
加
え
ず
に
行
う
方
針
と
し
た
。
具
体

的
に
は
、
遊
歩
道
の
安
全
巡
視
（
枯
木
の
落
下
防
止
な
ど
）
や
枯

葉
の
回
収
な
ど
に
と
ど
め
て
い
る
。

４�　
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
認
定「
維
持・

更
新
」の
効
果（
緑
の

活
用
術
）

　

毎
年
行
わ
れ
る
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
認
定
は
、
更
新
審
査
時
の
現
地
調

査
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
専
門
家
）
が
本
学
の
緑
の
活
用
術
の

「
強
み・

弱
み
」
を
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
丁
寧

に
解
説
し
て
く
れ
る
た
め
、
活
用
術
を
向
上
さ
せ
る
手
段
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
緑
化
の
効
果
や
価
値
な
ど
の
「
見
え
る
化
」

を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
大
学
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
い
か

に
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
る
か
を
助
言
し
て
お
り
、
学
内
で
収
集
し

た
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
、
本
学
が
詳
細
に
把
握
す
る
契
機
と
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
活
用
術
と
し
て
は
、

開
設
当
初
か
ら
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
を
研
究
教
材
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
８
年
に
地
球
環
境
科

学
部
（
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科・

地
理
学
科
）
が
開
設
さ
れ
、
施
設

と
研
究
資
材
が
身
近
に
あ
る
最
適
な
教
育
環
境
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
も
と
で
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
野
鳥
観
測
や
野
生
動
物
（
野
う
さ
ぎ
、
た
ぬ
き
）

の
生
態
観
測
を
、
地
理
学
科
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
地
形
の
高
低

差
を
利
用
し
て
測
量
実
習
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
部
と
の

連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
緑
地

内
で
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
学
生
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
研
究
に

支
障
の
な
い
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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さ
ら
に
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」
の
活
用
と
し
て
は
、
熊
谷
市

の
要
望
も
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
学
部
が
地
域
連
携
に
関
し
て
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
や
情
操
教
育

の
一
環
と
し
て
、
親
子
が
芝
生
で
遊
び
、
ほ
か
の
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
っ
て
い
る
光
景
に
緑
の
景
観
が
一
翼

を
担
い
、
見
る
者
の
心
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

社
会
福
祉
学
部
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
姿
は
頼
も
し
く
感
じ

る
。
再
開
発
計
画
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
散
策
路
を
利
用
し
た
、
自

然
散
策
（
ど
ん
ぐ
り
拾
い・

コ
ナ
ラ
）
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
埼
玉
県
で
奨
励
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
大
学
」

が
あ
る
。
地
域
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
高
等
教
育
施
設

を
利
用
し
た
学
習
経
験
を
さ
せ
る
試
み
と
し
て
、
市
町
村
と
の
産

学
官
連
携
体
制
で
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑

を
活
用
し
て
い
る
。

５　
そ
の
他
の
効
果

　

昨
今
は
情
報
化
の
時
代
で
あ
り
、
検
索
機
能
の
向
上
に
よ
り
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
情
報
が
入
手
で
き
る
。

「
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
」「
そ
だ
て
る
緑
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す

れ
ば
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

本
学
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
伝
え
る
た
め
に
十
分
に
役
立

つ
取
り
組
み
で
あ
る
。

６　
今
後
の
展
望

　

緑
の
資
産
と
知
の
財
産
を
生
か
し
て
社
会・

地
域
の
方
々
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
学
と
し
て
望
ま
れ
る
姿
で
あ
り
、
大
学

を
活
性
化
さ
せ
る
。
こ
の
試
み
が
よ
り
強
い
本
学
の
ス
ト
ロ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、「
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
か
ら
「
緑
を
生
か
し
、

そ
だ
て
る
キ
ャ
ン
パ
ス
」
へ
成
長
す
る
姿
を
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
で
最
高
位
を
取
得
で
き
た
の
は
、
緑
地
維
持
管
理

に
と
ど
ま
ら
ず
に
認
定
レ
ベ
ル
の
更
新
を
重
ね
、
都
市
緑
化
機
構

と
本
学
と
が
長
期
に
わ
た
っ
て
緑
の
生
み
出
す
効
果
を
検
討
し
て

き
た
成
果
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
こ
の
よ

う
な
原
稿
依
頼
を
い
た
だ
き
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

恵
泉
女
学
園
大
学
は
、
東
京
都
多
摩
市
の
緑
豊
か
な
多
摩
丘
陵

の
一
角
に
あ
る
。
園
芸
を
教
育
の
礎
の
一
つ
と
し
、
１
９
８
８
年

の
大
学
開
設
当
初
か
ら
「
生
活
園
芸
Ⅰ
」
を
全
学
必
修
の
実
習
科

目
と
し
、
野
菜
や
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
た
人
間
教
育・

教
養

教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
教
育
農
場
で
は
１
９
９
４
年
か
ら
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し
な
い
有
機
農
業
が
実
践
さ
れ
て
い
て
、

２
０
０
１
年
に
は
教
育
機
関
初
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
ボ
ー
ダ
ー
、
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
花
壇
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
、

シ
ェ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
、
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
、
三
日
月
花
壇
、

K
eisen W

ild Rose Garden

～
野
ば
ら
の
庭
～
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
花
壇
が
あ
る
。
１
９
８
６
年
に
開
設
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の

植
栽
は
、
長
野
県
蓼
科
に
あ
る
付
属
施
設
「
恵
泉
蓼
科
ガ
ー
デ
ン
」

の
経
験
を
生
か
し
て
、
恵
泉
園
芸
セ
ン
タ
ー・

六
本
木
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
次
長
（
当
時
）
の
故・

百
瀬
和
子
氏
が
構
想
し
た
。
ユ

キ
ヤ
ナ
ギ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
次
々
と
咲
く
花
木
、

新
緑
や
黄
葉
が
美
し
い
ケ
ヤ
キ
や
カ
ツ
ラ
、
そ
れ
ら
の
根
元
に
咲

く
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
や
ス
ズ
ラ
ン
、
赤
い
実
の
な
る
ヒ
メ
リ
ン

ゴ
、
サ
ン
ザ
シ
な
ど
、
季
節
の
移
ろ
い
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

１�　
共
生・

循
環・

多
様
性
を
体
感
で
き
る
教
育
農
場

　

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
５
分
、
周
囲
を
畑
と
雑
木
林
に
囲
ま

れ
た
教
育
農
場
は
、
町
田
市
小
野
路
に
位
置
し
、
多
摩
丘
陵
の
中

で
も
特
に
緑
が
豊
か
な
北
部
丘
陵
の
中
に
あ
る
。
総
面
積
は
約
70

ア
ー
ル
、
栽
培
さ
れ
る
野
菜
と
花
の
種
類
は
年
間
50
品
目
以
上
、

周
辺
部
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
カ
キ
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
ア
ン
ズ
な

ど
の
果
樹
や
ハ
ー
ブ
類
も
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
農
場
で
は
、
作
物

小
特
集

大
学
の
緑
地
管
理

教
育
農
場
と
ガ
ー
デ
ン
は
教
育
実
践
の
舞
台
―
命
を
育
み
、
人
を
育
て
る
園
芸
教
育

―

澤
登 

早
苗
●
恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部
教
授
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が
植
わ
っ
て
い
な
い
通
路
や
周
辺
部
分
も
含
め
て
化
学
肥
料
や
農

薬
類
は
一
切
使
用
せ
ず
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
の
調
和
と
共
生
、

地
域
資
源
の
循
環
と
利
活
用
を
考
慮
し
た
地
域
密
着
型
の
有
機
農

業
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
福
祉・

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
八
王
子
の
磯
沼
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム

の
牛
糞
堆
肥
や
山
梨
の
黒
富
士
農
場
の
発
酵
鶏
糞
、
お
米
屋
さ
ん

か
ら
出
る
米
ぬ
か
な
ど
を
投
入
し
、
地
元
の
植
木
屋
さ
ん
か
ら
出

る
剪
定
枝・

刈
草
や
、
管
理
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
元
竹

林
の
竹
を
砕
い
た
竹

チ
ッ
プ
は
、
雑
草
管

理
や
泥
跳
ね
防
止
、

乾
燥
防
止
の
た
め
に

活
用
す
る
。
冬
、
焚

火
を
し
て
作
る
草
木

灰
も
な
く
て
は
な
ら

な
い
肥
料
で
あ
る
。

　

教
育
農
場
で
は
共

生
、
循
環
、
多
様
性

を
基
本
と
し
た
、
環

境
に
も
人
に
も
や
さ

し
い
農
業
を
実
践
し

て
い
る
。
土
を
育
て
、
適
地
適
作
、
適
期
適
作
で
多
種
多
様
な
作

物
を
栽
培
し
、
輪
作
、
混
植
な
ど
を
長
年
続
け
て
き
た
結
果
、
病

害
虫
が
発
生
し
に
く
く
、
健
康
な
作
物
が
安
定
的
に
育
つ
環
境
が

育
ま
れ
て
い
る
。

　

土
中
生
物
へ
の
影
響
や
表
土
流
亡
を
考
慮
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
機
械
で
土
を
耕
す
こ
と
も
最
低
限
に
し
て
い
る
。
雑
草
は

天
敵
を
含
む
多
様
な
生
き
物
の
棲
み
か
と
な
り
、
生
物
多
様
性
に

寄
与
し
、
還
元
さ
れ
れ
ば
農
場
内
循
環
の
一
部
を
担
う
大
切
な
資

源
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
雑
草
防
除
で
は
な
く
、
作
物
栽
培
や
景

観
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
。
夏
休
み
期
間
中
の

雑
草
管
理
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
結
果
、
省
力
化
を
可
能
と
し
た
。

授
業
や
各
活
動
で
使
用
す
る
場
所
は
明
確
に
区
分
し
、
管
理
責
任

は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
委
ね
て
い
る
た
め
、
管
理
上
一
番
の
課
題

は
、
授
業
が
な
く
、
植
物
の
成
長
が
旺
盛
な
夏
休
み
期
間
中
の
雑

草
管
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
、
夏
前
に
収
穫
を
終
え

た
畑
や
通
路
に
刈
草
や
竹
チ
ッ
プ
を
厚
く
敷
く
こ
と
に
よ
っ
て
雑

草
の
成
長
を
抑
制
し
、
適
切
に
管
理
で
き
る
こ
と
を
実
践
か
ら
見

い
だ
し
た
。
こ
う
し
て
、
夏
休
み
期
間
中
に
実
習
が
な
く
て
も
、

畑
に
来
な
く
て
も
、
大
き
な
問
題
が
生
じ
な
く
な
っ
た
。
一
方
、

夏
休
み
期
間
中
に
除
草
の
必
要
が
あ
る
周
辺
部
分
は
、
10
年
程
前

か
ら
外
部
委
託
に
切
り
替
え
た
。
以
前
は
教
職
員
が
夏
休
み
に
出

春の教育農場と雑木林
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勤
し
て
行
っ
て
い
た
が
、
人
員
削
減
や
他
の
業
務
と
の
兼
ね
合
い

な
ど
か
ら
負
担
が
大
き
く
な
っ
た
。
外
部
委
託
の
場
合
、
費
用
面

や
希
望
時
期
に
除
草
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
不
都
合
も
想
定
さ
れ

る
が
、
近
隣
の
造
園
業
者
に
委
託
し
て
い
る
た
め
か
、
今
の
と
こ

ろ
問
題
は
な
い
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
や
農
場
周
辺
道
路
の
落
ち
葉
は
、
腐
葉
土
や
踏

み
込
み
温
床
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
落
ち
葉
は
、
自
分
た
ち
で

集
め
て
活
用
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
他
の
部
署
が
集
め
た
も
の
を

活
用
す
る
に
は
連
携
が
不
可
欠
で
、
ゴ
ミ
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

注
意
を
促
す
必
要
も
あ
る
。
軌
道
に
乗
る
ま
で
少
々
時
間
を
要
し

た
が
、
大
学
に
と
っ
て
は
、
産
業
廃
棄
物
の
削
減
に
伴
う
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
と
内
部
資
源
の
循
環
に
よ
り
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

学
生
数
の
減
少
に
伴
い
、
授
業
で
使
用
す
る
面
積
が
減
少
し
た

た
め
に
、
近
年
は
、
次
の
よ
う
な
授
業
以
外
の
教
育・

研
究
活
動

に
も
農
場
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

・
�

恵
泉
や
さ
い
：
園
芸
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
学
生
が
自
発
的

に
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
、
販
売
ま
で
行
う
実
践
的
な
学
び
。

・
�

恵
泉
Ｃ
Ｓ
Ａ
：
有
機
農
業
を
通
じ
て
「
地
域
を
支
え
る
」「
地
域

が
支
え
る
」「
地
域
と
つ
な
が
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
人
の
関

係
を
紡
ぎ
直
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
菜
園
の
普
及
を
目
指
す
活
動
。

栽
培
し
た
作
物
を

定
期
的
に
会
員
に

有
償
頒
布
し
、
起

業
を
目
指
す
。
学

生・

教
職
員・

卒

業
生
、
公
開
講
座

の
修
了
生
に
よ
っ

て
、
社
会
実
験
と

し
て
２
０
１
６
年

に
開
始
。

・
�

福
島
キ
ッ
ズ
キ
ャ

ン
プ
＠
恵
泉
：
２

０
１
３
年
か
ら
、

福
島
の
子
ど
も
を
大
学
に
招
き
、
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催
し

て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
の
収
穫
体
験
用
野
菜
の
栽
培
は
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
学
生
が
主
体
的
に
栽
培
。

　

専
従
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
本
学
教
育
農
場
は
、
教
育・

研
究
の

実
践
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
中
で
維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
。

農
薬・
化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
、
耕
さ
ず
、
雑
草
を
活
用
す
る
営

み
を
続
け
て
き
た
結
果
、
教
育
農
場
は
作
物
栽
培
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
キ
ジ
、
モ
ズ
、
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
、
ク
モ
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
、 晩秋の教育農場
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た
く
さ
ん
の
小
さ
な
仲
間
の
棲
み
か
と
な
り
、
多
様
な
命
を
育
む

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
、
生
物
多
様
性
保
全
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
。２　

タ
ネ
か
ら
育
て
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
花
壇

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
多
種
多
様
な
花
壇
が
あ
り
、
植
栽・

管
理
は
、

「
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
」「
生
活
園
芸
Ⅱ
」「
ゼ
ミ
科
目
」
な
ど
の

授
業
、
公
開
講
座
「
タ
ネ
か
ら
育
て
る
花
壇
づ
く
り
」「
デ
ザ
イ
ン

し
て
作
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
花
壇
」
の

ほ
か
、
園
芸
教
育

課
外
活
動
「
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ガ
ー
デ

ナ
ー
に
な
ろ
う
」

で
も
行
わ
れ
て
い

る
。

　

花
壇
に
は
年
間

２
０
０
種
類
以
上

の
草
花
が
植
え
ら

れ
、
そ
の
半
数
以

上
は
タ
ネ
か
ら
育

て
た
も
の
で
あ
る
。
大
半
の
花
壇
で
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
は
使

用
せ
ず
、
教
育
農
場
と
同
じ
牛
糞
堆
肥
、
発
酵
鶏
糞
、
竹
チ
ッ
プ

を
使
用
し
て
い
る
。

　

花
壇
づ
く
り
は
「
タ
ネ
か
ら
育
て
る
」
を
基
本
と
し
、
一
年
草

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ガ
ラ
ス
室
で
播
種
、
移
植

し
、
育
苗
し
た
も
の
を
植
え
て
い
る
。
学
生
は
小
さ
な
苗
が
花
壇

に
定
植
さ
れ
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
花
が
咲
く
過
程
を
、
手
入
れ

を
し
な
が
ら
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
花
壇
は

観
賞
目
的
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
変
化
を
観
察
で
き
る
貴
重
な
生

き
た
教
材
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
が
独
自
に
始
め
た
「
恵
泉
草
花

検
定
」
は
、
花
壇
に
植
え
て
あ
る
身
近
な
草
花
の
名
前
を
答
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
本
学
の
花
壇
は
そ
の
た
め
の
学
び
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。

　

２
０
０
５
年
春
か
ら
毎
年
、
公
開
講
座
「
タ
ネ
か
ら
育
て
る
花

壇
づ
く
り
」
の
実
習
花
壇
と
し
て
い
る
花
壇
に
は
、
低
木
の
ア
ジ

サ
イ
〝
ア
ナ
ベ
ル
〟
や
宿
根
草
の
キ
バ
ナ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
シ
オ

ン
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
年
に
２
回
、
講
座
で
タ
ネ
か
ら

育
て
た
一
年
草
の
苗
を
植
え
て
花
壇
を
作
っ
て
い
る
。
月
に
２
回

の
講
座
の
時
間
内
に
、
タ
ネ
か
ら
花
壇
用
の
苗
を
育
て
て
手
入
れ

を
す
る
。

雨の中のオープンガーデン、
手前は「タネから育てる花壇づくり」の実習花壇
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３　
宿
根
草
を
生
か
し
た
花
壇
づ
く
り

　

環
境
負
荷
が
低
く
、
省
力
管
理
が
可
能
な
花
壇
づ
く
り
に
、
10

年
ほ
ど
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
な

か
、
各
地
で
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
新
し
く

花
壇
が
作
ら
れ
た
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
終
わ
り
、
花
壇
で
植

え
替
え
が
行
わ
れ
る
た
び
に
、
大
量
の
ご
み
（
有
機
性
廃
棄
物
）

が
出
る
現
状
に
疑
問
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
般
市

民
か
ら
大
学
の
園
芸
教
育
室
に
、
市
な
ど
か
ら
無
料
支
給
さ
れ
て

い
た
一
年
草
の
花
苗
が
経
費
削
減
の
影
響
で
支
給
さ
れ
な
く
な
っ

た
、
少
な
い
経
費
や
労
力
で
美
し
い
花
壇
を
つ
く
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
機
に
、

学
内
の
研
究
助
成
を
利
用
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
宿
根
草
を
生
か
し
な
が
ら
多
摩
丘
陵
の
環
境
に
合

わ
せ
た
庭
づ
く
り
を
す
れ
ば
「
日
本
の
四
季
を
感
じ
る
ナ
チ
ュ
ラ

ル
な
庭
」「
人
と
生
き
物
の
た
め
の
庭
」
が
実
現
可
能
で
あ
る
こ

と
、
省
力
化
も
図
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
成
果
が

生
か
さ
れ
た
結
果
、
花
の
有
機
栽
培
は
難
し
い
と
い
う
既
成
概
念

を
乗
り
越
え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
点
在
す
る
多
く
の
花
壇
で
は
有

機
栽
培
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
プ
ロ
の
ガ
ー

デ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
が
、
本
学
の
非
常
勤
講
師
や
公

開
講
座
の
担
当
者
と
し
て
、
ま
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ガ
ー
デ
ナ
ー

に
な
ろ
う
」
の
指
導
者
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

４　

Keisen W
ild Rose Garden

～
野
ば
ら
の
庭
～

　

学
内
に
は
、
学
園
創
立
80
周
記
念
事
業
「
花
と
平
和
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
一
環
と
し
て
同
窓
生
と
学
園
が
協
働
で
開
設
し
た
バ

ラ
園
が
あ
る
。
同

窓
生
で
バ
ラ
研
究

家
の
野
村
和
子
氏

の
設
計・

監
修
に

よ
る
も
の
で
、
野

生
種
の
バ
ラ
を
北

半
球
の
４
地
域
に

分
け
て
植
栽
し
、

化
学
肥
料
や
農
薬

を
使
用
し
な
い
有

機
栽
培
で
育
て
て

い
る
。
華
や
か
な

モ
ダ
ン
ロ
ー
ズ
の

Keisen Wild Rose Garden
中国の野生種コーナーで（５月）
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バ
ラ
園
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
一
重
の
小
さ
な
花
や
実
を
楽
し
み

な
が
ら
、
バ
ラ
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、
類
ま

れ
な
特
別
な
ガ
ー
デ
ン
で
あ
る
。
野
村
氏
と
同
窓
生
、
同
氏
が
講

師
を
務
め
る
公
開
講
座
の
受
講
生
、
本
学
学
生
、
教
職
員
が
一
緒

に
、
ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た
手
作
り
の
バ
ラ
園
で
も
あ
る
。

　

バ
ラ
を
育
て
る
人
と
観
賞
す
る
人
の
健
康
、
生
物
多
様
性
な 

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
球
環
境
問
題
に
配
慮
し
、
化
学
肥
料

や
農
薬
を
使
用
し
な
い
バ
ラ
栽
培
を
行
い
、
将
来
的
に
は
そ
の
方

法
を
地
域
社
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
人
と
植
物
の

自
然
史
／
文
化
の
関
わ
り
を
理
解
す
る
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す 

る
。
遺
伝
資
源
と
し
て
野
生
種
の
バ
ラ
を
保
全
す
る
。
こ
れ
ら
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
野
生
種
の
バ
ラ
栽
培
を
通
じ
て
自
然
の
営

み
に
着
目
し
、
自
然
と
の
共
存
、
持
続
可
能
な
生
き
方
を
探
る
た

め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
未
来
の
バ
ラ
園
」
を
目
指
し

て
い
る
。

お
わ
り
に

　

人
文
系
大
学
に
も
関
わ
ら
ず
、
園
芸
関
連
の
授
業
や
公
開
講
座

が
行
わ
れ
て
い
る
本
学
に
と
っ
て
、
教
育
農
場
や
ガ
ー
デ
ン
は
重

要
な
教
育
実
践
の
舞
台
で
あ
る
。
そ
の
維
持
管
理
は
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
こ
で
は
栽
培
技

術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
生
物
多
様
性
の

保
全
な
ど
、
今
日
的
な
課
題
の
解
決
に
目
を
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

教
育
農
場
や
花
壇
を
管
理
す
る
専
従
職
員
は
お
ら
ず
、
芝
刈
り

や
樹
木
の
剪
定
は
外
部
に
委
託
し
て
い
る
。
花
壇
や
教
育
農
場
、

バ
ラ
園
は
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
（
年
に
３
回
程
度
）
や
教
育
農
場

ツ
ア
ー
（
５
月
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
11
月
の
恵
泉

祭
）
な
ど
に
よ
っ
て
一
般
公
開
さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ
て
い
る
。

　

限
ら
れ
た
資
源
や
環
境
の
中
で
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
は
困
難

を
伴
う
こ
と
も
あ
る
が
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
省
力
栽
培
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
そ
の
体
験
が
地
域
の
園
芸
活
動
の
支
援

に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
経
費
や
人
員
の
削
減
、
高
齢
化
の
波
が

押
し
寄
せ
、
周
辺
地
域
で
も
緑
地
管
理
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
学
は
、
野
菜
や
花
を
自
ら
育
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
が
育
ち
、
人
が
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再

構
築
さ
れ
る
と
い
う
園
芸
が
有
す
る
新
し
い
可
能
性
と
効
用
を
発

信
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。�

小特集●大学の緑地管理
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は
じ
め
に

　

筆
者
が
所
属
す
る
学
校
法
人
立
命
館
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
は
、

よ
り
一
貫
性
と
計
画
性
の
高
い
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
が
行
わ
れ
る
た

め
に
２
０
１
１
年
に
設
置
さ
れ
た
教
職
連
携
に
よ
る
全
学
的
機
関

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
が
他
の
所
轄
部
署
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
計
画
事
例
の
う
ち
、
特
に
緑
地
に
関
す
る

例
を
紹
介
し
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
の
計
画
と
管
理
に
つ
い

て
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
点
を
い
く
つ
か
確
認
し
た
い
。

　

立
命
館
大
学
で
は
、
２
０
１
５
年
に
開
設
し
た
大
阪
い
ば
ら
き

キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）
の
計
画
と
並
行
し
て
、
既
存
の

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
と
び
わ
こ・

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
以
下
、
Ｂ

Ｋ
Ｃ
）
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
し
、
２
０
１
５
年
春
に
そ
の

「version 1.0

」
を
ま
と
め
た
。
以
下
で
は
、
前
記
三
つ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
緑
地
整
備
計
画
を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
何
を
「
緑
地
」
と
呼
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
空
間

に
お
け
る
緑
化
の
有
無
や
量
を
そ
の
絶
対
的
な
基
準
と
す
る
の
で

は
な
く
、
都
市
空
間
の
議
論
に
お
い
て
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と

呼
ぶ
よ
う
な
広
い
対
象
を
含
み
、
そ
の
中
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
と
し
て
緑
化
空
間
が
あ
る
、
と
い
う
理
解
に
基
づ
い
て
、

本
報
告
を
行
い
た
い
。

１　
都
市
緑
地
の
一
部
と
し
て
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
空
間

に
お
け
る
機
能
的
、
経
験
的
価
値
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
む
市
街
地
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
得
る
資
源
で
あ
る
。
国
公
立
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

歴
史
的
な
緑
地
ス
ト
ッ
ク
を
擁
す
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
都
市
内

小
特
集

大
学
の
緑
地
管
理

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

―
立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
事
例
と
し
て

―

武
田 

史
朗
●
立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授
、
学
校
法
人
立
命
館
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
副
室
長
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緑
地
と
し
て
の
価
値
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
私
立
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
、
規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
価
値
は
大
き
く
減
じ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
緑
地

計
画
を
行
う
際
に
は
都
市
的
な
文
脈
を
把
握
し
た
上
で
、
既
存
の

緑
地
や
空
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
な
ど
を
含
め
、
周
辺
地

域
と
協
調
し
て
価
値
を
高
め
合
う
よ
う
な
計
画
が
望
ま
し
い
。

　

立
命
館
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
で
、
こ
う
し
た
こ
と
を
強
く
意
識

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
計
画
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

茨
木
駅
か
ら
徒
歩
５
分
に
位
置
す
る
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
跡
地

が
計
画
敷
地
で
あ
っ
た
。
約
８・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
と
、
１・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茨
木
市
の
管
理
す
る
防
災
公
園

（
岩
倉
公
園
）、
さ
ら
に
市
が
大
学
に
貸
与
す
る
１・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
敷
地
に
、
大
学
が
市
の
補
助
を
得
て
建
設
し
た
市
民
開
放
型

施
設
（
図
書
館
、
ホ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
含
む
）
が
一
体

的
に
、
同
時
進
行
で
計
画・

整
備
さ
れ
た
（
図
表
１
）。

　

防
災
公
園
市
街
地
施
設
整
備
事
業
と
い
う
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
こ
の
計
画
で
は
、
周
辺
市
街
地
と
の
連
続
性
を
中
心
課
題

と
し
て
検
討
し
、
塀
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
、
公
園
と
一
体
化
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
方
針
が
当
初
か
ら
位
置
付
け
ら
れ
た
。
周
辺

の
既
成
市
街
地
の
街
路
構
造
や
緑
地
資
源
と
の
連
続
性
な
ど
を
意

識
し
た
計
画
と
デ
ザ
イ
ン
が
、
茨
木
市
、
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ

図表１

小特集●大学の緑地管理
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Ｒ
）、
立
命
館
お
よ
び
関
係
の
専
門

機
関
と
の
密
な
協
議
を
通
し
て
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
と
公
園
と
の
境
界
が

見
つ
け
に
く
い
ほ
ど
一
体
化
し
た

姿
が
実
現
し
た
（
図
表
２
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
所
有
と
管
理
の

主
体
が
異
な
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
一
体
的
に
計
画
、
デ
ザ
イ
ン

し
、
都
市
内
の
連
続
す
る
緑
地

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
先
行
的
事
例
は
、
歴
史
的
に
は
数
多

く
あ
る
。
エ
メ
ラ
ル
ド
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
愛
称
さ
れ
る
米
国
ボ
ス
ト

ン
の
緑
地
系
統
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
樹
木
園
の
土
地
が
含
ま

れ
て
い
る
し
、
神
奈
川
県
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
緑
地

系
統
「
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
に
は
、
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
の
管
理
地
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
住
宅
開
発
や
社
寺
仏
閣
が
所

有
管
理
す
る
緑
地
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

都
市
の
公
共
空
間
の
管
理
運
営
に
民
間
活
力
が
導
入
さ
れ
る
事

例
も
急
増
す
る
な
か
、
今
後
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
そ

の
中
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
公
共
的
価
値
を
十
分
に
意
識
し
た

計
画
と
管
理
は
、
公
益
性
の
高
い
大
学
法
人
と
し
て
、
次
世
代
に

向
け
た
責
務
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
同
時
に
、
そ
れ
が
大
学

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
好
循
環
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
単
な
る
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
以
上
の
意

味
が
あ
る
と
考
え
る
。
昨
今
の
流
行
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
、

そ
こ
に
集
い
た
く
な
る
よ
う
な
優
れ
た
環
境
に
、
優
れ
た
人
材
が

居
合
わ
せ
、
ま
た
別
の
時
に
、
そ
の
美
し
い
風
景
を
互
い
に
思
い

出
し
な
が
ら
、
そ
の
共
通
体
験
を
信
頼
の
基
盤
と
し
て
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

風
景
が
、
大
学
だ
け
で
な
く
地
域
と
の
協
働
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ

ス
内
外
に
育
ま
れ
る
の
が
、
大
学
の
あ
る
町
の
理
想
の
姿
で
も
あ

ろ
う
。２　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
骨
格
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
学
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
本
分
で
あ
る
。

周
辺
市
街
地
と
連
携
し
つ
つ
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
観
自
体
が
、

学
生
の
記
憶
に
残
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ

て
欲
し
い
。
た
だ
実
際
に
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
き

た
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
ど
、
歴
史
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
建
設
計
画
に

よ
っ
て
狭
隘
化
が
進
み
、
緑
地
や
空
地
は
断
片
的
な
「
残
余
」
の

空
間
と
な
り
や
す
い
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
体
像
が
把

握
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

図表２
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立
命
館
大
学
の
場
合
に
は
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
が
そ
の
典
型
的

な
例
で
あ
り
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ
の
開
設
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
狭
隘
化

の
解
消
が
大
き
な
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
衣
笠
キ
ャ
ン

パ
ス
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
近
隣
に
あ
る
大
徳
寺
や
妙
心
寺

の
境
内
を
モ
デ
ル
と
す
る
将
来
像
を
提
示
し
た
。
多
く
の
塔
頭
が

集
合
し
な
が
ら
、
周
辺
市
街
地
と
も
互
い
に
浸
透
し
あ
う
通
り
を

持
つ
境
内
の
よ
う
な
路
の
空
間
を
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
構
造
と
し
、

そ
の
一
部
に
、
正
門
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
部
へ
と
導
く
並
木
道

と
な
る
「
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー

ル
」
と
称
す
る
大
規
模
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
中
心
軸
と
し
て

設
け
る
将
来
像
を
描
い
た

（
図
表
３
）。

　

当
然
、
こ
の
よ
う
な
計
画

は
す
ぐ
に
は
実
現
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
モ
ー

ル
に
該
当
す
る
範
囲
の
建
物

を
建
て
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
そ
の
部
分
を
恒
久
的
な

緑
地
空
間
と
し
て
整
備
し
て

い
く
と
い
う
方
法
を
採
っ
て

い
る
。
図
表
４
は
、
こ
の
計

図表３

図表４

小特集●大学の緑地管理

91 大学時報　2018.1



画
に
従
っ
て
、
新
図
書
館
の
建
設
に
伴
っ
て
解
体
さ
れ
た
旧
図
書

館
の
跡
地
を
、
２
０
１
６
年
に
整
備
し
た
広
場
で
あ
る
。

　

ま
た
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
金
閣
寺
や
龍
安
寺
と
い
っ
た
古
刹

を
擁
す
る
衣
笠
山
の
麓
に
あ
る
。
歴
史
的
な
緑
の
環
境
を
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
媒
介
に
し
て
、
い
か
に
市
街
地
へ
つ
な
げ
る
か
が
、
今

後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
自
体
が
風
致
地
区
内
に
あ
る
た
め
、
建
設
実

務
的
に
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
緑
化
お
よ
び
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

の
計
画
を
重
要
な
要
素
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
で
は
、
こ
れ
を
単
な
る
人
工
的

な
建
築
景
観
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
衣
笠
山
な
ど
自
然

的
景
観
を
含
め
、
地
域
規
模
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
計
画
の
一
部
を

担
う
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、
衣
笠
山
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

植
生
調
査
を
実
施
し
て
お
り
（
図
表
５
）、
今
後
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

を
含
め
た
文
化
的
、
生
態
学
的
に
有
意
義
な
緑
地
環
境
の
保
全
と

創
出
の
た
め
の
計
画
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
密
集
し
た
市
街
地
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
と
っ
て
、
緑
地
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
保
護
の
対
象
だ
け
で
は

な
く
、
街
並
み
空
間
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
も
あ
る
。
衣
笠
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
周
辺
を
閑
静
な
住
宅
地
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
徐
々

に
利
用
す
る
土
地
を
拡
大
し
て
来
た
経
緯
か
ら
、
当
初
の
敷
地
境

図表５
（作成：株式会社ラーゴ）
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界
を
超
え
、
住
宅
地
に
交
じ
り
合
っ
て
新
た
な
建
物
が
い
く
つ
か

建
設
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
飛
び
地
に
計
画
さ

れ
た
大
学
院
施
設
「
究
論
館
」
で
は
、
建
築
系
学
生
の
提
案
に
よ
っ

て
、
地
域
住
民
が
自
由
に
通
り
抜
け
で
き
る
緑
化
さ
れ
た
通
路
を

確
保
し
た
。
門
扉
の
外
側
に
も
高
木
の
植
栽
を
施
し
た
広
場
状
の

空
地
を
設
け
、
市
民
の
生
活
空
間
の
一
部
と
し
て
い
る
。

３　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
長
期
的
な
緑
地
計
画

　

緑
地
整
備
は
短
期
間
で
効
果
が
現
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

特
に
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
や
植
栽
基
盤
が
貧
弱
な
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
で
は
、
土
壌
や
地
下
排
水
整
備
、
適
切
な
樹
種
選
定
な
ど
を
含

め
た
計
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
緑
化
工
事
は
思
い
の
ほ
か

高
額
に
な
る
の
で
、
実
施
に
は
明
確
な
骨
格
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
段
階

的
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
章
で
紹
介
す
る
Ｂ
Ｋ
Ｃ
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
９
９
３
年
に
里
山
の
谷
地
を
切
り
開

い
て
建
設
さ
れ
た
。
広
範
な
建
設
用
の
地
盤
改
良
を
行
っ
た
こ
と

と
、「
古
琵
琶
湖
層
」
と
呼
ば
れ
る
古
い
粘
土
質
の
土
壌
の
た
め

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
透
水
性
が
極
め
て
低
い
土
壌
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
開
設
当
初
に
植
え
た
樹
木
の
多
く
は
発
育
不

良
の
状
態
に
あ
っ
た
。

図表６
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こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
囲
を
既
存
の
樹
林

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
中
心
部
の
緑
は
豊
か
と
は
言
い

難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１
５
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
骨
格
的
な
空
間
軸
の

部
分
と
、
そ
れ
ら
が
交
差
す
る
中
心
部
を
、
緑
化
に
関
し
て
高
い

優
先
順
位
を
も
つ
エ
リ
ア
と
し
て
定
め
た
。
２
０
２
０
年
度
ま
で

の
中
長
目
標
と
し
て
、
各
エ
リ
ア
に
対
し
て
、
望
ま
し
い
緑
地
整

備
の
お
お
ま
か
な
方
針
と
そ
の
段
階
的
な
整
備
計
画
を
、
土
壌
や

排
水
性
の
改
善
策
と
と
も
に
示
し
た
（
図
表
６
）。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
段
階
以
来
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
は
企
画

担
当
常
務
理
事
が
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る
全
学
的
会
議
体
「
Ｂ
Ｋ

Ｃ
緑
地
計
画
具
体
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
学
生

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画・

実
施
し
な
が
ら
、

関
係
部
署
が
幅
広
く
参
加
し
て
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。
次
章
で

紹
介
す
る
二
つ
の
事
例
も
、
こ
う
し
た
場
で
の
議
論
を
反
映
し
て

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

４　
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
質
が
向
上
す
る
緑
地

　

図
表
７
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
実
施
さ
れ

た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
の
緑
地
整
備
（
２
０
１
６

年
）
で
あ
る
。
同
時
に
建
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
併
設
の
「
ス
ポ
ー
ツ

健
康
コ
モ
ン
ズ
」

と
い
う
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
体
育

施
設
と
併
せ
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の

顔
」
を
再
生
す
る

計
画
と
し
て
検
討

し
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
、
も
と
も
と
軸
線
の
ス
ッ
キ
リ
通
っ
た
並
木
道

が
正
門
か
ら
の
美
し
い
眺
め
を
つ
く
っ
て
い
た
一
方
で
、
夏
場
は

照
り
返
し
が
強
く
、
楽
し
ん

で
歩
く
に
は
向
か
な
い
環
境

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
修

計
画
で
は
通
路
を
雁
行
さ
せ

て
大
き
な
芝
生
面
を
新
設
し
、

軸
線
上
の
照
り
返
し
を
大
き

く
低
減
し
た
。
新
た
に
植
え

た
並
木
に
は
、
逆
箒
型
の
樹

形
を
持
つ
エ
ノ
キ
を
採
用
し
、

木
陰
を
増
や
し
た
。
加
え
て

地
中
に
暗
渠
排
水
管
を
設
置

図表８ 図表７
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し
、
排
水
性
を
向
上
さ
せ
た
。
並
木
が
健
康
に
育
つ
こ
と
で
、
正

門
か
ら
の
長
い
歩
行
経
路
沿
い
に
多
く
の
緑
陰
を
つ
く
り
出
し
、

芝
生
広
場
と
共
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
顔
と
し
て
育
っ
て
い
く
は
ず
で

あ
る
。

　

す
で
に
、
こ
の
緑
地
を
眺
め
る
カ
フ
ェ
に
は
多
く
の
学
生
が
集

い
、
目
の
前
の
緑
を
背
景
と
し
て
、
行
き
交
う
人
々
を
眺
め
な
が

ら
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
り
憩
い
の
場
と
し
た
り
し
て
い
る
。
芝
生

で
は
、
運
動
施
設
を
管
理
す
る
民
間
事
業
者
の
協
力
で
、
地
域
住

民
も
参
加
す
る
ヨ
ガ
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
図
表
８
）。

　

Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
は
現
在
、
も
う
一
つ
の
骨
格
軸
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
」
と
、
骨
格
軸
の

交
わ
る
中
心
部
「
セ
ン
ト
ラ

ル
サ
ー
カ
ス
」
の
緑
地
整
備

の
具
体
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア・

ア
ベ

ニ
ュ
ー
の
場
合
と
比
べ
る

と
、
こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
は
歩

行
者
が
輻
輳
し
、
ま
と
ま
っ

た
緑
地
の
配
置
が
難
し
い
。

そ
こ
で
、
現
在
は
ベ
ン
チ
の

配
置
を
変
え
る
実
験
を
行
っ
た
り
、
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
図

表
９
）
に
よ
っ
て
利
用
者
の
意
見
を
集
め
た
り
し
て
、
望
ま
し
い

緑
地
の
配
置
や
居
場
所
の
つ
く
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
実
験
で

は
、
異
な
る
ベ
ン
チ
の
配
置
に
よ
っ
て
生
じ
る
歩
行
者
密
度
の
偏

り
や
滞
留
の
頻
度
、
滞
留
中
の
行
動
の
種
類
の
変
化
が
観
察
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の
屋
外
空
間
が
満

た
す
べ
き
要
件
を
明
確
化
し
、
既
存
の
樹
木
を
生
か
し
な
が
ら
緑

量
を
増
加
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
に
お
い
て
重
要

と
考
え
ら
れ
る
点
に
触
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
計
画
も
理

想
的
な
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
現
在
進
行
形
で
書
い
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
直
面
す
る
課
題
の
再
認
識
を
兼
ね
た
、
達
成
に
向
け
て
努

力
す
べ
き
方
向
性
の
自
己
確
認
で
あ
る
。
自
戒
と
し
て
記
述
し
た

側
面
も
あ
る
の
で
、
計
画
が
進
行
す
る
な
か
で
反
省
を
含
め
、
改

め
て
報
告
す
る
機
会
を
得
た
い
。
ご
批
判
を
お
待
ち
す
る
と
と
も

に
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
管
理
に
関
す
る
議
論
の
題
材
を
少

し
で
も
提
供
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。�

図表９
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２
０
１
７
年
10
月
28
日
、
関
西
大
学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

本
年
度
の
第
２
回
私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「『
働
き
方
改
革
』
の

意
義
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
関
西
大
学
の
前
田

裕
副
学
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
か
ら
働

き
方
改
革
に
関
わ
っ
て
い
る
３
名
の
講
師
が
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

●
総
論

「『
働
き
方
改
革
実
現
計
画
』
の
課
題
と
真
の
働
き
方
改
革
と
は
」

�

山
田 

久
氏
（
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
理
事
兼
主
席
研
究
員
）

　

長
年
に
わ
た
っ
て
労
働
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
多
数
の

著
書
で
鋭
い
現
状
分
析
や
未
来
へ
の
提
言
を
続
け
て
い
る
山
田
久

氏
は
、
政
府
が
推
進
し
て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
の
背
景
や
課
題

に
つ
い
て
、
多
面
的
な
分
析
を
行
っ
た
。

①
「
働
き
方
改
革
」
の
当
初
の
目
的
は
、
政
府
の
成
長
戦
略
を
踏

ま
え
た
経
済
の
好
循
環
実
現
の
た
め
、
生
産
性
向
上
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
に
よ
る
賃
上
げ
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

②
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
施
策
は
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇

改
善
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
と
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

導
入
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
あ
る
欧
州
型
の
働
き

方
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
職
業
教
育
や
実
践
教
育
を
強
化
す
る

な
ど
、
現
在
の
大
学
教
育
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

真
の
働
き
方
改
革
は
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

③
欧
州
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
は
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
と
の
賃
金
格
差
解
消
よ
り
も
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
解
消
、
つ

ま
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
日
本
で
導
入
す
る
に
は
ア
レ
ン
ジ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

④
労
働
人
口
の
大
幅
な
減
少
に
伴
い
、
今
後
は
一
人
一
人
の
付
加

価
値
生
産
性
を
少
な
く
と
も
国
際
レ
ベ
ル
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
働
き
方
改
革
を
生
産
性
革
新
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

髙
作 

正
博
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
関
西
大
学
学
長
補
佐・

法
学
部
教
授

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７ 

─
「『
働
き
方
改
革
』
の
意
義
を
考
え
る
」
総
括
（
大
阪
会
場
）
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て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は
、
欧
州
型

と
日
本
型
が
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド・

シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
社
会
人
の
実
践
的
な
学
び
直
し
な
ど
、
今
後
、

大
学
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
大
き
い
。

●
事
例
報
告

「
事
業
生
産
性
26
％
向
上
を
も
た
ら
し
た
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

の
働
き
方
改
革
と
Ａ
Ｉ
活
用
─
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
成
果

を
出
す
働
き
方
」

�

輪
島 

文
氏
（�

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社O
ffi
ce

ビ
ジ
ネ
ス
本
部

シ
ニ
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
で
社
内
の
働
き
方
改
革
推
進

を
担
当
し
て
い
る
輪
島
文
氏
は
、
改
革
が
も
た
ら
し
た
成
果
に
つ

い
て
、
具
体
例
や
実
演
を
交
え
な
が
ら
興
味
深
い
報
告
を
行
っ
た
。

①
働
き
方
改
革
が
目
的
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
付
加
価
値
生
産
性
の
向
上
を
追
求
し
た
結
果
、
働
き
方
を
変

え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
無
駄
な
時
間
を
徹
底
的
に
削
り
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
を
充
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

②
２
０
１
１
年
の
オ
フ
ィ
ス
移
転
を
機
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

働
け
る
環
境
整
備
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
し
た
。
社
員
の
意
識

改
革
の
た
め
に
、
社
長
自
ら
外
出
先
で
仕
事
を
し
て
い
る
様
子
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
ま
た
、
営
業
先
で
パ
ソ
コ
ン
に
自
社
の
専
門
家
を

呼
び
出
す
「
オ
ン
ラ
イ
ン
同
行
」
や
、
１
０
０
％
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
の
試
み
を
行
っ
た
。

③
取
り
組
み
の
結
果
、
事
業
生
産
性
が
26
％
向
上
し
、
１
人
当
た

り
の
売
上
高
が
格
段
に
伸
び
、
社
員
の
働
き
が
い
も
充
実
し
た
。

④
働
き
方
の
質
を
根
本
的
に
変
え
る
た
め
に
は
、
現
場
同
士
お
よ

び
現
場
と
経
営
層
が
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド

を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
環
境
を
整
備
し
、
部

門
横
断
の
連
携
を
活
性
化
さ
せ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
共
有
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
げ
て
い
る
。

⑤
ク
ラ
ウ
ド
上
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
会
議
時
間
や
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
な
ど
を
徹
底
的
に
見
え
る
化
し
、
Ａ
Ｉ
か

ら
時
間
の
使
い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
参
考
に
し
て
い
る
。

⑥
経
営
層
の
会
議
で
も
紙
の
資
料
は
使
わ
ず
、
分
析
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
こ
と
で
即
断
即
決
し
、

会
議
に
関
わ
る
無
駄
な
時
間
を
削
減
し
た
。

●
提
言

「
正
し
い
働
き
方
改
革
の
実
現
方
法
─
企
業
の
成
長
と
社
員
の
幸
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せ
を
両
立
さ
せ
る
『
量
』
と
『
質
』
の
改
善
」

�
越
川 

慎
司
氏
（
株
式
会
社
ク
ロ
ス
リ
バ
ー
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

　

日
本
企
業
22
社
、
延
べ
16
万
２
０
０
０
人
の
働
き
方
改
革
を
支

援
し
て
い
る
越
川
慎
司
氏
は
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
日
本
の
企

業
全
体
が
進
ん
で
い
る
方
向
性
を
紹
介
し
、
実
例
に
基
づ
い
て
、

将
来
の
働
き
方
に
つ
い
て
提
言
し
た
。

①
上
場
企
業
の
８
割
が
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
成

功
し
て
い
る
の
は
16
％
程
度
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
だ
け
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
働
き
方
改
革
自
体
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
成
長
と
個
人
の
幸
福
を
両
立
さ
せ

る
手
段
と
し
て
働
き
方
改
革
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
、
変
化
に
対
応
し
異
質
な
も
の
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
中
で
変
化
が
生
ま
れ
、
意
識
が
変

わ
る
こ
と
が
働
き
方
改
革
の
起
点
と
な
る
。
自
分
が
働
く
理
由
を

理
解
し
、
手
段
と
し
て
の
働
き
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

③
労
働
人
口
の
大
幅
な
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
、
全
員
が
付
加

価
値
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
働
き

方
改
革
に
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
促
す
仕
組
み
と
、
ト
ッ
プ
の
覚

悟
が
必
要
で
あ
る
。

④
働
き
方
改
革
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
経
営
者
と
社
員
の
「
腹
落

ち
感
」
で
は
な
い
か
。
現
場
に
自
由
と
責
任
を
持
た
せ
、
自
律
的

な
成
長
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
。

⑤
長
時
間
労
働
の
主
な
原
因
は
会
議
と
メ
ー
ル
で
あ
る
。
会
議
で

合
議
す
る
と
い
う
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
、
社
員
に
裁
量
権

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
員
が
ま
ず
行
動
し
、
そ
れ
か
ら
振

り
返
っ
て
修
正
す
る
フ
ロ
ー
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
改
革
の
結
果
を
指
標
に
し
て
徹
底
的
に
見
え
る
化
し
、
達
成
感

を
全
員
で
共
有
す
る
。
そ
れ
を
次
の
行
動
に
反
映
し
て
変
化
を
起

こ
す
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
、
個
人
も
回
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な
「
振
り
返
る
能
力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
、
山
田
久
氏
と
輪
島
文
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
、
越
川
慎
司

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
主
な
論
点
と
発
言
の
要
旨
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
働
き
方
改
革
が
目
指
す
べ
き
方
向

─
残
業
ゼ
ロ
や
効
率
化
に

注
力
す
る
企
業
と
、
１
人
当
た
り
生
産
性
の
改
善
に
力
を
入
れ
る

企
業
に
二
極
分
化
し
て
い
る
。
小
さ
い
ア
イ
デ
ア
を
多
く
市
場
に

投
入
し
、
結
果
を
見
て
改
善
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
（
輪
島
）。
働
き
方
改
革
を
経
営
戦
略
の
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一
環
と
考
え
る
企
業
が
増
え
て
い
る
（
越
川
）。
１
人
当
た
り
生
産

性
が
高
い
北
欧
は
非
常
に
合
理
的
で
、
過
剰
サ
ー
ビ
ス
は
排
し
、

組
織
は
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
徹
底
的
に
無
駄
を
省
い
て
い
る
。
日
本

の
付
加
価
値
生
産
が
低
い
の
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
で
提

供
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
（
山
田
）。

②
働
き
方
改
革
に
お
け
る
社
内
の
抵
抗
勢
力
や
ト
ッ
プ
の
意
識
を

変
え
る
に
は

─
中
間
管
理
職
が
抵
抗
勢
力
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

外
部
の
成
功
事
例
に
触
れ
さ
せ
た
り
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
作
る

と
効
果
的
（
輪
島
）。
人
間
は
感
情
で
動
く
の
で
、
信
頼
し
て
い
る

人
か
ら
促
し
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る
（
山
田
）。
他
社
事

例
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
な
ど
、
外
か
ら
の
刺
激
が
必
要
。

改
革
状
況
を
点
数
で
評
価
し
て
他
社
と
比
較
す
る
と
、
ト
ッ
プ
は

ノ
ー
と
言
え
な
く
な
る
（
越
川
）。

③
大
企
業
の
日
本
的
経
営
を
変
え
る
に
は

─
大
企
業
の
根
幹
は

変
わ
ら
な
い
が
、「
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
」
を
活
用
し
て
多
様
性
を
生
か

す
方
法
を
考
え
て
は
ど
う
か
（
山
田
）。
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
の
よ
う
な

タ
イ
プ
が
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
変
化

に
対
応
し
、
周
り
を
巻
き
込
め
る
人
の
力
が
必
要
（
輪
島
）。

④
変
革
を
起
こ
す
た
め
に
若
手
が
す
べ
き
こ
と

─
自
分
の
働
き

方
を
振
り
返
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
か
ら
工
夫
し
て
変

え
て
い
く
。
小
さ
な
こ
と
で
も
実
績
を
積
め
ば
信
頼
が
得
ら
れ
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
（
越
川
）。

⑤
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
人
材
と
は

─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
他
部

門
メ
ン
バ
ー
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
傾

向
が
あ
る
。
小
さ
な
成
功
を
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
を
巻
き
込

む
ス
タ
イ
ル
の
人
材
が
活
躍
し
て
い
る
（
輪
島
）。
関
心
が
あ
る
こ

と
を
外
に
発
信
し
、
他
者
に
働
き
か
け
て
い
く
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が

大
事
（
山
田
）。
大
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｑ
が
高
い

人
。
経
営
者
の
意
志
決
定
は
意
外
に
感
情
で
決
ま
る
（
越
川
）。

⑥
大
学
生
は
何
を
学
ぶ
べ
き
か

─
単
に
何
か
を
経
験
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
で
企
画
し
て
、
他
人
を
巻
き
込
ん
で
実
行
す
る

と
い
う
経
験
が
重
要
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
頭
で
考
え
尽
く
す
と

い
う
ゼ
ミ
で
の
経
験
が
い
ま
も
役
立
っ
て
い
る
（
輪
島
）。
欧
州
と

同
様
、
今
後
日
本
で
も
長
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
増
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
安
定
的
な
友
人
関
係
や
自
分
で
考
え
る
力
を

育
む
な
ど
、
大
学
で
で
き
る
こ
と
は
多
い
（
山
田
）。
日
本
で
も
、

政
府
が
学
び
直
し
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
で
、
大
学
に
対
し
て
実

務
ス
キ
ル
の
提
供
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
（
越
川
）。

　

最
後
に
、「
本
日
の
学
び
を
元
に
、
皆
様
ご
自
身
が
ぜ
ひ
何
か
実

践
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
越
川
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
終
了
し
た
。
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「
大
学
の
教
室
で
、
一
定
の
時
間

内
に
行
わ
れ
る
授
業
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
が
あ
る
し
、
そ
れ
ら
の

到
達
目
標
は
同
じ
で
は
な
い
。
す

べ
て
に
等
し
く
有
効
な
方
法
は
な

い
の
だ
ろ
う
」。
こ
れ
は
私
が
２
０

１
６
年
度
、
新
任
専
任
教
員
を
対

象
に
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
際
に
、

授
業
実
践
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
知
り
、
他
の
先
生
方
の
模
擬
授

業
を
実
に
興
味
深
く
「
受
講
」
し
た
一
方
で
、
実
感
し
た
こ
と
で

あ
る
。
統
計
学
と
生
物
学
と
音
楽
学
を
同
じ
方
法
で
教
え
ら
れ
る

わ
け
は
な
い
し
、
同
じ
音
楽
学
で
も
、
講
義
と
原
典
講
読
と
ゼ
ミ

と
で
は
、
当
然
目
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
く
る
。
個
々
の
授
業

に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
は
、
や
は
り
自
分
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
こ
う
し
て
私
は
目
下
、
そ
れ
を
模
索
す
る
日
々
を
送
っ

て
い
る
。

　

た
と
え
ば
私
が
担
当
し
て
い
る
西
洋
音
楽
通
史
は
、
１
、
２
年

次
に
芸
術
学
科
の
多
く
の
学
生
が
履
修
す
る
科
目
で
あ
る
。
１
５

０
名
程
度
の
履
修
者
の
う
ち
、
音
楽
学
を
専
門
に
す
る
こ
と
に
な

る
学
生
は
、
せ
い
ぜ
い
１
～
２
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
音
楽
学

を
選
択
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
必
修
、
そ
れ
以
外
の
学
生
に
と
っ

て
は
必
修
選
択
で
あ
る
。

　

こ
の
科
目
は
私
が
教
員
と
し
て

初
め
て
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

音
楽
大
学
で
音
楽
学
を
専
攻
し
て

き
た
私
自
身
の
経
験
の
中
に
は
、

「
音
楽
を
専
門
と
し
な
い
学
生
の
た

め
の
音
楽
史
」
が
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
を
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
な
か
っ
た
。
私
の
試
行
錯
誤

の
出
発
点
は
、
そ
れ
ま
で
基
本
的
だ
と
思
っ
て
い
た
知
識
や
経
験

を
共
有
す
る
と
は
限
ら
な
い
人
々
に
対
し
て
、
音
楽
に
つ
い
て
語

る
こ
と
の
難
し
さ
を
自
覚
し
た
こ
と
で
あ
る
。
通
史
は
講
義
科
目

で
あ
る
。
し
か
し
、
音
楽
の
材
料
が
「
音
」
で
あ
る
以
上
、
そ
の

変
遷
は
基
本
的
に
音
を
聴
く
こ
と
を
通
し
て
し
か
た
ど
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
当
然
な
が
ら
、
音
楽
の
構
造
は
全
体
を
通
し
て
聴

か
な
け
れ
ば
把
握
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
時
代
ご
と
の
様
式
的
特

徴
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
楽
譜
を
読
む
力
に
加
え
て
、

最
低
限
の
音
楽
理
論
上
の
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

受
講
生
の
大
半
が
音
楽
学
を
専
攻
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
授
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
前
述
の
よ
う
な
観

点
か
ら
音
楽
史
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
の
修
得
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
私
自
身
が
受
け
て
き
た
よ
う

基
礎
教
育
の
可
能
性
の
模
索

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

和
田 

ち
は
る
●
明
治
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
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な
授
業
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
実
践
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
方
向
性
が
見
え
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
学
生
の
声
や
考
え
を
聞
く
べ
く
、
リ
ア

ク
シ
ョ
ン・
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

当
初
は
そ
れ
に
よ
っ
て
授
業
に
対
す
る
学
生
の
反
応
を
知
ろ
う

と
し
た
の
だ
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
興
味
深
い
こ
と
に
気
付

い
た
。
問
い
が
漠
然
と
し
て
い
る
と
き
ほ
ど
、
学
生
は
自
分
の
興

味
関
心
に
引
き
寄
せ
て
回
答
す
る
の
で
あ
る
。「
例
え
ば
映
画
で 

は
～
」「
絵
画
の
場
合
は
～
」「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
な
ら
～
」
と
い

う
回
答
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
授
業
の
内
容
と
は
あ
ま
り
関
係

が
な
い
。
し
か
し
、
授
業
が
音
楽
と
他
の
芸
術
分
野
を
引
き
合
わ

せ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

学
年
が
進
み
、
専
門
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
あ
と
で
は
、
そ
の
よ

う
な
機
会
は
む
し
ろ
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
科
目
が
最
終
的
に
目
指
す
べ
き
な
の
は
、
固
有
名
詞
や
専
門

用
語
を
学
生
に
一
つ
で
も
多
く
記
憶
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
音

楽
史
全
体
の
流
れ
や
傾
向
を
、
学
生
自
身
の
経
験
や
関
心
と
結
び

付
け
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
た
。

　

授
業
が
そ
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
に
は
、
音
楽
だ
け
に
注

目
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
視
点
を
持
ち
、
世
界

史
の
流
れ
や
他
の
芸
術
領
域
と
の
接
点
に
積
極
的
に
言
及
す
る
必

要
が
あ
る
。
文
化
は
社
会
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
世
界
史
の
動
き
と
併
せ
て
音
楽
の
歴
史
を
見
て
ゆ
く
こ

と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
に
そ
れ
ほ
ど
親
し
ん
で

き
た
わ
け
で
は
な
い
学
生
に
と
っ
て
も
、
一
定
の
足
場
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
の
足
場
は
他
の
芸
術
領
域
と
も
共
通
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が
独
自
の
視
点
を
見
い
だ
す
た
め
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
時
間
的
な
変
遷
を
た
ど
る
以
外
に
、

あ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
西
洋
音
楽
史
全
体
を
横
断
的
に
概
観
す

る
授
業
を
何
度
か
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
緻
密
で
正

確
な
解
説
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
乱
暴
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
が
、
音
楽
史
に
は
多
様
な
切
り
口
が
あ
る
こ
と
や
、
歴
史
と
「
現

在
」
と
の
間
に
一
義
的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

専
門
分
野
を
決
定
す
る
前
の
多
様
な
学
生
に
対
す
る
基
礎
教
育

科
目
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
芸
術

学
で
は
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
は
、
多
様
な
も
の
を
自
分
自
身
の

視
点
で
結
び
付
け
、
そ
の
意
味
を
自
ら
の
言
葉
で
語
る
と
い
う
大

き
な
目
標
に
つ
な
が
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
授
業
自
体
に
は
未
だ

改
善
の
余
地
が
多
く
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
も
、
そ
の
授
業
で
何

を
目
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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■
１　
健
康
科
学
部
開
設
ま
で

　

広
島
修
道
大
学
は
、
２
０
１
７
年
４
月
に
心
理
学
科
と
健
康

栄
養
学
科
（
各
定
員
80
名
）
か
ら
な
る
健
康
科
学
部
を
開
設
し
、

第
１
期
生
１
６
４
名
を
受
け
入
れ
た
。

　

本
学
が
そ
の
名
を
冠
す
る
「
修
道
」
は
、
中
国
の
古
典
『
中

庸
』
の
「
道
を
修
め
る
こ
れ
を
教
え
と
い
う
」
に
由
来
し
、
こ

れ
を
建
学
の
精
神
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、「
地
球
的

視
野
を
持
っ
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
養

成
」
を
理
念・

教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
１
７
２
５
（
享
保
10
）
年
に
設
け
ら
れ
た
広
島
藩

の
藩
校
「
講
学
所
」
を
淵
源
と
し
、
修
道
中
学
校・

高
等
学
校

を
有
す
る
学
校
法
人
修
道
学
園
が
１
９
５
２
年
、
地
元
広
島
経

済
界
の
要
請
を
受
け
て
設
立
し
た
修
道
短
期
大
学
を
高
等
教
育

機
関
と
し
て
の
起
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
１
９
６
０
年
に

は
広
島
商
科
大
学
に
改
組
し
、
商
学
部
単
科
の
四
年
制
大
学
と

し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
１
９
７
３
年
に
は
、
人
文
学
部
の

増
設
と
と
も
に
広
島
修
道
大
学
と
改
名
し
、
そ
の
後
、
法
学 

部
、
経
済
科
学
部
、
人
間
環
境
学
部
を
順
次
設
置
し
て
、
中
国・

四
国
地
方
で
有
数
の
文
系
総
合
大
学
と
し
て
の
地
歩
を
占
め
て

い
る
。

　

２
０
１
５
年
４
月
に
修
道
学
園
が
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
を
有

す
る
学
校
法
人
鈴
峯
学
園
と
合
併
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同
短
大

保
育
学
科
の
人
的・

物
的
資
源
を
活
用
し
て
、
２
０
１
６
年
に

本
学
人
文
学
部
人
間
関
係
学
科
教
育
学
専
攻
を
教
育
学
科
に
拡

充
し
た
。
健
康
科
学
部
の
開
設
に
当
た
っ
て
も
、
人
文
学
部
人

間
関
係
学
科
心
理
学
専
攻
を
拡
充
し
て
心
理
学
科
と
す
る
と
と

も
に
、
同
短
大
の
食
物
栄
養
学
科
の
資
源
を
基
礎
と
し
て
健
康

広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部

増
田 

尚
史
●
広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部
長
、
教
授

地
域
の
人
々
の
健
康
を
支
援
す
る

明日への試み
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栄
養
学
科
を
設
置
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
学
部
改

組
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
昨

今
の
私
立
大
学
に
あ
っ
て

は
珍
し
い
こ
と
に
、
本
学

で
は
過
去
15
年
も
の
間
、

新
学
部
の
開
設
が
な
く
、

健
康
科
学
部
の
開
設
は
本

学
に
と
っ
て
は
挑
戦
的
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
こ
の
新
学
部
に
理
系

の
学
科
で
あ
る
健
康
栄
養

学
科
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

文
系
総
合
大
学
で
あ
る
本

学
に
と
っ
て
初
め
て
の
試

み
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
健
康
科
学
部

の
両
学
科
は
い
ず
れ
も
実

験・

実
習
施
設
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド

面
で
の
新
学
部
開
設
の
準

備
も
精
力
的
に
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
２
０
１
５
年
に
協
創
館

を
建
設
し
、
そ
の
４
階
フ
ロ
ア
（
約
６
８
１
㎡
）
を
全
て
心
理

学
科
専
用
（
通
称
、
こ
こ
ろ
Ｌ
Ａ
Ｂ
）
と
し
て
、
電
磁
波
シ
ー

ル
ド
実
験
室
、
行
動
観
察
室
、
心
理
面
接
実
習
室
、
集
団
ブ
ー

ス
実
験
室
な
ど
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
健
康
栄
養
学
科
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
６
年
１
月
に
９
号
館
（
約
４
６
８
５
㎡
）
を
建

設
し
、
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
基
準
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）

に
準
拠
し
た
、
１
０
０
食
以
上
の
調
理
が
可
能
な
給
食
経
営
管

理
実
習
室
な
ど
、
最
新
の
施
設
を
整
備
し
た
。

■
２　
な
ぜ
い
ま
、「
健
康
科
学
」か

　

本
学
が
健
康
科
学
部
を
開
設
し
た
第
一
の
理
由
は
、
現
代
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
、
個
人
に
と
っ
て
、
そ
し
て
社
会
に
と
っ
て

健
康
を
重
要
視
す
る
時
代
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

わ
が
国
は
、
２
０
０
２
年
に
健
康
増
進
法
を
制
定
、
２
０
１

３
年
に
は
第
４
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
「
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
第
二
次
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
（
健
康
日
本
21
（
第
二

次
））」
を
策
定
し
、
２
０
２
５
年
を
目
途
と
し
て
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
時
点
の
健
康
寿
命
を
都

道
府
県
別
に
見
る
と
、
本
学
が
所
在
す
る
広
島
県
は
残
念
な
が

ら
男
性
が
30
位
（
70・

22
歳
）、
女
性
が
46
位
（
72・

49
歳
）
と

写真１　こころ LABの行動観察室写真２　健康栄養学科が使用する９号館
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低
位
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
健

康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
教
育
目
標
を
掲

げ
る
本
学
の
使
命
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

健
康
科
学
部
開
設
の
第
二
の
理
由
は
、
健
康
に
関
す
る
問
題

解
決
の
た
め
に
は
、
根
拠
の
な
い
言
説
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
人
間
と
い
う
生
物
を
対
象
と
し
た
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
知
識
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
点
に
あ
る
。

　

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
の
陰
で
、
た
と
え
ば
科
学
的
エ
ビ
デ
ン

ス
に
乏
し
い
食
品
の
継
続
的
摂
取
を
過
信
す
る
人
々
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
健
康
に
関

わ
る
要
因
と
し
て
、
人
間
関
係
や
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
（
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
お
よ
び
ス
ト
レ
ス
反
応
）
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
処
法
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に

は
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
た
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
も
そ
も

「
ス
ト
レ
ス
＝
悪
」
と
い
う
図
式
が
科
学
的
に
は
妥
当
性
を
欠
く

も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
は
当
然
の
ご
と
く
流

布
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
健
康
に
関
す
る
問
題
は

個
人
の
幸
福
の
追
求
と
直
結
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
個
人
を
科

学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
乏
し
い
行
動
に
走
ら
せ
て
し
ま
う
バ
イ
ア

ス
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
健
康
科
学
を
探
究
し
、
そ
こ
で

培
わ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
、
単
に
自
分
が
健
康
で
あ
り
続
け
る

だ
け
で
な
く
、
他
者
を
も
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
適
応

的
で
安
定
的
な
行
動
に
導
く
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
健
康
科
学
部
は
「
健
康

学
」
で
は
な
く
、
実
験
や
調
査
デ
ー
タ
を
重
視
す
る
「
健
康
科

学
」
を
志
向
し
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
立
脚
す
る
心
理
学
と

栄
養
学
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
と
す
る
心
理
学
科
と
健
康
栄
養

学
科
に
よ
っ
て
学
部
を
構
成
し
て
い
る
。

■
３　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

　

た
と
え
ば
肥
満
や
や
せ

0

0

と
い
っ
た
「
か
ら
だ
」
に
関
す
る
問

題
は
、
単
に
食
事
内
容
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
と
い
う
栄
養
学

的
な
原
因
だ
け
で
は
な
く
、
過
食
行
動
や
痩
身
願
望
を
抑
制
で

き
な
い
「
こ
こ
ろ
」
の
状
態
に
も
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
ス
ト
レ
ス
障
が
い
の
よ
う
な
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題

に
対
し
て
、
規
則
的
な
食
事
や
適
切
な
栄
養
素
の
摂
取
に
よ
る

「
か
ら
だ
」
の
健
康
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
改
善
効
果
は
小
さ

く
な
い
。
つ
ま
り
、
健
康
に
関
す
る
問
題
の
発
見
と
解
決
の
た

め
に
は
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
に
つ
い
て
の
学
際
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
健
康
科
学
部
で
は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
に
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つ
い
て
学
際
的
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
食
行
動
科

学
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
論
」
な
ど
16
科
目
か
ら
な
る
学
部
総

合
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
、
心
理
学
科
で
は
栄

養
学
の
観
点
に
立
っ
て
「
か
ら
だ
」
の
健
康
に
関
す
る
知
識
を

修
得
す
る
た
め
に
、「
栄
養
と
健
康
」「
食
育
入
門
」「
地
域
食
文

化
論
」
の
い
ず
れ
か
２
科
目
を
選
択
必
修
と
し
、
健
康
栄
養
学

科
で
は
心
理
学
の
観
点
か
ら
「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
に
関
す
る
知

識
を
修
得
す
る
た
め
に
、「
健
康
心
理
学
」
と
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
心
理
学
」
の
２
科
目
を
必
修
科
目
と
し
て
い
る
。

　

心
理
学
科
で
は
専
門
科
目
と
し
て
、
２
０
１
７
年
に
施
行
さ

れ
た
公
認
心
理
師
法
に
準
拠
し
た
科
目
に
加
え
て
、「
心
理
調
査

実
習
」
や
「
心
理
学
基
礎
演
習
」
な
ど
の
必
修
科
目
を
配
置
し

て
い
る
。
さ
ら
に
２
年
次
第
３
学
期
か
ら
は
、
主
に
臨
床
心
理

学
と
そ
の
関
連
領
域
に
つ
い
て
教
育
を
行
う
心
理
臨
床
コ
ー
ス
、

社
会・

組
織
に
つ
い
て
心
理
学
の
観
点
か
ら
教
育
を
行
う
心
理

調
査
コ
ー
ス
、
人
間
の
精
神
活
動・

行
動
の
全
般
に
つ
い
て
教

育
を
行
う
心
理
科
学
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
学
生
個

人
の
キ
ャ
リ
ア・

デ
ザ
イ
ン
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
課

程
を
構
築
し
て
い
る
。
特
に
心
理
臨
床
コ
ー
ス
は
、
公
認
心
理

師
を
養
成
す
る
た
め
の
学
部
段
階
の
教
育
を
中
心
的
に
担
い
、

本
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
へ
の
進
学
を
学
生

に
促
し
、
公
認
心
理
師
や
民
間
資
格
で
あ
る
臨
床
心
理
士
の
資

格
取
得
を
支
援
し
て
い
る
。

　

健
康
栄
養
学
科
で
は
、
管
理
栄
養
士
の
養
成
課
程
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
柱
と
し
て
お
り
、
栄
養
学
、
調
理
学
、
食
品
学
、
公
衆

衛
生
学
、
生
化
学
な
ど
の
基
幹
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
栄
養
教
諭
一
種
免
許
状
、
食
品
衛
生
管
理
者
任

用
資
格
、
食
品
衛
生
監
視
員
任
用
資
格
の
取
得
に
も
対
応
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。
中
で
も
、
近
年
は
就
職
先

と
し
て
食
品
関
連
企
業
に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
が
多
い
こ
と
か

ら
、「
食
産
業
の
理
解
」
や
「
地
域
食
産
業
演
習
」
な
ど
の
科
目

を
配
置
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
学
科
に
お
い
て
も
、
３・

４
年
次
に
は

「
演
習
」
あ
る
い
は
「
卒
業
基
礎
ゼ
ミ
」
に
お
い
て
少
人
数
に
よ

る
演
習
形
式
の
授
業
を
行
い
、
４
年
次
に
は
学
修
の
集
大
成
の

た
め
に
、「
卒
業
論
文
」
あ
る
い
は
「
卒
業
ゼ
ミ
」
を
必
修
科
目

と
し
て
配
置
し
て
、
学
士
力
を
保
証
し
て
い
る
。

■
４　
他
者
と
協
働
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

　

管
理
栄
養
士
な
ど
の
資
格
取
得
を
目
指
す
学
部・

学
科
で
は
、

心
な
ら
ず
も
資
格
試
験
の
合
格
率
を
上
げ
る
こ
と
に
教
育
リ
ソ
ー

ス
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
学
の
健
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康
科
学
部
で
は
、
資
格
に
プ
ラ
ス
す
る
能
力
と
し
て
他
者
と
の

協
働
性
の
涵
養
に
努
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
公
認
心
理
師
や

管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
業
人
の
職
場
で
は
、
医
師
、
理
学

療
法
士
、
教
諭
な
ど
他
の
専
門
職
業
人
と
協
働
し
な
が
ら
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
人
々

の
健
康
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
能

力
を
備
え
た
人
材
を
育
て
る
た
め
に
、
健
康
科
学
部
で
は
次
の

よ
う
な
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。

　

ま
ず
、
Ａ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
入
学
試
験
に
新
し
い
試

み
を
導
入
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
受
験
生
は
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
初
め
て
出
会
っ
た
他
の
受
験
生
と
協
働
し
て
あ

る
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
結
論
を
導
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
用
の
資
料
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
発
表
と
質
疑
応
答

を
行
う
。
こ
の
集
団
活
動・

集
団
討
論
を
通
じ
て
、
自
分
の
意

見
を
積
極
的
に
表
明
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
柔
軟
な
思
考
の
で
き
る
学
生
を
受
け
入
れ
る
。
２
０

１
７
年
の
秋
に
初
め
て
実
施
し
た
こ
の
入
学
試
験
に
は
、
幸
い

に
も
予
想
を
超
え
る
志
願
者
が
あ
っ
た
。
合
格
者
は
、
以
下
に

記
す
入
学
後
の
正
課
活
動
に
お
い
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

４
学
期
制
を
採
用
し
て
い
る
心
理
学
科
で
は
、
２
年
次
の
第

３
学
期
を
活
動
推
進
学
期

と
呼
び
、「
地
域
援
助
実
践

体
験
」
と
い
う
科
目
を
配

置
し
て
い
る
。
こ
の
授
業

の
一
環
と
し
て
、
広
島
市

児
童
相
談
所
（
一
時
保
護

所
）
な
ど
の
学
外
施
設
に

お
い
て
、
施
設
職
員
の
指

導
の
下
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
従
事
し
、
心
理
的

支
援
の
実
践
現
場
を
体
験

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、
第
１
期
生
の
う
ち

約
30
名
が
こ
の
科
目
の
履
修
を
希
望
し
て
お
り
、
少
人
数
に
分

か
れ
て
各
学
外
施
設
で
実
践
体
験
を
積
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

健
康
栄
養
学
科
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
担
い
得

る
管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
た
め
に
、
講
義
科
目
と
し
て
「
地

域
包
括
ケ
ア
論
」
を
配
置
し
た
上
で
、
大
学
近
隣
の
高
齢
者
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
「
給
食
経
営
管
理
実
習
Ⅱ
（
地
域

配
食
）」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
授
業
で
は
、
献
立
の
作
成
、

大
量
調
理
の
運
営
、
配
食
、
お
よ
び
配
食
時
の
栄
養
指
導
な
ど

を
自
律
的
に
学
び
、
高
齢
者
の
言
葉
や
態
度
か
ら
潜
在
的
な
健 写真３　健康栄養学科の実習風景
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康
問
題
を
察
知
し
て
、
そ
れ
に
対
処
す
る
能
力
を
涵
養
す
る
。

■
５　
挑
戦
者
が
集
う
学
部
へ

　

前
述
の
よ
う
に
、
健
康
科
学
部
の
開
設
は
本
学
に
と
っ
て
挑

戦
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
集
う
教
員・

学
生
も
ま

た
挑
戦
者
で
あ
る
。

　

健
康
科
学
部
所
属
の
専
任
教
員
30
名
（
２
０
１
８
年
度
着
任

を
含
む
）
の
う
ち
、
実
に
23
名
が
新
規
採
用
で
あ
り
、
新
し
い

環
境
で
の
教
育
に
挑
戦
し
て
い
る
。
同
時
に
、
従
前
か
ら
本
学

に
所
属
し
て
い
る
教
員
も
、
こ
れ
ら
大
多
数
の
新
任
教
員
が
も

た
ら
す
新
し
い
風
を
感
じ

な
が
ら
新
学
部
の
教
育
に

挑
戦
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
心
理
学
科
で
は
広

島
市
教
育
委
員
会
や
児
童

養
護
施
設
、
精
神
科
病
院

な
ど
と
連
携
し
て
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
す

取
り
組
み
を
、
年
間
を
通

じ
て
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。
健
康
栄
養
学
科
で 

は
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
手
作
り
の
弁
当

を
持
参
し
、一
緒
に
食
事
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、地
元

産
の
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
レ
シ
ピ
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

喜
ば
し
い
こ
と
に
、
学
生
は
こ
れ
ら
の
正
課
外
活
動
に
も
高

い
関
心
を
示
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
第
１
期
生
は
、

学
部
と
し
て
の
伝
統
の
な
い
中
で
学
修
に
不
安
を
覚
え
る
こ
と

も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
で
新
し
い
文

化
を
創
り
出
す
た
め
に
学
内
外
で
挑
戦
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
学
生
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
大
学
や
教
員
も
挑
戦

を
続
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
２
０
１
７
年
７
月
に
は
、
公
認

心
理
師
や
臨
床
心
理
士
を
目
指
す
学
生
の
実
習
施
設
を
兼
ね
る

臨
床
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、
心
理
学
科
の
教
員
が

地
域
の
人
々
の
心
理
相
談
に
対
応
し
始
め
た
。
ま
た
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
は
、
健
康
栄
養
学
科
の
教
員
が
地
域
の
人
々
の
栄

養
相
談
に
応
じ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学・

教
員

と
学
生
と
が
建
設
的
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
相
互
作
用
が

発
展
す
れ
ば
、
健
康
科
学
部
だ
け
で
は
な
く
本
学
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

写真４　臨床心理相談センターのプレイルーム

107 大学時報　2018.1



１　
京
都
精
華
短
期
大
学
の
誕
生

　

１
９
６
８
年
で
あ
る
。
洛
北
の
田
園
地
帯
に
小
さ
な
短
期
大
学

が
誕
生
し
た
。
そ
の
名
は
「
京
都
精
華
短
期
大
学
」。
開
設
時
の
学

生
定
員
１
５
０
名
、
美
術
科
と
英
語
英
文
科
だ
け
で
構
成
さ
れ
た

本
当
に
小
さ
な
短
期
大
学
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
短
大
は
、
そ

の
規
模
か
ら
は
測
り
知
れ
な
い
、
大
き
な
使
命
を
担
っ
て
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。

　

創
立
か
ら
50
年
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
２
０
１
７
年
現
在
、

人
文
学
部
、
芸
術
学
部
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
マ
ン
ガ
学
部
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
学
部
の
５
学
部
に
大
学
院
４
研
究
科
を
擁
し
、

学
生
定
員
は
４
０
０
０
名
を
超
え
る
芸
術
と
文
化
の
総
合
大
学
「
京

都
精
華
大
学
」
へ
と
成
長
し
た
。
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
も
運
営
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
50
年
は
規
模
の
拡
大
だ
け
の
た
め
に
費
や
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
建
学
当
初
に
描
か
れ
た
大
き
な
理
想

と
使
命
を
探
究
す
る
情
熱
と
模
索
の
軌
跡
で
あ
っ
た
。

２　
「
１
９
６
８
」が
問
い
か
け
た
も
の

　

大
学
発
足
に
先
だ
っ
て
発
行
さ
れ
た
１
９
６
８
年
度
大
学
案
内

の
巻
頭
の
文
章
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
大
学
は
新
し
い
画
布
の
よ
う
に
、
一
切
の
因
襲
的

な
過
去
か
ら
断
絶
し
て
い
る
。
そ
し
て
教
師
も
学
生
も
す
べ
て
、

ま
ず
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
由
と
自
治
の
精
神
の
波
う
つ
大

学
を
、
こ
れ
か
ら
創
造
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今

日
の
『
失
わ
れ
た
大
学
教
育
』
を
京
都
の
地
に
お
い
て
回
復
す
る

こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
使
命
を
感
じ
て
い
る
」。

　

京
都
精
華
短
期
大
学
は
、「
因
襲
的
な
過
去
」
に
と
ら
わ
れ
る
全

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

石
田 

涼
●
学
校
法
人
京
都
精
華
大
学
理
事
長

「
自
由
自
治
」
の
大
学
の
誕
生
と
軌
跡
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て
の
既
成
大
学
に
訣
別
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
大
学
の
創
造
を
志

し
た
。
な
ら
ば
、「
因
襲
的
な
過
去
」
と
は
、「
失
わ
れ
た
大
学
教

育
」
と
は
、
何
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
京
都
精
華
短
期
大
学
が
誕
生
し

た
１
９
６
８
年
が
ど
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
か
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

１
９
６
８
年
に
は
、
世
界
中
で
若
者
た
ち
が
自
由
と
解
放
を
求

め
、
パ
リ
五
月
革
命
、
米
国
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・

パ
ワ
ー
、
社

会
主
義
圏
に
お
い
て
も
プ
ラ
ハ
の
春
な
ど
、
既
成
の
権
威
や
価
値

観
に
対
す
る
異
議
申
立
て
が
ラ
ジ
カ
ル
に
行
わ
れ
た
。

　

社
会
学
者
の
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル・

ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ー
ン
は
「
一

九
六
八
年
の
革
命
は
、
典
型
的
な
革
命
で
あ
り
、
単
一
の
革
命
で

あ
っ
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
、
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的
形
成

に
関
わ
る
重
大
な
事
象
の
一
つ
で
あ
り
、
分
水
界
的
事
象
と
呼
ぶ

べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。」（『
ポ
ス
ト・

ア
メ
リ
カ
』
藤
原
書

店
）
と
、「
１
９
６
８
」
の
世
界
史
的
意
味
を
語
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
学
生
が
各
大
学
で
全
学
共
闘
会
議
（
全
共
闘
）
を

結
成
し
、
大
学
当
局
と
対
立
し
た
。
全
国
の
８
割
の
大
学
が
、
何

ら
か
の
形
で
「
紛
争
」
状
態
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

大
学
闘
争
の
端
緒
は
学
費
値
上
げ
や
寮・

学
生
会
館
の
自
治
権

な
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
根
源
は
「
大
学
と
は
何
か
」「
学
問
と
は

何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
や

公
害
、
経
済
至
上
主
義
に
よ
る
人
間
疎
外
な
ど
、
当
時
の
社
会
状

況
か
ら
提
起
さ
れ
た
「
近
代
知
」
そ
の
も
の
へ
の
懐
疑
が
呼
び
寄

せ
た
問
い
か
け
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
懐
疑
の
ま
な
ざ
し
は
「
知
」

を
担
う
知
識
人

≒

大
学
教
員
に
及
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
学
生
存

在
と
い
う
自
身
に
も
向
け
ら
れ
、「
自
己
否
定
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

生
ん
だ
。

　
「
１
９
６
８
」
は
「
政
治
の
季
節
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
映
画・

演
劇・

音
楽・

美
術・

文
学・

マ
ン
ガ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
表
現
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
実
験
的
な
試
行
と
も
連
動
し

て
お
り
、
狭
い
政
治
運
動
の
枠
を
超
え
た
文
化
的
な
変
革
期
で
も

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
１
９
６
８
年
が
提
起
し
た
課
題
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
「
大
学
」
運
動
の
大
学
と
し
て
誕
生
し

た
の
が
京
都
精
華
短
期
大
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

３　
「
自
由
自
治
」の
大
学

⑴
　
初
代
学
長・

岡
本
清
一
の
思
想

　

京
都
精
華
大
学
（
前
身
は
京
都
精
華
短
期
大
学
）
の
初
代
学
長・

岡
本
清
一
（
１
９
０
５
─
２
０
０
１
）
は
、
岩
波
新
書
で
『
自
由

の
問
題
』（
１
９
５
９
）
と
題
し
た
本
を
著
し
た
こ
と
で
も
分
か
る
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よ
う
に
、〝
自
由
〟
の
探
究
に

生
涯
を
捧
げ
た
政
治
学
者
で

あ
る
。

　

岡
本
は
、
学
長
就
任
に
当

た
っ
て
、
当
時
の
理
事
会
に

「
覚
書
」
と
題
し
た
文
書
を
提

出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣

言
に
基
づ
い
た
人
間
尊
重
を

教
育
の
基
本
理
念
と
し
、
人

類
史
の
展
開
に
責
任
を
負
っ

て
世
界
と
日
本
に
尽
く
す
こ

と
を
使
命
と
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
京
都
精
華
大
学
で
は
、

こ
の
「
覚
書
」
を
建
学
の
理
念
の
基
本
文
書
と
位
置
付
け
、こ
の
文

章
に
表
さ
れ
た
理
念
を
「
自
由
自
治
」
の
一
語
に
集
約
し
て
い
る
。

　

岡
本
は
「
自
由
自
治
」
の
大
学
を
創
る
に
当
た
っ
て
、
教
員
─

職
員
─
学
生
の
三
者
が
平
等
に
参
画
す
る
大
学
共
同
体
が
構
築
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

　
「
一
九
六
八
年
、
こ
の
大
学
が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
教

職
員
と
学
生
と
は
、
い
く
つ
か
の
誓
い
を
立
て
た
。
そ
の
第
一
は
、

自
由
自
治
主
義
の
旗
の
も
と
に
、
人
格
的
平
等
主
義
の
研
究
教
育

集
団
と
し
て
の
大
学
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

こ
の
人
格
的
平
等
主
義
の
実
践
は
、
人
種
的
、
民
族
的
、
社
会
間

的
差
別
を
み
と
め
な
い
思
想
を
、
学
問
、
研
究
の
出
発
点
と
な
し

う
る
こ
と
の
保
障
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
」（
岡
本
清
一
「
大

学
の
志
操
」『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
２
０
０
２
年
）

　

岡
本
は
、
大
学
の
基
本
構
成
員
で
あ
る
教
員
─
職
員
─
学
生
の

人
格
的
平
等
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
見
せ
た
。
そ
れ
は
、
岡
本
が
最

も
問
題
視
し
て
い
た
の
が
、
既
存
の
大
学
に
蔓は

び
こ延

る
不
平
等
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
岡
本
は
既
存
の
大
学
を
、
教
員
─
職
員
─
学
生

の
序
列
を
な
す
身
分
制
社
会
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
て
い
た
。

　
「
自
由
自
治
」
理
念
を
実
現
す
る
大
学
を
運
営
す
る
に
当
た
っ

て
、
人
格
的
平
等
主
義
は
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
理
で
あ
っ
た
。

⑵
　「
自
由
自
治
」
の
た
め
の
制
度

　

岡
本
の
唱
え
た
人
格
的
平
等
主
義
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め

に
、
京
都
精
華
大
学
で
は
い
く
つ
か
の
制
度
を
設
け
た
。

　

一
つ
は
、
学
校
法
人
の
経
営
者
で
あ
る
理
事
を
選
挙
で
選
出
す

る
制
度
で
あ
る
。
全
専
任
教
職
員
が
被
選
挙
権
と
選
挙
権
を
有
す

る
直
接
選
挙
で
あ
る
。
学
長
選
出
も
も
ち
ろ
ん
選
挙
に
よ
り
、
こ

ち
ら
は
さ
ら
に
、
学
生
も
信
任
投
票
で
参
加
す
る
。

　

そ
し
て
、
予
決
算
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
政
策
は
、
全
教
職
員

岡本清一（向かって左端）と教職員
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が
参
加
す
る
教
職
員
合
同
会
議
で
議
論
を
行
う
。
全
て
の
教
職
員

は
経
営
に
参
画
す
る
権
利
が
あ
り
、
経
営
の
結
果
に
責
任
が
あ
る
。

選
挙
制
度
と
教
職
員
合
同
会
議
は
建
学
当
初
か
ら
現
在
ま
で
維
持

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
建
学
時
か
ら
で
は
な
く
、
時
間
の
経
過
の
中
で
整
備
さ
れ

確
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
教
員
と
職
員
の
立
場
が
同
等
で
あ
る
こ

と
の
制
度
的
表
現
の
象
徴
は
、
教
職
員
が
完
全
に
同
一
の
給
与
体

系
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
役
職
者
に
は
手
当
が
付
く
が
、
完
全
年

齢
給
の
体
系
し
か
な
い
。

４�　
京
都
精
華
大
学
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
／
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
取
り
組
み

　

京
都
精
華
大
学
の
既
成
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
考
は
、

も
ち
ろ
ん
教
学
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
現
地・

現
場
で
の
体
験
を
通
し
た
学
習
の
大
胆
な
導
入
は
、
一
貫
し
て
京

都
精
華
大
学
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
７
９
年
の
４
年
制
大
学
へ
の
移
行
と
と
も
に
始
ま
っ
た
「
京

都
の
伝
統
産
業
実
習
」
は
、
伝
統
産
業・

伝
統
工
芸
の
工
房
に
〝
弟

子
入
り
〟
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
制
作
に
携
わ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
京
都
の
地
に
お
い
て
、
伝
統
産
業・

伝
統
工
芸
の
継

承
と
発
展
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
１
９
８
９
年
に
開

設
し
た
人
文
学
部
で
は
、
半

年
間
の
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
体
験
学
習
が
必
修
と

さ
れ
た
。
欧
米
ば
か
り
で
な

く
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
地
域

に
豊
富
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
有

し
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

特
に
、
タ
イ
に
は
30
年
に
わ

た
っ
て
学
生
を
送
り
続
け
て

い
る
。
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ・

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
も
設
定
し
て
い
る
。

　

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
へ
の
導
入
も
早
期
か
ら
進

ん
で
い
る
。
マ
ン
ガ
教
育
は
短
大
創
立
の
１
９
６
８
年
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
２
０
０
０
年
に
は
マ
ン
ガ

学
科
、
２
０
０
６
年
に
は
マ
ン
ガ
学
部
を
開
設
し
た
。
い
ま
で
は

マ
ン
ガ
研
究
科
博
士
課
程
も
有
し
、
世
界
最
高
峰
の
マ
ン
ガ
教
育

機
関
を
自
任
し
、
多
く
の
留
学
生
が
在
籍
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

各
国
の
マ
ン
ガ
教
育
機
関
に
教
員
を
輩
出
し
て
い
る
。

タイ・フィールドワークの学生と現地の皆さん
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さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
に
は
、
音
楽
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
軸
と

す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
学
部
を
新
設
。
そ
の
新
鮮
な
着
眼

と
豪
華
な
教
員
陣
で
注
目
を
集
め
た
。

５　
「
自
由
自
治
」の
世
界
へ
の
発
信

　
「
自
由
自
治
」
の
理
念
を
検
証
し
な
が
ら
発
展
的
に
深
化
さ
せ
、

世
界
へ
発
信
す
る
た
め
に
、
世
界
レ
ベ
ル
の
高
み
で
活
動
す
る
知

識
人
と
の
討
議
も
大
学
全
体
と
し
て
行
っ
て
き
た
。

　

主
要
な
と
こ
ろ
を
挙
げ
れ
ば
、
１
９
８
８
年
ア
レ
ン・

ギ
ン
ズ

バ
ー
グ
氏
（
米
国・

詩
人
）、
91
年
ゲ
ー
リ
ー・

ス
ナ
イ
ダ
ー
氏

（
米
国・

詩
人
）、
93
年
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン

氏
（
米
国・

社
会
学
者
）、
97
年
ア
ッ
バ
ス・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
氏

（
イ
ラ
ン・

映
画
監
督
）、
98
年
ノ
ー
ム・

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
氏
（
米

国・

言
語
学
者
）
ら
が
来
学
し
て
い
る
。

　

30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
自
由
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
自
由
と
解
放
の
戦
い
の
た
め

に
、
言
論
や
移
動
を
制
限
さ
れ
て
い
た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者

の
ダ
ラ
イ・

ラ
マ
14
世
（
チ
ベ
ッ
ト
）、
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー

（
ビ
ル
マ
）、
ジ
ョ
ゼ・

ラ
モ
ス・

ホ
ル
タ
（
東
テ
ィ
モ
ー
ル
）
の

３
氏
を
職
員
中
心
の
チ
ー
ム
が
独
自
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
未
来
を

担
う
若
者
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映

像
配
信
し
た
。

　
「
自
由
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
ご
縁
を
得
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
２
０
０
０
年

に
は
ダ
ラ
イ・

ラ
マ
14
世

を
招
聘
し
た
。
周
知
の
通

り
、
ダ
ラ
イ・

ラ
マ
14
世

の
来
日
に
は
大
き
な
政
治

的
障
壁
が
あ
っ
た
。
大
学

が
招
聘
元
と
な
っ
て
公
開

講
演
会
を
開
く
の
は
初
め

て
と
あ
っ
て
、
来
日
阻
止

に
向
け
た
圧
力
と
妨
害
は
執
拗
を
き
わ
め
、
正
直
な
と
こ
ろ
学
内

に
も
動
揺
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
当
時
の
理
事
長
は
「
大
学
の

存
在
は
国
家
よ
り
大
き
い
」
と
断
言
し
、
一
歩
も
退
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
日
本
中
が
注
目
す
る
中
で
感
動
的
な
講

演
会
が
実
現
し
た
。
京
都
精
華
大
学
の
歴
史
の
中
で
も
、
そ
の
理

念
が
試
さ
れ
た
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
る
。

　

２
０
０
４
年
に
は
オ
ノ・

ヨ
ー
コ
氏
が
学
生
参
加
型
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
、「
私
た
ち
は
、
政
治
で
は
な
く
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
こ
と
で
世
界
を
変
え
ら
れ
る
。
自
分
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い ダライラマ14世講演会
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る
こ
と
を
信
じ
て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

６�　
京
都
精
華
大
学�

─
こ
れ
か
ら
の
50
年
と
人
類
史
の
未
来
へ

　

近
年
、
私
た
ち
の
大
学
が
教
学
内
容
と
す
る
芸
術
や
人
文
学
の

意
義
を
疑
問
視
す
る
発
言
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
私
た

ち
の
大
学
が
拠
っ
て
立
つ
組
織
運
営
理
念
と
は
異
な
る
方
向
へ
の

流
れ
が
強
ま
っ
て
も
い
る
。

　

こ
の
文
章
で
は
「
自
由
自
治
」
理
念
を
高
ら
か
に
謳
っ
て
き
た

が
、
京
都
精
華
大
学
内
部
に
お
い
て
も
、
時
間
の
経
過
の
中
で
理

念
が
希
薄
化
し
た
り
、
意
味

が
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
部

分
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら

れ
る
。
逆
に
、
理
念
に
固
執

す
る
が
た
め
に
き
た
し
た
時

代
と
の
ず
れ
が
、
大
学
の
停

滞
を
招
い
て
い
る
面
が
あ
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　

い
ま
、
ま
さ
に
京
都
精
華

大
学
の
教
育
と
「
自
由
自
治
」

理
念
が
再
審
を
迫
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
と
あ
え
て
言
お
う
。
人
間
同
士
に
対
立
と
分

断
が
も
た
ら
さ
れ
、
未
来
へ
の
不
安
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
在

の
世
界
と
日
本
の
状
況
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
間
尊
重
」
の

理
想
を
芸
術
と
文
化
の
表
現
に
か
か
わ
る
教
育
に
よ
っ
て
実
現
し

よ
う
と
す
る
京
都
精
華
大
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
、「
自
由
自

治
」
精
神
を
有
し
た
人
間
の
育
成
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
言
葉
だ
け
を
擁
護
し
た
り
、
制
度
の
形
式
に
安

住
す
る
の
で
は
な
く
、「
自
由
自
治
」
の
核
心
を
す
く
い
あ
げ
、
時

代
の
変
化
を
し
た
た
か
に
受
容
し
な
が
ら
も
、
未
来
を
志
向
す
る

理
念
と
制
度
の
再
構
築
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

私
た
ち
の
大
学
で
は
、
２
０
１
７
年
夏
に
行
わ
れ
た
選
挙
に
よ
っ

て
、
２
０
１
８
年
度
に
就
任
す
る
新
し
い
学
長
に
、
日
本
で
初
め

て
と
い
わ
れ
る
ア
フ
リ
カ
出
身
の
教
員
を
選
出
し
た
。

　

建
学
の
誓
い
で
あ
る
「
新
し
い
人
類
史
の
展
開
に
対
し
て
責
任

を
負
い
、
日
本
と
世
界
に
尽
く
そ
う
と
す
る
人
間
の
形
成
」
の
た

め
に
、
私
た
ち
の
大
学
は
再
び
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
。

～
わ
れ
ら
は
遠
く
か
ら
来
た　

そ
し
て
遠
く
ま
で
行
く
の
だ
～

�
（
パ
ル
ミ
ロ・

ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
ま
た
は
影
丸
）

「自由自治」石碑と学生たち
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

は
じ
め
に

　

中
京
大
学
は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
（
以
下
、
ミ
ズ
ノ
）
と
連
携
協
力

協
定
を
締
結
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
な

ど
を
目
指
し
、
双
方
が
得
意
と
す
る
多
く
の
分
野
で
協
力
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１　

中
京
大
学
体
育
会
の
現
状

　

中
京
大
学
の
学
生
数
は
約
１
万
２
６
０
０
人
、
そ
の
う
ち
体
育

会
公
認
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
は
約
２
２
０
０
人
で
、
全

体
の
約
17
％
に
当
た
る
。
こ
れ
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
高

い
割
合
で
あ
る
。
ま
た
、
建
学
の
精
神
が
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の

真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
学
術
」
と
と
も
に

「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
も
重
き
を
置
き
、
学
内
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
キ
ャ
ン
パ
ス
別
に
見
て
み
る
と
、
問

題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。
本
学
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
二

つ
あ
り
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
約
８
０
０
０
人
、豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
約
４
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
体
育
会
所
属
学
生
の
比
率
は
と
い
う
と
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
約
50
％
の
２
０
０
０
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
約
２・

５
％
の
わ
ず
か
２
０
０
人
程
度
で
あ
る
。

　

こ
の
数
値
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
風
土
の
違
い
が
読
み
取
れ
る
。

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
多
く
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
な
い
。

こ
う
い
っ
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
の
差

に
は
他
大
学
で
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、

本
学
で
は
特
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

２　

ミ
ズ
ノ
と
の
連
携

　

国
内
に
お
け
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
は
未
知
数
で
あ
り
、

未
開
拓
で
も
あ
る
。学
生
の
安
全
管
理
や
指
導
者
の
立
場
、体
育
会

の
位
置
付
け
な
ど
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
に
し
て
い
た
こ
と
が
紐
解
か

れ
よ
う
と
し
て
い
る
世
相
の
中
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
本
学

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の 

連
携
協
力
協
定

［
中
京
大
学
］

小
栗 

優
貴
●
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任

《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》
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で
も
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
掲
げ
る
問
題
点
を
改
善
し
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
価
値
を
高
め
る
べ
く
、
軌
道
修
正
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
学
生
の
帰
属
意
識
の
醸
成

が
あ
る
。
本
学
は
、
ミ
ズ
ノ
と
２
０
１
６
年
３
月
に
連
携
協
力
協

定
を
締
結
し
た
。
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
統
一
ロ
ゴ
を
作
成
し
、

選
手
だ
け
で
は
な
く
、「
見
る
」
側
の
学
生
も
巻
き
込
ん
だ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

間
を
飛
び
越
え
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
中
京
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
を
醸
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
掲
げ

る
「
見
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
に
「
中
京
大
学
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立

し
、
ス
ポ
ー
ツ
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス

間
の
垣
根
を
越
え
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に

も
中
京
大
学
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
現
在
ま
で
に
20
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
参
加
人
数
は
延
べ
２
４
０
０
人
を
超
え
た

（
五
輪
壮
行
会
を
含
む
）。
中
で
も
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
見
学

会
は
大
盛
況
で
、
２
０
１
７
年
度
は
約
２
８
０
人
の
参
加
者
を
集

め
た
。

　

こ
れ
ら
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ミ
ズ
ノ
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
応
援
グ
ッ
ズ
を
配

付
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
全
員
が
同
じ
も
の
を

身
に
着
け
た
。
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
「
中
京
大
学
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
」
の
醸
成
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
統
一
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ェ
ア
の
開

発
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
各
競
技
の
特
性

に
よ
り
、
求
め
ら
れ
る
機
能
が
ま
る
で
違
う
し
、
ト
レ
ン
ド
も
あ

る
。
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
、
既
に
他
の
企
業
と
の
関
係
が
構
築
さ

れ
て
い
た
り
も
す
る
。
統
一
ウ
ェ
ア
の
開
発
は
現
実
的
に
は
難
し

く
、
そ
れ
ゆ
え
に
地
道
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

帰
属
意
識
の
醸
成
を
促
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、
統
一
ウ
ェ
ア
に
こ

だ
わ
る
必
要
は
な
く
、「
中
京
イ
ー
グ
ル
ス
」
と
い
う
統
一
ロ
ゴ
を

各
ク
ラ
ブ
へ
広
め
て
い
く
方
向
で
、
現
在
は
進
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
学
内
だ
け

で
な
く
、
学
外
も
巻
き
込
む
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ァ

ン
が
増
え
、
地
域
に
根
差
し
た
開
か
れ
た
大
学
に
な
り
、
ま
た
大

学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
志
願
者
の
早
期
囲
い
込
み
に
も
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
、モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
期
間
に
、一
途
に
打
ち
込
め
る
こ

と
に
出
会
う
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
に
成
り
得
る
。

　

日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
創
設
が
、
今
後
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ま

す
ま
す
の
追
い
風
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

湘
南
信
用
金
庫
と
の
協
定
締
結
の
経
緯

　

関
東
学
院
大
学
は
、
２
０
１
４
年
に
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の
部
署
や
教
員
単
位
で
行
っ
て
い
た
産

官
学
連
携
活
動
の
窓
口
を
一
本
化
し
た
。
学
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
依
頼
や
提
案
に
対
し
て
、
教
育
効
果
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
学

内
の
最
も
適
し
た
学
部
や
部
署
に
つ
な
い
だ
り
、
逆
に
、
学
内
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
効
に
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
企
業
や
自
治
体
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
役

割
と
し
て
い
る
。

　

一
例
と
し
て
、
２
０
１
５
年
５
月
に
は
、
従
来
、
連
携
し
て
き

た
地
域
の
有
力
金
融
機
関
で
あ
る
湘
南
信
用
金
庫
と
産
学
連
携
協

定
を
締
結
。
そ
れ
ま
で
点
の
活
動
で
あ
っ
た
連
携
を
多
方
面
に
展

開
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

２　

協
働
の
取
り
組
み

　

産
学
連
携
協
定
締
結
後
は
、
湘
南
信
用
金
庫
に
お
け
る
本
学
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入
れ
を
皮
切
り
に
、
湘
南
信
用
金
庫

の
取
引
先
で
あ
る
洋
菓
子
店
の
新
製
品
ポ
ス
タ
ー
制
作
コ
ン
ペ
の

実
施
、
地
元
農
園
で
農
業
体
験
の
実
施
、
地
域
の
少
年
野
球
大
会

の
共
催
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
地
域
経
済
を
学
ぶ
科
目
「
Ｋ
Ｇ

Ｕ
か
な
が
わ
学
（
経
済
）」
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
に
関
す
る
現
場

に
即
し
た
講
義
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、

課
題
解
決
型
授
業
へ
の
課
題
提
供
、
地
域
企
業
と
本
学
の
研
究
シ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
、
教
育・

研
究
両
面
の
連
携
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
。

　

本
学
の
地
域
交
流
拠
点
で
あ
る
横
須
賀
市
の
「
久
里
浜O

live 
Branch

」
発
足
の
際
に
は
、
地
元
商
店
街
と
大
学
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
動
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
学
が
地
域
連
携
活
動
を
行
う
際

に
、
地
域
か
ら
信
頼
の
厚
い
信
用
金
庫
と
の
協
働
が
円
滑
な
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
な
お
、
地
域
交
流
拠
点
「
久
里

地
元
信
用
金
庫
と
の 

地
域
に
根
ざ
す
大
学
作
り

～
関
東
学
院
大
学
と
湘
南
信
用
金
庫
の
事
例
か
ら
～

［
関
東
学
院
大
学
］

立
山 
徳
子
●
関
東
学
院
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
長
、

人
間
共
生
学
部
教
授

《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》
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浜O
live Branch

」
は
、
現
在
、
中・

高
生
や
一
般
市
民
向
け
の

英
会
話
教
室
の
実
施
、
小
学
生
向
け
の
科
学
実
験
教
室
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
方
々
と
大
学
の
触
れ
合
い
の
場
を
創
出
し
、
大
学
の

知
を
地
域
に
還
元
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
記
の
地
元
農
園
の
農
業
体
験
を
契
機
に
、
学
生

が
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
と
し
て
地
元
の
農
水
産
品
を
取
り
扱
う
マ

ル
シ
ェ
を
企
画
。
学
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン・

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
で
提
案
し
、
入
賞

を
果
た
し
た
こ
と
、

そ
の
後
、
ゼ
ミ
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地

元
百
貨
店
で
マ
ル

シ
ェ
の
定
期
開
催
に

至
っ
た
こ
と
、
マ
ル

シ
ェ
を
開
店
す
る
に

当
た
っ
て
、
湘
南
信

用
金
庫
か
ら
運
営
に

関
す
る
経
営
指
導
も

受
け
る
な
ど
、
農
業

体
験
を
き
っ
か
け
と

し
て
学
生
の
活
動
の

場
が
広
が
り
、
多
く
の
企
業
の
協
力
の
下
、
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
好
例
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
湘
南
信
用
金
庫
と
の
連
携
事
業
が
増
加
す
る
に
伴
っ

て
、学
生
の
間
に
当
金
庫
の
認
知
度
も
上
が
っ
た
。
就
職
先
と
し
て

希
望
す
る
学
生
が
増
加
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
学

生
も
含
め
、
実
際
に
多
く
の
学
生
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

３　

今
後
の
展
望

　

本
学
は
、
学
生
が
在
学
中
に
で
き
る
だ
け
実
社
会
に
触
れ
、
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
地
域
と
共
に
活
動
す
る
信
用
金

庫
と
の
連
携
は
本
学
の
目
指
す
方
向
と
大
変
親
和
性
が
強
い
。
地

域
に
根
ざ
し
た
信
用
金
庫
が
保
有
し
て
い
る
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
大
学
の
知
を
融
合
さ
せ
、
地
域
に
役
立
ち
、
学
生
の
成
長
に

つ
な
が
る
仕
組
み
を
、
相
互
協
力
の
下
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
の
信
用
金
庫
に
就
職
す
る
学
生
が
増
加
す
る
こ
と

は
、
本
学
が
位
置
す
る
三
浦
半
島
地
域
の
定
住
人
口
増
加
に
も
つ

な
が
り
、
地
域
の
活
力
維
持
に
寄
与
で
き
る
。
今
後
と
も
、
関
東

学
院
大
学
は
地
域
と
つ
な
が
り
、
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す
る
大

学
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業体験を契機にマルシェを実現した学生
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

天
理
大
学
は
、
２
０
１
７
年
９
月
22
日
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

（
以
下
、
モ
ン
ベ
ル
）
と
連
携
と
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結

し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
モ
ン
ベ
ル
は
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
総
合

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
登
山
用
品
を
中
心
に
各
種
ウ
ェ
ア
や
ギ
ア
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
社
会
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
災
害
支
援
に
お
い
て
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
義
援
隊
」

を
組
織
し
、い
ち
早
く
現
地
入
り
す
る
と
と
も
に
、寝
袋・
テ
ン
ト・

防
寒
着
な
ど
の
物
資
を
集
め
、
届
け
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
学
と
モ
ン
ベ
ル
の
つ
な
が
り
は
、
２
０
１
０
年
、
創
業
者
で

あ
る
辰
野
勇
会
長
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
授
業
（
生
涯
教
育
実
習

２
［
野
外
活
動
実
習
］）
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
授
業
は
、
社
会
教
育
主
事
の
資
格
取
得
を
目
指
す
学

生
が
、
奈
良
県
五
條
市
の
吉
野
川
で
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
を
通
じ
て

川
の
組
成
や
レ
ス
キ
ュ
ー
の
方
法
を
学
び
、
野
外
活
動
の
楽
し
さ

と
と
も
に
危
険
回
避
の
技
術
を
体
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
は
客
員
教
授
に
着
任
し
て
い
た
だ
き
、

文
部
科
学
省
の
「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善・

充

実
体
制
整
備
事
業
」
の
中
で
、
モ
ン
ベ
ル
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
山
「
㈱
モ
ン
ベ
ル
会
長
辰
野
勇
氏
と

行
く
立
山
三
山
縦
走
路
登
山
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本

学
以
外
に
も
天
理
医
療
大
学
、
滋
賀
県
立
大
学
、
信
州
大
学
の
学

生
が
参
加
し
、
モ
ン
ベ
ル
本
社
に
お
け
る
研
修
や
事
前
訓
練
を
経

て
、
各
人
が
一
人
用
テ
ン
ト・

寝
袋・

食
料
を
持
ち
、
立
山
の
室

堂
に
現
地
集
合
し
、
山
中
で
は
行
動
を
共
に
す
る
と
い
う
自
立
と

協
働
の
野
外
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
の
実
践
活
動
で
あ
る
。

　

非
常
勤
講
師
と
し
て
の
辰
野
会
長
個
人
と
の
つ
な
が
り
か
ら
始

ま
っ
た
協
力
関
係
か
ら
、
し
だ
い
に
企
業
と
大
学
の
連
携
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
モ
ン
ベ
ル
が
行
っ
て
い
る
社
会
活

動
（
自
然
保
護
、
社
会
福
祉
、
野
外
体
験・

環
境
学
習
、
災
害
支

援
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
企
業
理
念
と
、「
積
極
的
に
他
者
に
貢
献

し
、
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
考
え
行
動
で
き
る
人
間
」

の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
教
育
理
念
と
が
合
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

モ
ン
ベ
ル
は
、
大
学
と
の
連
携
協
定
は
本
学
が
最
初
で
あ
る
が
、

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
協
定

―�
天
理
大
学
の
授
業
か
ら
始
ま
る
、
社
会
貢
献

事
業
の
連
携

［
天
理
大
学
］

岡
田 

龍
樹
●
天
理
大
学
副
学
長

《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》
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す
で
に
多
く
の
自
治
体
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。「
モ
ン
ベ
ル
７
つ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
①
自
然
環
境
保
全
へ
の
啓
発
、
②
野

外
体
験
を
通
じ
て
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
、
③
健
康
寿
命
の
増
進
、

④
災
害
へ
の
対
応
力
、
⑤
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
、
⑥
農
林
水
産
業
、
第
一
次
産
業
へ
の
支
援
、
⑦
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
、
協
定
の
連
携
事
項
で
あ
る
。
本
学
と
の
連
携
に
お
い

て
も
、
こ
の
７
項
目
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
企
業
と
大
学
が
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
等
の
促
進
を
通
じ

た
地
域
の
活
性
化
と
天

理
大
学
に
お
け
る
教
育

の
質
の
向
上
及
び
調
査

研
究
活
動
の
充
実
」
を

目
指
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
に
際

し
て
災
害
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織

し
、
学
生
と
教
職
員
が

協
働
し
て
取
り
組
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
で
は
、
本
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
分

校
の
学
生
の
参
加
も
含
め
、
宮
城
県
と
福
島
県
に
お
い
て
５
年
間

に
10
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
組
織
的
に
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

支
援
活
動
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
に
対
し
て
、

本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
国
際
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
２
０
１
５
年
度
か
ら
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　

今
後
は
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
義
援
隊
」
と
の
連
携
や
、
モ
ン
ベ
ル 

が
構
想
す
る
自
治
体
間
協
力
体
制
に
、
大
学
と
し
て
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば

連
携
協
定
締
結
後
、
大
学
祭
に
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
を
モ

ン
ベ
ル
か
ら
購
入
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
天
理
バ
イ
オ
レ
ッ

ト
の
テ
ン
ト
は
本
学
と
モ
ン
ベ
ル
の
連
携
を
視
覚
的
に
象
徴
す
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
支
援
活
動
の
た
め
の

装
備
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
学
体
育
学
部
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
、
中
高
年
登
山

者
の
た
め
の
健
康
ギ
ア
の
開
発
や
、
野
外
活
動
に
お
け
る
健
康
増

進
に
関
す
る
調
査
研
究
、
本
学
が
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

地
元
天
理
市
に
お
け
る
野
外
活
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
共
同
企
画・

実
施
に
よ
る
地
域
貢
献
な
ど
、
モ
ン
ベ
ル
と
天
理
大
学
の
資
源
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
社
会
貢
献
事
業
の
展
開
を
、
共
に
考
え
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

天理大学祭
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ピ
ン
チ
の
と
き
は
、マ
ウ
ン
ド
で
も 

フ
ァ
ン
の
声
援
が
よ
く
聞
こ
え
る

外
川　
本
日
は
、
プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
で
投
手
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
て

い
る
岸
孝
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

岸
さ
ん
は
仙
台
市
出
身
で
、
東
北
学
院
大
学
を

ご
卒
業
後
、
２
０
０
７
年
に
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

（
現・

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
に
入
団
。
そ
の
年

に
優
秀
新
人
賞
を
獲
得
し
、
翌
２
０
０
８
年
に
は

日
本
シ
リ
ー
ズ
最
高
殊
勲
選
手
賞
、
２
０
１
４
年

に
勝
率
第
１
位
に
な
る
な
ど
、
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
、
２
０
１
７
年
か
ら
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
で
プ
レ
ー
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

岸
さ
ん
、
２
０
１
７
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
振
り

返
っ
て
、
ご
自
身
の
プ
レ
ー
を
ど
の
よ
う
に
分
析

さ
れ
ま
す
か
。

岸　
そ
う
で
す
ね
、
シ
ー
ズ
ン
の
前
半
は
良
く
て

後
半
は
良
く
な
い
と
い
う
、
は
っ
き
り
分
か
れ
た

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
投
げ
た
試
合
は
、

自
分
が
勝
ち
投
手
に
な
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス

岸 

孝
之
さ
ん
に
聞
く

き
し・

た
か
ゆ
き

’84
生
ま
れ
、
仙
台
出
身
。
プ

ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
所
属
。

投
手
、
右
投
右
打
。
’06
東
北

学
院
大
学
を
卒
業
後
、
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
（
現・

埼
玉
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）に
入
団
。
’14

最
高
勝
率
の
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
。
’17
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
移
籍
。

聞
き
手 

外
川
智
恵
さ
ん
●
大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
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ず
、
チ
ー
ム
が
勝
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

後
半
に
な
る
と
、
私
が
勝
ち
投
手
に
な
ら
な
い
と

チ
ー
ム
が
負
け
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
チ
ー
ム

の
勝
利
に
あ
ま
り
貢
献
で
き
ず
、
残
念
で
す
。

外
川　
投
手
の
責
任
と
い
い
ま
す
か
、
背
負
っ
て

い
る
も
の
は
と
て
も
重
い
の
だ
ろ
う
な
と
想
像
し

な
が
ら
、
い
つ
も
試
合
を
拝
見
し
て
い
ま
す
。

岸　
先
発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
試
合
を
任
さ
れ
て
い
る

立
場
な
の
で
、
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

思
い
が
非
常
に
強
い
た
め
、
後
半
戦
は
ず
っ
と
悔

し
く
て
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。

外
川　
本
日
は
フ
ァ
ン
感
謝
祭
で
、
つ
い
先
ほ
ど

ま
で
多
く
の
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

岸　
こ
の
１
年
間
、
チ
ー
ム
の
状
態
は
い
い
と
き

も
悪
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
変
わ
ら

ず
に
大
き
な
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
本

当
に
大
勢
の
フ
ァ
ン
の
方
が
、
こ
の
Ｋ
ｏ
ｂ
ｏ
パ
ー

ク
宮
城
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
ね
。

外
川　
そ
う
い
っ
た
フ
ァ
ン
の
声
援
は
、
試
合
中

の
マ
ウ
ン
ド
で
も
聞
こ
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岸　
え
え
、
聞
こ
え
ま
す
。
特
に
、
ピ
ン
チ
の
と

き
な
ど
は
よ
く
聞
こ
え
て
き
て
、
力
を
も
ら
う
こ

と
も
結
構
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ッ
タ
ー

を
抑
え
ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
声
援
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
と
き
は
、
申
し
訳
な
い
で
す
ね
。

外
川　
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

で
臨
も
う
と
お
考
え
で
す
か
。

岸　
や
は
り
、
先
発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
勝
ち
星
を
あ

げ
る
こ
と
、
自
分
の
勝
ち
星
イ
コ
ー
ル
チ
ー
ム
の

勝
利
と
い
う
形
で
貢
献
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て
、
１
年
を
通
し
て
し
っ
か
り

と
試
合
に
出
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
信
じ

て
、
春
の
開
幕
に
向
け
て
調
整
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

自
分
に
は
野
球
し
か
な
い
、野
球
を 

や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
普
通
の
人
間

外
川　
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
移

籍
な
さ
っ
て
、
１
年
た
ち
ま
し
た
。
新
た
な
場
所

で
、
し
か
も
ご
自
分
の
出
身
地
で
す
。
こ
の
１
年

は
大
き
な
意
味
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

岸　
プ
レ
ー
す
る
環
境
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
一
番
大
き
く
、
そ
の
中
で
自
分
が
ど
こ
ま
で
や

れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
チ
ー
ム

メ
ー
ト
を
含
め
球
団
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
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で
、
１
年
間
無
事
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
も
少
し
は
成
長
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

外
川　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
と
っ
て
、
環
境
が
変
わ

る
こ
と
は
、
プ
レ
ー
そ
の
も
の
が
変
わ
る
こ
と
と

も
言
え
そ
う
で
す
。
良
い
方
向
へ
の
変
化
で
し 

た
か
。

岸　
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と

離
れ
て
、
新
し
い
仲
間
と
プ
レ
ー
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
は
じ
め
は
互
い
に
探
り
な
が
ら
と
い
う
面

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
球
そ
の
も
の
は
同

じ
な
の
で
、
す
ん
な
り
溶
け
込
め
た
と
思
い
ま
す
。

外
川　
と
こ
ろ
で
、
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

社
会
人
野
球
の
監
督
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
父
さ

ん
の
影
響
だ
そ
う
で
す
ね
。

岸　
そ
れ
が
一
番
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少

年
野
球
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
の
は
小
学
校
３
、
４

年
生
の
頃
で
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
柔
ら
か
い

ボ
ー
ル
で
野
球
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
私
の
中
で
は
、
父
は
い
ま
で
も
一
番
の
コ
ー

チ
で
あ
り
、
野
球
に
関
す
る
こ
と
で
悩
ん
だ
ら
連

絡
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
や
は
り
、
私
を
一
番
長
く
見
て
き
た
の
は
父

で
す
の
で
。

外
川　
プ
ロ
野
球
の
選
手
に
な
る
こ
と
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
で
す
か
。

岸　
大
学
の
４
年
生
の
と
き
に
、
ド
ラ
フ
ト
で
指

名
し
て
い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
か
ら
で
す
ね
。
た

だ
、
自
分
に
は
野
球
し
か
な
い
、
野
球
を
や
っ
て

い
な
か
っ
た
ら
普
通
の
人
間
も
い
い
と
こ
ろ
だ
と

は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
野
球
以
外
に
は
取
り
え
の

な
い
人
間
で
あ
り
、
野
球
に
出
会
っ
た
お
か
げ
で
、

い
ま
こ
う
し
て
プ
ロ
と
し
て
プ
レ
ー
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

試
合
前
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は 

あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る

外
川　
野
球
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
お
話
を

伺
う
と
、
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に

落
ち
着
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
岸
さ
ん
に
も

同
様
に
風
格
や
ゆ
と
り
を
感
じ
ま
す
。

岸　
試
合
の
前
は
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

ま
す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
が
ま
ま
に
受

け
入
れ
ま
す
。

外
川　
な
る
ほ
ど
。「
老
子
」
の
名
言
の
と
お
り
で

す
ね
。
で
は
、学
生
時
代
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

岸 

孝
之
さ
ん
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さ
い
。
岸
さ
ん
は
、
東
北
学
院
大
学
野
球
部
の
エ
ー

ス
で
し
た
ね
。
高
校
の
野
球
部
か
ら
大
学
の
野
球

部
に
入
ら
れ
て
、
何
か
違
い
を
感
じ
ま
し
た
か
。

岸　
大
学
１
年
生
の
自
分
か
ら
す
る
と
、
４
年
生

は
と
て
も
大
人
に
見
え
ま
し
た
。
二
十
歳
以
上
の

人
と
野
球
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
、
も
の
す
ご
く

緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

外
川　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
よ
い
緊
張
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

岸　
自
分
の
ほ
う
か
ら
何
か
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

プ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
う
で
す
が
、
私
は
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
て
成
長
す
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
そ
う
い
う
相
手
の
存
在
が
非
常
に
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

外
川　
そ
れ
は
、
裏
を
返
す
と
「
引
っ
張
ら
れ
上

手
」
も
し
く
は
「
教
え
ら
れ
上
手
」
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

岸　
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。
私
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を

非
常
に
信
頼
し
て
い
ま
す
。

外
川　
岸
さ
ん
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き
る
方
は
ど

う
い
う
タ
イ
プ
で
す
か
。

岸　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
頭
の
回
転
が
速
い
方

が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
決
断
力
と
い
う
か
、
何
か

を
決
め
る
と
き
の
速
さ
や
正
確
さ
が
抜
き
ん
出
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
あ
ま

り
上
に
は
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
。

外
川　
岸
さ
ん
ご
自
身
も
、
新
人
賞
を
は
じ
め
、

い
く
つ
も
受
賞
さ
れ
る
な
ど
抜
き
ん
で
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

岸　
や
る
か
ら
に
は
、
一
番
に
な
り
た
い
で
す
よ

ね
。
誰
も
が
一
番
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
る
の
は
素
直
に
う

れ
し
い
。
プ
ロ
に
な
っ
て
そ
う
い
う
賞
を
い
た
だ

い
た
の
は
、
運
が
良
か
っ
た
面
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
。
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
い
ま
ま
で
、
ず
っ
と

負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

外
川　
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ん
で
す
ね
。

岸　
２
０
１
７
年
の
後
半
は
、
ず
っ
と
悔
し
か
っ

た
で
す
。

私
の
も
っ
と
上
に
誰
か
が
い
る
か
ら 

そ
の
人
に
近
付
こ
う
と
努
力
す
る

外
川　
岸
さ
ん
が
力
を
発
揮
で
き
る
の
は
、
ど
う

い
う
環
境
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
で
し
ょ
う
か
。

岸　
先
ほ
ど
の
話
に
関
連
し
ま
す
が
、
一
番
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
私
の
も
っ
と

上
に
誰
か
が
い
る
か
ら
、
そ
の
人
に
少
し
で
も
近

付
け
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
成

長
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

外
川　
目
標
を
持
つ
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
西

武
時
代
と
同
じ
背
番
号
11
番
を
付
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、「
11
」
に
ジ
ン
ク
ス
が
お
あ
り
な

の
で
す
か
。

岸　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
２

外
川 

智
恵
さ
ん
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０
１
６
年
ま
で
11
番
を
付
け
て
い
た
塩
見
に
申
し

訳
な
く
て
。
私
は
他
の
番
号
で
も
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
塩
見
か
ら
「
岸
さ
ん
だ
っ
た
ら
」
と
い
う

お
話
が
あ
っ
た
の
で
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
番
号
と
か
ジ
ン
ク
ス
の
よ
う
な
も
の
は
、

あ
ま
り
意
識
し
な
い
ほ
う
で
す
ね
。

父
か
ら「
桑
田
さ
ん
を
見
ろ
」と
言
わ
れ
、 

ず
っ
と
手
本
に
し
て
き
た

外
川　
フ
ァ
ン
感
謝
祭
に
来
て
い
た
野
球
少
年
た

ち
は
、
憧
れ
の
岸
さ
ん
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。
岸
さ
ん
に
も
憧
れ
た
選
手
が
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

岸　
桑
田
真
澄
さ
ん
で
す
。
憧
れ
た
と
い
う
よ
り
、

い
つ
も
父
か
ら
「
桑
田
さ
ん
を
見
ろ
」
と
言
わ
れ

続
け
た
の
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
桑
田
さ

ん
を
手
本
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
に
入
っ
て
か
ら
、
キ
ャ
ン
プ
中
に
一

度
だ
け
桑
田
さ
ん
ご
本
人
に
お
会
い
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
緊
張
し
て
ほ
と
ん
ど
話
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。

外
川　

憧
れ
て
い
る
と
、
そ
う
な
り
ま
す
よ
ね

（
笑
）。
私
は
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
選
手
時
代
の

渡
辺
久
信
さ
ん
で
し
た
。

岸　
渡
辺
監
督
は
試
合
に
な
る
と
熱
い
し
、
す
ご

く
か
っ
こ
い
い
方
で
す
。
私
が
打
ち
込
ま
れ
た
と

き
な
ど
は
、
翌
日
、
そ
っ
と
近
付
い
て
き
て
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

外
川　
毎
回
、
真
剣
勝
負
に
臨
ま
れ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
訓
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
都 

度
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
マ
ウ
ン
ド
に
立
た
れ
る
の

で
す
か
。

岸　
た
ぶ
ん
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。
状
況
を
細
部
ま
で
覚
え
て
い
て
、
次
に
同

じ
バ
ッ
タ
ー
と
対
戦
す
る
と
き
に
は
こ
う
し
よ
う

と
い
っ
た
よ
う
に
、
頭
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
記
憶

や
戦
略
が
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

外
川　
物
事
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
懐
の
深
さ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

岸孝之さんと外川智恵さん
（2017年11月23日 Koboパーク宮城にて）
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上う
え

原は
ら 

明あ
き
ら

学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長

　

２
０
１
７
年
９
月
11
日
付
で
学
校
法
人

城
西
大
学
の
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

新
理
事
長
は
１
９
４
１
年
東
京
都
生
ま

れ
。
１
９
６
６
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
卒
業
、
１
９
７
７
年
大
正
製
薬
株
式
会

社
入
社
、
１
９
８
２
年
代
表
取
締
役
社
長
、

２
０
１
３
年
大
正
製
薬
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

日
本
大
衆
薬
工
業
協
会
会
長
、
世
界
大
衆

薬
協
会
会
長
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
な
ど
を
務
め

る
か
た
わ
ら
、
慶
應
義
塾
評
議
員・

理
事
、

成
蹊
学
園
評
議
員・

理
事
を
長
年
務
め
る

な
ど
、
学
校
教
育
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

　

１
９
６
５
年
に
水
田
三
喜
男
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
た
学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
埼

玉
県
坂
戸
市
、
千
葉
県
東
金
市・

鴨
川
市
、

東
京
紀
尾
井
町
と
首
都
圏
横
断
的
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
展
開
し
、
学
生
１
万
４
０
０
０

名
を
擁
す
る
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
た
。

創
立
者
と
新
理
事
長
の
義
祖
父
上
原
正
吉
、

父
堀
田
庄
三
の
関
わ
り
は
深
く
、
謙
虚
か

つ
人
を
温
か
く
包
む
お
人
柄
で
あ
ら
れ
た

水
田
氏
を
大
変
尊
敬
し
て
い
た
と
聞
く
。

　

建
学
の
精
神
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
た

め
、
教
職
員
へ
、
①
大
き
な
流
れ
を
つ
か

ん
で
身
近
な
こ
と
か
ら
手
を
つ
け
る
「
着

眼
大
局
、
着
手
小
局
」
の
基
本
姿
勢
、
②

短
期
的
視
点
よ
り
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

判
断
基
準
、
③
部
分
最
適
よ
り
も
全
体
最

適
を
考
え
た
決
断
と
す
る
よ
う
要
請
し
、

城
西
大
学
、
城
西
短
期
大
学
、
城
西
国
際

大
学
の
三
大
学
が
一
致
協
力
し
、
地
域
に

貢
献
し
て
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
に
取
り
組
む
と
抱
負
を
述
べ
た
。

齊さ
い

藤と
う 

悦よ
し

一か
ず

園
田
学
園
理
事
長

　

学
校
法
人
園
田
学
園
の
齊
藤
悦
一
理
事

長
は
、
一
谷
宣
宏
前
理
事
長
の
急
逝
を
受

け
、
２
０
１
７
年
８
月
８
日
に
理
事
長
に

就
任
し
た
。

　

新
理
事
長
は
１
９
４
４
年
６
月
26
日
兵

庫
県
生
ま
れ
。
１
９
６
８
年
兵
庫
県
立
神

戸
商
科
大
学
（
現
兵
庫
県
立
大
学
）
経
営

学
部
（
会
計
学
ゼ
ミ
）
卒
業
。
同
年
日
商

株
式
会
社
（
現
双
日
）
に
入
社
。
経
理
部
、

財
務
部
外
国
為
替
、
産
業
機
械・

電
子
機

器
各
営
業
部
、
２
度
の
米
国
デ
ト
ロ
イ
ト

駐
在
（
計
10
年
間
）、
監
査
室
、
子
会
社
経

営
な
ど
を
経
て
２
０
０
４
年
６
月
定
年
退

職
。
２
０
０
５
年
学
校
法
人
園
田
学
園
に

奉
職
。
同
学
園
で
は
法
人
本
部
事
務
局
長
、

常
務
理
事
と
し
て
前
理
事
長
を
補
佐
し
、

学
園
経
営
の
重
責
を
担
っ
て
き
た
。

　

新
理
事
長
は
、
実
務
を
通
し
て
実
行
し

た
学
園
の
経
営
改
善
施
策
を
纏
め
た
「
経

営
構
造
の
適
正
化
」
を
執
筆
。
学
園
の
経

営
管
理
シ
ス
テ
ム
を
時
代
に
即
し
た
形
態

へ
改
善
し
、
経
営
状
態
の
改
善
を
図
っ
た
。

　

人
柄
は
円
満
で
優
し
く
包
容
力
が
あ
る
。

仕
事
は
積
極
的
で
発
想
力
と
実
行
力
に
優

れ
て
い
る
。
地
域
に
根
差
し
、
か
つ
国
際

化
さ
れ
た
学
園
の
創
造
を
意
欲
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
、
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

座
右
の
銘
は
「
物
来
順
応
」“Be alw

ays 
prepared”

。

　

学
校
法
人
経
営
の
理
念
は
、
関
係
者
が

等
し
く
利
益
を
享
受
で
き
、
成
果
を
社
会

に
還
元
し
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
学

園
は
、
２
０
１
５
年
８
月
30
日
付
朝
日
新

聞
１
面
の
「
教
育
考
差
点
」
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
注
目
を
浴
び
た
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人
城
西
大
学

新
会
員
代
表
者
紹
介

園
田
学
園
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門か
ど
脇わ

き
廣ひ

ろ
文ふ

み

大
東
文
化
大
学
学
長
、
文
学
部
教
授
。
’81

東
北
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士

（
文
学
）。
東
北
大
学
助
手
を
経
て
、
’00
か
ら
現
職
。

主
著
『
文
心
雕
龍
の
研
究
』、『
洞
窟
の
中
の
田
園
』。

清し

水み
ず

　
潔き

よ
し

皇
學
館
大
学
学
長
。
’73
皇
學
館
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
法
律
学
）。
同
大
神

道
研
究
所
所
長
、
史
料
編
纂
所
所
長
、
学
生
部
長
、

文
学
部
長
を
経
て
、
’11
か
ら
現
職
。

川か
わ

井い

伸し
ん

一い
ち

愛
知
大
学
理
事
長・

学
長
。
’83
東
京
大

学
大
学
院
国
際
関
係
論
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

愛
知
大
学
副
学
長
を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。
主
著
『
中

国
上
場
企
業 

内
部
者
支
配
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
な
ど
。

戸と

部べ

順じ
ゅ
ん

一い
ち

成
城
大
学
学
長
。
東
京
大
学
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
’16
か
ら

現
職
。
主
著　

ポ
リ
ュ
ア
イ
ノ
ス
『
戦
術
書
』
な
ど
。

安あ
ん

藤ど
う

由ゆ

紀き

美み

学
校
法
人
東
京
女
子
大
学
大
学
運
営

部
長
。
同
大
学
文
理
学
部
卒
。
教
育
研
究
支
援
部
を

経
て
、
総
務
課
長
（
周
年
事
業
、
自
己
点
検・

評
価
、

Ｉ
Ｒ
等
を
担
当
）
を
務
め
た
後
、
’17
か
ら
現
職
。

兼か
ね

高た
か

聖ま
さ

雄お

日
本
大
学
藝
術
学
部
教
授
。
’90
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
社

会
心
理
学・

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
専

攻
。
主
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
入
門
』
ほ
か
。

矢や

口ぐ
ち

悦え
つ

子こ

東
洋
大
学
文
学
部
長
、
教
授
。
お
茶
の

水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。
博
士
（
人
文
科
学
）。
主
著
『
イ
ギ
リ

ス
成
人
教
育
の
思
想
と
制
度
』
な
ど
。

渡わ
た

辺な
べ

　
保た

も
つ

新
潟
経
営
大
学
学
長
。
’03
新
潟
大
学
大

学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
修
了
。
博
士
（
学

術
）。
’05
か
ら
教
授
、
’11
か
ら
現
職
。
主
書
『
現
代
ス

ポ
ー
ツ
産
業
論
』
な
ど
。

内な
い

藤と
う

多た

恵え

龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
務
課 

課
長
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
な
ど
を
経
て
’15
か
ら
現
職
。

日
本
私
立
大
学
連
盟
キ
ャ
リ
ア・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
研
修
運
営
委
員
。

山や
ま

本も
と

昭し
ょ
う

二じ

関
西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
経
営
戦

略
研
究
科
教
授
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
修
了
。
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
。

主
著
『
サ
ー
ビ
ス・

ク
ォ
リ
テ
ィ
』。

古こ

俣ま
た

升ま
す

雄お

東
京
工
業
大
学
環
境・

社
会
理
工
学
院

Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
任
助
教
。
’12
法
政
大
学

大
学
院
経
営
学
研
究
科
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻

修
了
（
経
営
学
修
士
）。

横よ
こ

山や
ま

研け
ん

治じ

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
副
学
長
。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
。
博
士
（
経
営

学
）。
’00
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
授
に
就
任
。

専
門
は
貿
易
論
、
貿
易
制
度
論
。

岡お
か

本も
と

宣せ
ん

丈じ
ょ
う

大
正
大
学
理
事
長
。
’68
大
正
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
大
正

大
学
事
務
局
長
を
経
て
、
’00
か
ら
同
大
学
理
事・

評

議
員
、
’15
に
理
事
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

中な
か

島じ
ま

　
隆た

か
し

駒
澤
大
学
深
沢
校
舎
事
務
室
課
長
。
’78

駒
澤
大
学
経
済
学
部
商
学
科
卒
。
卒
後
本
学
入
職
。
’07

深
沢
校
舎
開
設
時
か
ら
４
年
間
勤
務
、
’17
か
ら
現
職
。

山や
ま

本も
と

功こ
う

一い
ち

立
正
大
学
管
財
部
熊
谷
管
財
課
課
長
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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澤さ
わ

登の
ぼ
り

早さ

苗な
え

恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部
教

授
。
’90
東
京
農
工
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
修

了
（
農
学
博
士
）。
専
門
は
園
芸
学・

有
機
農
業
学
。
’10

か
ら
現
職
。主
著『
教
育
農
場
の
四
季
』（
単
著
）な
ど
。

武た
け

田だ

史し

朗ろ
う

立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授
。
学
校
法

人
立
命
館
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
副
室
長
。
’17
か
ら
現

職
。
主
著
『
自
然
と
対
話
す
る
都
市
へ
：
オ
ラ
ン
ダ

の
河
川
改
修
に
学
ぶ
』（
昭
和
堂
）
な
ど
。

和わ

田だ

ち
は
る
明
治
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。
’10

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
音
楽
学
）。
’16
か
ら
現
職
。
専
門
は
20

世
紀
ド
イ
ツ
音
楽
。

増ま
す

田だ

尚ひ
さ

史し

広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部
長
、
教

授
。
’99
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
学
術
）。
’14
人
文
学

部
長
、
’17
か
ら
現
職
。
専
門
は
認
知
心
理
学
。

石い
し

田だ

　
涼り

ょ
う

学
校
法
人
京
都
精
華
大
学
理
事
長
。
同

志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
卒
。

小お

栗ぐ
り

優ゆ
う

貴き

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
主
任
。
’07
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
国
文
学
科

卒
。
’10
名
古
屋
商
科
大
学
入
職
、
学
生
支
援
部
門
教

務
担
当
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。

立た
て
山や

ま
徳の

り
子こ

関
東
学
院
大
学
人
間
共
生
学
部
教
授
。
’97

東
京
都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。
共
著
『
パ
ー
ソ
ナ
ル・

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
論
』、『「
家
族
」
は
ど
こ
へ
い
く
』
な
ど
。

岡お
か

田だ

龍た
つ

樹き

天
理
大
学
副
学
長
（
社
会
連
携・

学
生

支
援
担
当
）。
’89
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博

士
課
程
退
学
。
修
士
（
教
育
学
）。
’91
か
ら
天
理
大

学
。
人
間
学
部
人
間
関
係
学
科
生
涯
教
育
専
攻
教
授
。

岸き
し

　
孝た

か

之ゆ
き

’84
生
ま
れ
、
仙
台
出
身
。
プ
ロ
野
球
の

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
所
属
。
投
手
、

右
投
右
打
。
’06
東
北
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
（
現・

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
に
入

団
。
’14
最
高
勝
率
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
’17
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
移
籍
。

外と

川が
わ

智ち

恵え

大
正
大
学
表
現
学
部
准
教
授
。
大
正
大

学
文
学
部
卒
。
’92
山
梨
放
送
入
社
。
’01
か
ら
フ
リ
ー

と
し
て
活
動
。T

O
K

Y
O

 FM

「SY
M

PH
O

N
IA

」

（
月
曜
～
木
曜
）
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
務
め
る
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
11
月
７
日
㈫

　

第
７
回
常
務
理
事
会
、
財
務
省
主
計
局
と
の

意
見
交
換
会
に
出
席

●
11
月
８
日
㈬

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
に
、
私
立
大
学
の
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
を
説
明

●
11
月
15
日
㈬

　

主
要
国
会
議
員
に
、
高
等
教
育
の
無
償
化
な

ど
を
説
明

●
11
月
20
日
㈪

　

財
務
大
臣
に
、
平
成
30
年
度
私
立
大
学
関
係

政
府
予
算
を
要
望

●
11
月
21
日
㈫

　

第
７
回
理
事
会
、
第
２
回
秋
季
総
会
に
出
席

●
11
月
28
日
㈫

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
協
議
会
」
に
出
席

　

全
私
学
連
合
（
代
表・

鎌
田
薫
早
稲
田
大
学

総
長
、
本
連
盟
会
長
）
で
は
、
11
月
25
日
（
於
：

ザ・

キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急
）、
自
由
民
主
党

の
文
教
関
係
国
会
議
員
の
出
席
を
得
て
、
日
本

私
立
大
学
団
体
連
合
会
を
は
じ
め
構
成
団
体
に

よ
る
「
私
学
振
興
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
冒
頭
に
鎌
田
薫
全
私
学
連
合
代
表・

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
会
長
と
河
村
建
夫

衆
議
院
議
員・

元
文
部
科
学
大
臣
と
の
両
共
同

代
表
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
予

算
編
成
と
税
制
改
正
に
向
け
て
私
学
が
抱
え
る

諸
課
題
と
そ
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
、
私
学

側
か
ら
は
大
学
を
は
じ
め
各
構
成
団
体
に
よ
る

要
望
等
を
行
い
、
出
席
議
員
と
私
学
振
興
に
向

け
た
協
議・

懇
談
を
行
っ
た
。

●
12
月
５
日
㈫
、
14
日
㈭

　

主
要
国
会
議
員
に
、
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
高
等
教
育
の
無
償
化
）
を
要
望

●
12
月
12
日
㈫

　

第
８
回
常
務
理
事
会
に
出
席

開
催
報
告

◉
11
月
20
日
㈪・
21
日
㈫

「
学
生
支
援
研
究
会
議
」
開
催

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・

キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
に

向
け
た
学
生
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
（
神
戸
市
）
に
て

開
催
。
45
大
学
74
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
12
月
１
日
㈮・

12
月
２
日
㈯

「
第
２
回
財
務・

人
事
担
当
理
事
者
会
議
」
開
催

　
「
震
災
に
備
え
る
経
営
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
、

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
（
神
戸
市
）
に
て
開

催
。
59
法
人
85
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

私
大
連
盟 

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　

公
式Facebook

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
７
年

11
月
▼
12
月

第２回財務・人事担当理事者会議

連盟ニュース
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U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

「原爆の子の像」に折り鶴を献納する学生たち（広島女学院大学）

No.374

2017

隔月刊

5

特集　�女性の学び直しにおける大学の役割
座談会　大学における第二外国語教育の意義とこれからの展開
小特集　オープンキャンパスは、いま
明日への試み　東京情報大学
わが大学史の一場面　兵庫医療大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　日本大学／専修大学／東洋大学
クローズアップ・インタビュー
� オタフクホールディングス株式会社 代表取締役社長　佐々木茂喜さん
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学習院目白キャンパス正門（学習院大学）

No.376

2017

隔月刊

9

特集　�学生の学修時間確保の現状と課題
座談会　就職採用活動の日程と大学教育の現状を考える
小特集　私立大学研究ブランディング事業
明日への試み　京都産業大学
わが大学史の一場面　久留米大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中京大学／実践女子大学／甲南大学
クローズアップ・インタビュー　箏曲演奏家　野村倫子さん
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日
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大
学
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け
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力

ISSN 0288-1748　2017（平成29）年7月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

ゼミナールで考案したオリジナルどら焼き「レジどら～紅天使de腸活～」を販売する学生（文教大学）

No.375

2017

隔月刊

7

特集　�大学業務の委託や教育プログラムに�
おける連携協力

座談会　キャンパスの都心回帰の意義と今後の展開
小特集　大学と保護者・卒業生との関わり―保護者会・同窓会活動の現状と課題
明日への試み　久留米大学
わが大学史の一場面　京都橘大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　福岡大学／南山大学／大阪学院大学
クローズアップ・インタビュー� 横浜高等学校 教諭、硬式野球部監督　平田 徹さん
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◆
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
を
始
め
と
し
た
科
学
技
術
の
進

展
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
大
き
な

社
会
変
化
の
中
、
大
学
は
生
涯
学

び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た

人
材
が
学
び
続
け
る
場
を
創
り
だ

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特

集
「
生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び

直
し
」
で
は
、
夜
間
部
教
育
の
現

状
、
地
域
貢
献・

活
性
化
の
た
め

の
シ
ニ
ア
学
生
の
受
け
入
れ
、「
地

域
公
共
政
策
士
」
資
格
取
得
に
つ

な
が
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域

医
療
経
営
人
材
の
育
成
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ

の
学
び
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
支
援
、
企
業
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
養
成
と
い
っ
た
、
各
大
学
の
理

念
や
教
育
の
特
長
に
基
づ
い
た
多

様
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

私
が
勤
務
す
る
大
学
で
も
、
生

涯
学
習・

社
会
人
学
び
直
し
の
充

実
に
む
け
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対

象
や
正
課・

正
課
外
の
位
置
付 

け
、
社
会
人
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
い
っ
た
教
育
方

法
な
ど
課
題
が
多
く
、
本
特
集
は

多
く
の
大
学
で
の
検
討
の
参
考
に

な
る
と
考
え
る
。（
広
報・

情
報
部

門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

立

命
館
大
学
総
合
企
画
部
広
報
課
長　

五
坪 

智
彰
）

◆
小
特
集
「
大
学
の
緑
地
管
理
」

で
は
、
四
つ
の
大
学
に
取
り
組
み

を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。
著
者
の

皆
様
に
は
大
学
の
緑
地
の
魅
力
を

ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ

の
管
理
の
苦
心
に
つ
い
て
も
お
書

き
い
た
だ
い
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
大
学
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
内

容
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
樹
木
や
緑
地
は
「
い
き
も
の
」

で
あ
る
の
で
、
よ
く
手
入
れ
を
す

れ
ば
大
学
の
見
事
な
景
観
を
形
成

す
る
。
こ
れ
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
全

体
の
長
期
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
理

解
で
き
た
。
教
育
施
設
と
し
て
農

場
や
森
林
を
保
有
す
る
大
学
は
多

く
、
ま
た
、
歴
史
的
な
建
物
や
景

観
を
緑
地
と
一
体
化
さ
せ
な
が
ら

維
持
管
理
す
る
役
割
を
担
う
大
学

が
あ
る
こ
と
も
教
え
ら
れ
た
。

　

日
々
を
す
ご
し
て
い
る
と
短
期

的
な
、
た
と
え
ば
年
度
単
位
の
目

標
ば
か
り
に
関
心
を
向
け
が
ち
で

あ
る
が
、
数
十
年
に
わ
た
る
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

本
小
特
集
が
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
の

ご
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時

報
）
委
員・

南
山
大
学
理
工
学
部

教
授　

三
浦 

英
俊
）

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
投
手・

岸
孝

之
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

厳
し
い
プ
ロ
の
世
界
に
お
い
て
、

毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
好
成
績
を

収
め
て
い
る
選
手
だ
が
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
最
中
は
終
始
穏
や
か
な

表
情
で
、
優
し
い
物
言
い
が
印
象

に
残
っ
た
。

　

こ
れ
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
だ
か
ら

な
の
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
直
前
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ン
感
謝

祭
の
影
響
か
、
そ
れ
と
も
普
段
か

ら
こ
の
よ
う
な
落
ち
着
い
た
性
格

な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
性
格
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
て

い
た
「
試
合
前
に
感
じ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
せ

ず
、
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
」

と
い
う
姿
勢
に
表
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

２
０
１
７
年
、
彼
の
地
元
で
あ

る
仙
台
を
本
拠
地
と
す
る
東
北
楽

天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
に
移

籍
し
、
大
き
な
期
待
と
重
圧
を
背

負
い
な
が
ら
も
８
勝
を
あ
げ
、

チ
ー
ム
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ

リ
ー
ズ
出
場
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

新
天
地
で
迎
え
る
２
年
目
の

シ
ー
ズ
ン
。
ど
の
よ
う
な
環
境
に

お
い
て
も
、
あ
る
が
ま
ま
に
物
事

の
全
て
を
受
け
入
れ
る
岸
孝
之
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ

な
い
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務

局　

佐
藤 

義
文
）

次号
（3月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「ワーク ・ライフ ・バランスの実現に向けて」
特　集	「ICTを活用した通信教育課程」
小特集	「アカデミック ・ハラスメントの現状と課題」
表紙 ・大学点描 梅花女子大学　　だいがくのたから 京都産業大学
クローズアップ ・インタビュー：
	 「島添亮子さん（バレエダンサー、小林紀子バレエシアタープリンシパル）」

編
集
後
記


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2018
1月号

中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
奥　村　信　幸（武蔵大学社会学部教授）
三　浦　英　俊（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　　　勉（早稲田大学商学学術院事務長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人 日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
� 私学会館別館	
	 電話 03－3262－4362　　FAX 03－3262－4363	
� http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進 研 アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
� 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫� ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬� ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫� ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫� ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫� ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫� ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫� ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫� ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫� ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫� ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫� ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫� ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫� ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫� ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人 ）
（123大学　平成30年 1 月20日現在）

第67巻378号（通巻392号）
平成30年 1 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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盟
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生
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学
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社
会
人
の
学
び
直
し
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